









セ ブ レ イ 碑 文Sevreylnscription
吉 田 豊 ・森 安孝夫 ・片 山章雄
(YutakaYOSHI】)AlTakaoMORIYASUlAkioKATAYAMA)
概観(吉 田 豊 ・森 安孝夫)
調査場 所1セ ブ レイ冨ソム,北 緯43度34分,東 経102度15分 の地点.
調査 日時=1997年9月8日,9月9日.
調査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チル,ボ ル ド,バ ヤル,バ ッ トルガ.
調 査方法=拓 本 を作成する とともに写真 ・ビデオの撮影 を行 う.拓 本 は正面 と裏面について2セ ッ トずつ作成.碑 文
の計測.写 真 ・ビデオは各 自が撮影す る.
遺蹟 の現況 と景観:(森 安担当)「 行動記録」1997年9月8日,9月9日参照.
碑文 の現況:縦80cm,横52cm(た だ し銘文が残 る碑文面が平 らな部分だけを計れば45cm),厚 さ69cm.碑 面に
はソグ ド文 とル ーン文字の碑文が7行 ずつ縦 に刻 まれている.中 心部か ら向かって右側 にソグ ド語,左 側 にルーン文字
銘文がある.こ の面には後の時代 に刻 まれたヤギや馬の落書きが,銘 文に覆い被 さって存在 し,一 部文字が読めな くなっ
ている.碑 文の文字の彫 りは きわめて浅 く,文 字の残 りは良 くない.・最初 の報告者であるクリャシュ トルヌィとリフシ
ッはテキス ト以外に写真 を発表 しているが,文 字の読み を確認するには不 十分である.下 で も見るように,彼 らの読み
のほとんどが我 々が作成 した拓本か らは支持 されない.時 代 を特定するキ ーワー ドのほとん どすべてが,誤 読 であった
可能性が高い とい うこ とになる.
この碑面の裏側 もほぼ平 らな面 を残 してお り,こ ちらに も銘文があった可能性がある.罫 線 とお ぼ しき線が縦 に走っ
ていることもこの推定 を補 強す る.た だ し文字 を確認で きたわけではないので,こ の点は確 実 とは言 えない.
碑文 の スケ ッチ ・復元 図 ・写 真=K朋mTopHH剃 πMBm照1971a;K"a蓉tomyjILivヨicl971bに よって写真が公表 され
ている.本 報告書ではP置ates15a,15bと して吉 田 ・片 山による模 写を掲げる.
拓 本所蔵機 関:ロ シア科学 アカデ ミー言語学研究所サ ンク ト=ペ テルブルグ支部(?);モ ンゴル科学 アカデ ミー歴
史研究所;大 阪大学文学部.
考 察=碑 文の現況か ら,こ の碑文 の本来の状態 を復元することはある程度可能である.ソ グ ド語 とルーン文が左右対
称 になっていることか ら,●この面は碑文の正面あるいはその 裏面であって側面ではなか った はずである。カラ=バ ルガ
スン碑文では,漢 文 とソグ ド語の2言 語か らなる面が,片 面の中央か ら前 者は左 に,後 者は右 に向かっ て行が進む.こ
の例を参考にす れば,ソ グ ド語文はこの面 の中央か ら始ま り,右 に向かって行が進んでいたこ とは明 らかである.縦 に
刻 まれたルーン文の行の進み方は,左 か ら右 へ進 むもの もその逆 もあるの で,こ の場合その どちらであ ったかを知るこ
とは容易ではない.し か し,中 央か ら左に向かって行が進 んでいたと考 え るほうが,側 面か ら始 ま り,行 が右 に進んで
いたと考 えるよ り自然であろう.
その場合,ル ー ン ・ソグ ド面 の反対の面 には何語 が書かれていたで あろ うか.こ こで もカラ=バ ルガス ン碑文 を参考
にすれば,第3の 言語 としては漢文が書かれ ていたと考 えるのが 自然で あ る(し か しその ことは現在 の保存状態では確
認することがで きなか った).こ の推定が正 しい とすれば,漢 文が一つの 面を占め,ル ーン文 とソグ ド文が もう一方の
面 を二分 していたことにな る.そ してこの状況か ら漢文面が正面であった と推測することが できる.一 方カラ=バ ルガ
スン碑文ではルー ン面が正面であった ことになる.
碑石 の寸法 も,側 面の幅が69cmで あることか ら,そ れが70cm程 度のカラ=バ ルガスン碑文 とほぼ同 じであった と
推定で きる.碑 文面の高 さが3m程 度の巨大 な碑文であったことになる.
参考文 献:Kπ ∬皿TopHbl員/JIHBm呱1971a;KU識omyj/Liv忌ic1971b;護1973(=護1992,PP.558-572).


































・ ・[我 々 は こ の 碑 文 を 書 い た] .ヤ グ ラ***…
… 大 海 の 岸 に .そ して そ こ で***と***は***し た …
…***… 彼 は 水 を運 ん だ .そ して 我 々 は 新 しい …
… 準 備 し た'・ ・
… な い … へ 次 の よ う に …
… 我 々 は … し た …
訳注
上の訳か らも理解 され る通 り,碑 文 の内容 についてはほ とん ど分か らない.た だ し重要 な点は第1行 目に短い2本 線
からなる句読点 があ り,そ の直前には文字の長い尾が あることである.こ れはその前で一つの文が終わ っていたことを
示すだろ う.そ してカラ=バ ルガス ン碑 文の第1行 が碑 額 と同じ文章 厂我 々はこの … の碑 文を書いた」 で始 ま り,
その後に空白部 分があること.さ らにはその後 に,碑 文の起草者 の名前が 書かれていることを考 え合わせれば,第1行
目の句読点の前の文字 はmの 長い尻尾(あ るいはtの 尻尾で,文 章は3人 称で 「彼 らが … 書いた」 と書かれてい
た?)と 考えることがで きるだろう,
ル ー ン面 テ キ ス ト ・翻 訳(片 山 章 雄)RunicPartofSevreyInscript量on(AkioKATAYAMA)
以 下,翻 字(Transliteration)は バ ッ トル ガ と の 共 同 成 果 で あ る が,転 写(Transcdption)と 翻 訳 は片 山 の 責 任 で 提 出 す る.






















?////ヤ グ リ グ
〃 〃 〃 ク ト ゥ ル[グ]?
〃 〃 〃 〃 キ ョ[ル]?
/??/〃 〃 〃??テ ギ ン(?)
/?/〃??〃?[こ の?]よ う に,[な]れ!
/?///??/1?/1etit[beconle]thus!




(or我 々 の シ ャ ド)
〃 〃??uruOIwithoutleading(?)?
(又 はou鳶ad)
〃 〃/〃 〃 〃???
訳注
ソグ ド面同様,ル ー ン文字面 も上記のテキス ト・訳のごとく,一 貫 した内容の理解 には至 らない.1行 目のyaγIW一は
K朋mTopHH員 ノ∫IHB田HUl971a;KU厳omyjlLiv蓉ic1971bに おいてyaγ1aγa(r)と された語だが,Lの 次の母音 は石の混在物
の関係で写真ではaに 見えそ うで も拓本からはiと 判断される.yaγlaYa(r)が 不可能 とな り,ソ グ ド面で もyγ(1),yaghl***
となるので,こ の箇所のみ固有名詞 として対応す る可能性が高 い.
(227)




1gg6年 度と1998年 度に調査対象となったモンゴル高原に残存 しているモンゴル時代の碑文,遺 蹟について総括的に
列挙 しておきたい.こ こに言うモンゴル時代 とは,13世 紀初頭のチンギス=カ ンによる大モンゴル国の建国に始まり,
その領域がユーラシアの草原地帯全体に拡大 し,統 一が保持 されていた帝国期,及 び大モンゴル国が分裂した13世 紀
後半から14世 紀後半の元朝統治時代の両時期を指している.
大モンゴル国では,そ の国家はカンの一族の男子が諸王として各地に分封され,辺 境領域に封建領を形成 し,ま た,
有力従属集団にはカンの女子が公主として嫁 し,集 団の長はやはり一定の封地を確保 して分権統治を行 っていた.大 モ
ンゴル国は,コ アとなるチ ンギス=カ ンの居所 とその属領(い わば天領)及 び辺境に分封 された一族諸王 ・姻族諸侯の
封建領の結合体であった.
カン及び各王侯はそれぞれ遊牧地(ユ ル ト)と 遊牧集団(千 戸組織)を 保持 し,各 領域内で季節移動を行いながら,
日常生活を行いつつ,戦 時には一定の兵員を率いて軍事活動に参画した.ま たその日常生活を維持 ・存続するための装
置として,身 辺護衛組織(ケ シ ク),配 偶者集団(配 偶者たる皇后,妃 たちの住居たるオル ドとオル ド付属の人間集
団),農 業生産 ・手工業生産のための都市 ・集落を設立した.
北中国など,南 方の農耕地帯を征服 した際には,そ こにカンの出張行政機関である 「行省」が設置 され,統 治を行っ
た.ま た,カ ンや各王侯はともに征服地内にも応分の権益を保持 し,そ れ を経営した.こ うしてモンゴル時代には,首
都がモンゴル高原のカラコルム地区にあった帝国期においても,ク ビライ政権が成立して中国の大都地区に首都を遷都
した後の元朝時代にあっても,北 中国の富がモンゴル高原に流入 し続けた.ま た,元 朝時代のモンゴル高原には,従 来
の封建領をもつ諸王以外に,新 たに北平王 ・北安王 ・晋王などの称号をもつクビライ家の諸王も封建された.
また,元 朝政権は,元 朝に反対する封建諸王たちと対決する必要から,自 派の封建諸王軍団とは別個に新たな軍団を
配備し,ホ クシン=テ ールの宣威軍城などの屯田地ωを開かせるとともに,軍 事 ・行政の各種機関を設立した.
やがて13世 紀末から14世 紀初頭になると,中 央アジァのモンゴル勢力が衰退 し,元 朝軍団は,中 央アジア奥深 く侵
攻 した.そ の一方で,元 朝領内へは反対勢力の王侯の降伏 ・帰順があり,そ れに伴って,そ れらの王侯配下の大量の人
口が元朝領内へ移住 した.降 伏 ・帰順 した王侯への優遇,さ らに難民とも言える彼らの配下の人的集団の生計維持のた
めの食糧など大量の富の供給の必要が飛躍的に増大していった.元 朝政府 は,以 後,元 末に到るまで,モ ンゴル高原へ
中国から米をはじめとする食糧供給を高い水準で維持 して行 くことになる.こ の機能を果たすために,元 朝は14世 紀
初頭にモンゴル高原にあらたな行政機関,嶺 北行省を設立した(Dardessl973;松 田1996,pp.58-59).
(2)調 査対象 となった碑文 ・遺蹟
上記のモ ンゴル時代 の統治システムのあ り方 に関わる遺蹟 ・碑 文資料 として1996年 度,1998年 度の調査 の対象 となっ
た ものは,お よそ次の(a)～(f)の6つ の範疇に分け られる.
(a)カ ンの政治権 力の所在地(ユ ル ト)で ある首都圏における,カ ンの季節移動場所 におかれた宮殿群や都市,農
業集落,手 工業集落の所在実態等,統 治装置の解明に関わ るもの
この項 目に属す るものと しては,ハ ンガイ山脈の東斜面,オ ルホ ン大平原の南端,カ ラコルム を中心 として,南 北 に
広がる一連の宮 殿 ・集落遺蹟 を上 げなければ な らない.ハ ンガイ;地域 はモ ンゴル高原で もっ とも豊 かに草が生育する場
所である(吉 田順一1980,pp.49-51).そ れゆえに匈奴以来,突 厥 ・ウイグル ・契丹 ・ケ レイ トなど,モ ンゴル高原 を
支配 した遊牧勢力の拠点 は,み なこの地域 に置 かれて きた.モ ンゴル帝国 において も,第2代 カン ・オ ゴデイが この地
に首都 を建設 して以来,や は りモ ンゴル高原 の中心 として位置づけ られた.こ こを中心 として,カ ンは南北の地域に季
節移動 を行い,首 都はカラコルムを中心 とす る面 と しての地域であったと考 えるべ きで,そ の意味で 「首都 圏」 という
用語が適用で きよう.
オゴデイ時代 ～モ ンケ時代 におけるモンゴルのカンの季節移動に関 しては,ボ イル(Boyle1974)・ 陳得芝(1985,pp.
37-39)が 詳細に検討 している.ボ イルに よれば,そ の移動経路 は,次 の如 くである.
4月 ～5月 末まで40日 間
6月 初め～4,5週 聞
カラコルム(万 安宮)北 一 日行程のカラ=バ ルガス ン近 くの湖 と湿地で鷹狩 り.
カラコルムを経て,町 か ら3マ イルの丘上.




7月 ～8月 積雪 まで




カラコルム東7マ イルの トゥズグ=バ リク(迎 駕殿).






しか しなが ら,オ ル メク トなどの地名が具体的にどこに比 定されるべ きかはなお疑問がある.実 際の現地調査に もと
ついて,松 田孝一は宮殿のひ とつについて先駆的に比定を試みたが(朝 日新聞,1994年12月4日 夕刊),加 藤晋平(加
藤1997;Kato1997)・ 白石典之(1996;1997)は 近年精力的に この問題に取 り組み,大 き く研究 を進展 させ,成 果を提示
しつつある.
オゴデイか らモ ンケ までのモ ンゴル皇帝の季節移動 を,『 元 史』の記録か ら復元すると,そ の コースは,初 期には一























春,オ ルホ ン河で狩猟.夏,タ ミル河で避暑.
夏,九 十九泉 で避暑.
冬,納 蘭赤刺温の野に狩猟,太 祖 の大オル ドに行幸.
春,鉄 列都 に行幸.秋,兀 必思に狩猟.冬,阿 魯兀忽可吾のオル ドに行幸.
春,オ ルホ ン河で饗宴,狩 猟.夏,ダ ラン=ダ バ スで集会.秋,八 里里,ダ ラ ン=ダ バスで会議
冬,脱 卜寒で狩猟.
春,カ ラコルム都城 ・万安宮 を建設.
春,万 安宮落成.
春,ゲ ゲン=チ ャガン沢で狩猟.夏,ソ ー リン城,ゲ ゲ ン=チ ャガン殿建設.
冬,野 馬川(川 は平 原の意)で 狩猟.
春,ゲ ゲン=チ ャガン沢で狩猟.ト ズグ城を建設,迎 駕殿建設.
春,ゲ ゲン=チ ャガン沢で狩猟.
春,ゲ ゲン=チ ャガン沢で狩猟.冬,大 狩猟 オテグ=ク ラン(ク ラン=野 馬)山 に戻る.
オゴデイ死去,ダ ラン=ダ バスでカン選出会議.




春,失 灰 に行幸.夏,カ ラコルムに滞在.冬,オ テグ=ク ランに滞在,狩 猟.
春,ゲ ゲ ン=チ ャガ ンで狩猟.夏,火 児忽納要不(花)児 に行幸.秋,グ ン=ノ ールに行幸.
冬,オ ンギに滞在.
春,ゲ ゲ ン=チ ャガンで狩猟.夏,オ ルメク トに行幸.
冬,也 滅干哈里叉海で狩猟.フ フ=ノ ールの西で諸王会議.
夏,オ ルメク トに行幸.
春,欲 児陌苦哥都に諸王百官会議.夏,タ ミル河 に滞在.シ ラ=オ ル ドに行幸.ダ イルアタに行幸.
冬,阿 塔 哈帖乞児蛮 に行幸.
春,忽 蘭也児吉に行幸.夏,太 祖行宮へ行幸.ケ ルレンに会合.オ ルメク トに行幸、
秋,グ ン=ノ ールに滞在.天 を祭る.
オルホン河沿いの遺蹟 を網羅的に図面 に表現 したのは,ラ ドロフである.そ の図面(Atlas,pl.LXXXII)で,北 か らウ
ゲイ=ノ ール湖の西約5.6㎞(図 面の縮尺に もとつ く距離)の ① タイシン=ジ ロ(タ インシ ン=ジ ル,Atl鏘,p1.L)q-1,
LXII-1-4)の 遺蹟の存在 をまず記 している.1247年 にこの地域 を旅行 した張徳輝 は,ウ ゲイ=ノ ールの真西 に契丹の別
城があ り,周 囲 はカラコルム平原(和 林川)で 農業が行われてお り,野 菜 や麦が霜害にあっていると記 している,こ の
城址 はカラ=バ ルガス ンに比定する(松 田1994,p.293)よ りも,ラ ドロフが記 しているタイシン=ジ ロに比定 されるべ
きものであろう.ウ ゲイ=ノ ールか ら西 へ流出す るハロ河はホクシン=オ ルホン河 と合流 して,さ らにオルホン河に流入
する.タ イシ ン=ジ ロ遺蹟はこの合流地 点付近 に位置す る.従 って,水 量 豊富なこの城址 近傍はモンゴル時 代に も農業
が行 われていた可能性 は十分ある.ラ ドロフは,さ らにそ こから南南西約15.3㎞ の② ジギステイ=ノ ール湖の南東す
(229)
GeneramescriptionofSitesandhlscrip重ionsoftheMongolEra
ぐのところの遺蹟,そ こか らほぼ南g.8㎞ の③ ドイティンニバル ガス(Adas,pl.XLI-2)の 遺蹟 を記載 している.ド イテ ィ
ン=バ ルガ スについて,ポ ターニンは,都 市の址が,オ ルホンの近 くに,ト イ トゥィン;ツ ァガ ン=ノ ール と呼ばれ ると
ころにあ り,こ こにかつて蒙古 の汗の妻が住んでいたいう話が あったことを記す(ポ ターニン1945,p.155).バ ンバー
エ フは,カ ラ=バ ルガス ンから15㎞ の トイ トイン=ト ルゴイ とい う高い岡上 にある大家屋 の跡 を訪れた.こ れ は四角形
で,低 い土塁 をめ ぐらす.家 屋 のあとにはた だ自然石 を積み重ねた基礎 だ けが残 っている.四 隅には四面体の花崗岩の
柱が建っている.右 と左の方には中央が穴に なっている周囲に加工 した石 が散乱 している.廃 墟 の頂上 にはオボーが設
けられていると記 している(バ ンバーエフ1942,pp.77-78).ま たペル レーは,ド イテ ィン=ツ ァガン=ノ ール湖に ドイ
テ ィン=バ ルガスとい う大 きな旧城址 が あ り,地 元の人はッァガン湖が現 在ある場所に も大 きな町の址 があ り,洪 水で
沈んだといってい ると記す.ペ ルレーはこれ をオゴデイの春の宮殿 の所在 場所に比定する可能性 につい て先駆的に提起
しなが ら も今一歩及ばず,結 論 としては逆 に否定 した.こ れ に対 して白石典 之は,こ の ドイテ ィン漏バルガス⑱調査 を
1996年 に行 い,オ ゴデイの春の宮殿 と断定 した(白 石1997,p.117).図 面 と してはAtlas,pl.LXI-2,加 藤報告 に掲載 さ
れた白石典之の作成の図面(Kato1997,p.20,Fig.5;加 藤1997,p.15,図4)が ある.
ラ ドロフは,さ らに ドイティン=バ ルガスか ら南東約5.2kmの ④ トムチンギル=ボ ル ト冨ノール湖の東南 の遺蹟(1),
そ こから南東約3.6㎞ の⑤ ハラ ト山の東の遺蹟(現 地名ハラテ ィン=ド ルベルジ ン=バ ルガス)(2),そ こか ら南西1。7
㎞ の⑥ザイ=ノ ール湖畔の遺蹟(現 地名ノ丶ラティン=バ ルガス),そ こか ら南東約54㎞ の⑦ カラ;バ ルガス ン,そ こ
か ら南2」 ㎞ の⑧礎石 などの散乱する遺蹟,そ こか ら東南約25.3kmの ⑨ エルデニ=ゾ ー(万 安宮)を 記載 している.
ラ ドロフ以外 には,最 近の加藤 によるUNESCOの 報告で,⑩ バヤ ン=ゴ ル遺蹟の存在が指摘 されている.こ れは上記
の⑧ の礎石 などの散乱す る遺蹟の南南東約12.7kmに 位置 してい る(3).
またオルホン河の本流か ら離 れて支流の遺蹟 に関 して,ラ ドロフは,オ ルホン河へ流入す る⑪ ジ ルマ ンタイ河上流の
宮殿 の廃墟のスケ ッチ を載せている(Atlas,pl.LXVII).ま た,バ ンバーエ フは,ザ イ ン=フ レー(ッ ェッェ、ル リク)か ら
南へ向かい,ホ へ=ス メ谷 を西に上 って⑫ ホへ=ス メ廃墟(高 さ1m,長 さ40m,幅40m)を 見,そ して,ホ へ=ス メの頂
上 を越 えて,ジ ルマンタイ河の上流のチ ャガン=ス メイ ン=ゴ ルに降 りて⑬チ ャガ ン=ス メイン=ヘ レム(城 塞)(3列
の土塁があ り,外 壁の長 さ,南 北200m,東 西240m.土 塁の間隔20m.土 塁内部は小高い丘 となってい る(4))の存在 を
指摘 している(バ ンバーエフ1941,p.76).パ ルシは,ザ イン=ゲ ゲン(ツ ェツェル リク)の 南西10㎞ の南 タ ミル(オ
ル ト=タ ミル)河 の⑭ホーチ ン=オ リヤス タイ城址(城 壁770×775m,壁 幅8m,高 さ約1m余 り,城 壁外40mに 外堀)
の存在 を指摘 している(Hal6n1978,p。77)。
オルホン流域の遺蹟群の中心たるオゴデイ建設の万安宮 とカラコルムの都城 に関する研究はすでに,1949年 のキセ
リョフ ・ペル レーによる発掘調査 と報告があ り(n3p∬331961;K"ce鵬Bl965),ヴ ォイ トフ(Bo洫oBl990),加 藤晋平(Kato
l997;加 藤1997),白 石典之(1998)の 調査報告,佐 口透の研究史の整理(1970,pp.296-314)は 参照すべ きものであ り,カ ラ
コルムー帯 を焦点に遊牧国家における都市 ,農 業の意義の検討の試み(MoseslGreer1997)も ある.
今回の我々の調査の 中心は,カ ラコルムの碑文の調査 と拓 本の収集であった.従 って,遺 蹟の調 査は包括的 ・全面的
な ものではない.カ ラコルムでは,レ ・ずれ も亀趺が所在する,カ ラコルムの万安宮 万安宮か ら3㎞ のカラコルム南
のメル ヒーニトルゴイ,さ らにカラコルムの東の街外 れの計3ヶ 所 を1996年 ・1998年 に調査 したのみである.オ ルホ ン
流域 に関 して も,1998年 にわずか1日 の概観調査を彳于ったに過 ぎない.ま た,カ ラコルム西北5㎞ の⑩バヤ ン=ゴ ル
の城址,⑦ カラ=バ ルガ スン,そ の北 の⑤ ハラテ ィン=ド ルベルジン=バ ルガス と⑥ ハラティン;バ ルガス,③ ドイティ
ン=バ ルガス,さ らにカラコルム南南東130㎞ の⑮ シャーザ ン=ホ トの各遺蹟で景観調査 と略測 を行 った.こ のうち,
ω 湖名はロシア製の20万 分の1地 図には表記されていないが,遺 蹟はかなり大きなマークで城塞の存在として明確に表示されてい
る.
(2)本 年 の調査 で,方 形 の低 い 土塁 で 囲 ま れ た城址 の存 在 を確 認 した.城 址 の北 西壁 は北 約133度 の傾 き,北 西 壁192m,北 東 壁198.6
m,南 東 壁194.2m,南 西 壁196.2m.北 西 ・南東 壁 の中 央 に 門が あ る.城 壁 内に は マ ウ ン ドが中 心 軸 に沿 って3個,ま た北 東 ・南西 壁
内側 に沿 って各1個,南 東 壁 の東 隅 と南 隅 よ りに 円形 マ ウ ン ドが各1個 あ り,中 央 の円 形 マ ウ ン ドに は瓦 ・レ ンガが あ っ た.
(3)バ ヤ ン=ゴ ル河 の谷 筋 を西 へ 登 る.谷 幅 は300～400m位 。2.3㎞ 登 った場 所 に便 宜上 バ ヤ ン=ゴ ル第1城 址 と名 づ け た城址 があ
る.さ らに谷筋 を2㎞ ほ ど西へ 登 る と,そ こに加 藤 報 告(Kato1997,pF23-24)に あ る遺蹟 が あ る.便 宜上 こ れ をバ ヤ ン=ゴ ル 第3城
址 とす る.遺 蹟 は第1,第3と もに2.つ の方 形 の 囲郭 がず れ て接 して い る形 態 を して い る.こ のず れ た接 合 形 は メ ル ヒー=ト ル ゴ イ
の遺 蹟 と共 通 してい る(Kato1997,pp.23-24).第1城 址 の 囲郭 の一 つ は 土塁 の 方形(北 迎69m,南 辺66m,西 辺56.4m)が は っ き りと
残 存 して い る.そ の 囲 郭 の内 部 に2つ の マ ウ ン ドが残 って い る.南 東 よ りのマ ウ ン ドは高 さ2m,北 西 よ りは高 さ1mで あ る.周 囲
の土 塁 はモ ンゴ ル時代 に 特 有 の低 い もので,周 辺 との比 高 差 は50cm程 度 で あ る.瓦 ・レ ンガが マ ウ ン ドに多 く散 乱 して い る.第1
城 址 の北 の 枝 谷 の 奥 に,半 球状 に盛 り上 が っ た マ ウ ン ドを四 角形 の 低 い土塁 が 囲 ん で い るの が 見 える.こ れ をバヤ ン=ゴ ル第2城 址
と仮 に名づ け てお く.予 定 外 の発 見 で 時 間が な く,写 真 撮 影 の みで 済 ませ た ため 計測 記 録 は な い.第2城 址 は,東 北 側 の土 塁 の 囲郭
内 にマ ウ ン ドがあ るが,礎 石 の類 は見 え なか っ た.瓦 ・レンガ の散 乱 は地 表 か ら見 る 限 り少量 で あ っ た.加 藤 に よれ ば,土 塁 の高 さ




シャーザ ン=ホ トについては本報告書の当該項 目を参照 されたい.シ ャーザ ン=ホ トの図面 については,白 石典之(新 潟
大学)か ら実測図の提供 を受けている.
(b)嶺 北行省の統治に関わる碑文
カラコルムに関わる碑文については,本 報告書の松川節のカラコルム関係碑文報告を参照されたい.ま た,嶺 北行省
は,カ ラコルムの都市内にその官庁が設置されていたと考えられ,エ ルデニ=ゾ ー内の碑文の多くも14世 紀以降の嶺北
行省の行政に関わるものである.こ れらの碑文の詳細な内容は今後の検討課題として残 したが,本 報告書ではカラコル
ム関係碑文官職名 ・人名総合索引(松 井太担当)を 提出し,今 後の諸碑文の検討の基礎資料とする.
(c)王 侯の,い わば第2級 の,あ るいはミニチュアサイズの同様の統治装置の解明に関わるもの
この範疇に属するものとしては,セ レンゲ河の支流デルゲル=ム レン北岸の釈迦院遺蹟と碑文 「釈迦院碑記」がある.
この地は,チ ンギス=カ ンに内附し,代 々チンギス=カ ン家の女子を嫁に迎える姻族諸侯の待遇を与えられたオイラト族
の首長の勢力圏に含まれ,こ こに都城 ・寺院が建設 されたと考えられる.碑 文はそれに関わるもので,モ ンゴル語と漢
文で記されてお り,現 在,ウ ランバー トル市内の民族史博物館に所蔵されている.本 報告書の宇野伸浩の報告を参照さ
れたい.
次に,ア ルハンガイ=ア イマクのハルホル=ハ ン遺蹟が挙げられる.こ の遺蹟の主要城址である第1城 址は,16～17
世紀に修築された部分 もあったと考えられる ものの,モ ンゴル時代に特有の緑釉瓦が残存することから,元 朝有力王族
の拠点であったことは確実である.本 報告書の松田孝一の報告を参照されたい.
(d)元 朝の軍事活動の拠 点都市の実態解明に関わるもの
この範 疇に属す るものとして,ウ ブルハ ンガイ=ア イマ クの宣威軍城 址(ホ クシ ン=テ ール遺蹟)が ある.こ れはク
ビライ政権が派 遣 した漢人軍団の駐屯基地の遺蹟である.ま た,現 在 ウラ ンバー トルのモンゴル民族史博物館 には,こ
の駐屯基地建設について記 した碑文 「宣威軍碑」が所蔵 されている.遺 蹟 ・碑 文の双方を,1996年 ・1998年 に調査 し
た.本 報告書の村 岡倫の報告 を参照 されたい.
また,同 遺蹟には多 くの穴状 の遺構 が残 されてお り,そ の うちの1ヶ 所 について,モ ンゴル側が 実験 的発掘 を実施 し
た.軍 事遺蹟 らしく,鉄 の鏃,鎧 の一部 などが出土 した.発 掘 についてはモンゴル側のグンチ ンス レン(rYH朋HCYP3H)
の報告 を参照 されたい.
(e)そ の他の都市遺蹟
ウイグル時代以後,モ ンゴル高原の草原地帯に,農 業集落,手 工業職人集落,商 業活動のための集落 ・都市が出現し
た.そ れらのウイグル時代に建設された都市遺蹟のうち,バ イバリク遺蹟は,元 朝時代初期においても都市としての機
能を保持していたことが,文 献的に知られる.1997年 にトルコ班の調査対象となったが,モ ンゴル班でも1998年 の調
査対象に加え,実 際の景観 ・遺蹟の残存状況の把握から,モ ンゴル時代の特徴の確認につとめた.バ イバ リク遺蹟に関
する本書前掲報告の松田孝一補足部分を参照されたい.
(f)関 連調査対象
碑文以外に,ボ ルガン=ア イマクのブイテン=ゴ ルの岩壁銘文,ウ ランバートル南郊のイフ=テ ンゲリン=アムの岩壁
銘文の2つ も調査 した.ブ イテン=ゴル岩壁銘文については,本 報告書の中村淳 ・松川節 ・松井太の報告を参照された
い.た だし,両 者とも,銘 文判読はきわめて困難であり,特 にイフ=テ ンゲリン=アムの銘文は近年に上書 きされて元の
文字が判読できす,歴 史資料としては利用 しがたい状態である.
また,モ ンゴル時代の遺蹟との比較検討のため,モ ンゴル時代以降 に属するツァガン=バ イシン遺蹟を調査 し,そ の
付近の碑文を採拓 して,内 容の検討を行なった.さ らに,ッ ァガン=バ イシンから20㎞ ほどの トール河畔に,ツ ォク
ト=ホンタイジに関わる5言 語の銘文があり,そ れらを現地で検討 ・確認 し,漢 文部分のみ拓本を採取した.以 上,本
報告書のッァガン=バイシン遺蹟等の報告を参照されたい.
なお,各 遺蹟 ・碑文の説明で方向を示す 「北90度 」などの表記は,時 計回りの角度を示す.
今回の調査にあたり,収 集した瓦 ・レンガの胎土分析には三辻利一教授(奈 良教育大学),衛 星写真による遺蹟分布
の解析には相馬秀廣教授(奈 良女子大学),調 査図面の作成には武 田和哉氏(奈 良市教育委員会埋蔵文化財調査セン
ター)の ご支援 ・ご協力を賜わった.末 筆ながら,特 記 して謝意を表 したい.
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モ ンゴル帝国の首都 カラコルム(Qara一吼olum)は,1260年,ク ビライ(Qub皿ai)が 大元 ウルス を興す とともに,帝 国の
中心 としての地位を大都 ・上都 にゆず り,モ ンゴリアにおける中心的要塞都市 となった.1368年 にモ ンゴルが北帰 し
てか らもしば らくのあいだ,カ ラコルムはモ ンゴリアにおける中心都市であ り続けたが,次 第 に衰え,1585年,当 地
にチベ ット式仏教寺 院エルデニ=ゾ ー(Erdeni垂u)が 建立 された ときには,す でに廃墟 となっていた模様 である.
カラコルム遺蹟には,当 時 の栄華を物語 る様 々な石刻史料が現在 に至 るまで残 されている.本 稿 では,カ ラコルムに
伝存するモ ンゴル時代の石刻 史料 について,そ の調査 ・研 究史とともに,最 新の所在状況 をま とめてお く.
調 査史
カラコルムの学術調査は,1889年,ロ シア帝国科学 アカデミーの派遣 したオルホ ン探検 隊(ラ ドロフ団長)に よっ
て初めて行なわれ,そ の成果 は,『 オルホ ン探検 叢書集成』(C60p翩 κ〃叨 ∂oθ0卿 κcκoぬκcηe∂塀呶)と,1892～99年 に
かけて4分 冊で刊行 された 『モ ンゴル古代遺蹟図刪 として残 されている(A"as).前 者のうちの第1巻 には,1889年
の第1次 探検 のリーダーであったヤ ドリンツェフが行動記録 を記 してお り,そ のなかでヤ ドリンツェフは,1889年 夏
にエルデニ=ゾ ーを訪 問 した ところ,院 内各処 に漢文及 びモ ンゴル文の碑 文が放置されてお り,あ るものは寺院外門の
敷石 として,あ るものはチ ョクチ ン堂宇の礎石 として利用 されていた と記録 している(cfCleaves1952,p.9),こ のとき
に採取された拓本 を収め,1892年 に発刊 されたAdas第1分 冊には,エ ルデニ=ゾ ーの内外 から発見 された様 々な漢文
碑文やウイグル文字モンゴル語碑文の拓影が収録 された.
この ときにロシア隊 によって用意 された碑文拓影は,ク ー ロンの総理衙門を介 して清末の考証学者 ・葉昌熾の知ると
ころとな り,葉 は拓 影を手写 し,そ の概要 を葉 昌熾(撰)『 語石』(光 緒27年(1901)自 序)の なかに紹介 した(1).ま た
葉を通 じて李文 田の知るところとなり,『 語石』 に先立つ こと4年,1897年 に李文田(撰)『 和林金石録』(以 下 『和
録』 と略)が 刊行 された.『 和録』にはラ ドロフ探検 隊によって採拓 されたほぼすべての漢文碑文が著 録 されてお り,
これ,は,カ ラコルム関係碑文研究の嚆矢 となるものである.
ラ ドロフ探検隊の次にカラコルムの調査記録 を残 したのは,1908年 に橘瑞超 と野村栄三郎 によって敢行 された第二
次大谷探検隊であ り,野 村栄三郎 は,1908年8月23～26日 にエルデニ=ゾ ーに滞在 し,院 内にあった7点 の碑 文につ
いて,そ の配置を平面図で示 しつつ,若 干の情報 を記 している(野 村1937,p.463).碑 文の採拓 は,現 地人の反対によ
り実現せず,ま た,そ もそも碑石 に油(お そ らく仏教崇拝物と して信者が バ ター油 を塗 りつけたもので あろう)が 注が
れてお り,採 拓 は不可能 であった とする(野 村1937,p.462).
しかしなが ら,野 村が著 わしたエルデニニゾー内の碑文配置図 と,7点 の碑文の大 きさに関す る情報は,193ε 年以降,
大幅に移動 され,或 いは失 われたモンゴル時代 の碑石が,そ もそもどの地点 に配置されていたかを知 る上で貴重 である.
ラ ドロフが報告する碑石 の所在地名DaschynAizun(2),ZanidhlDugmな どの堂宇は,1938年 に行 なわれた大規模 な破壊 に
よってすでに現存せず,1938年 以前 のエルデニ=ゾ ー院内堂宇配置図を我 々は手 にすることがで きなかったか らである.
1908年 の第二次大谷探検隊以降,カ ラコルムで大規模 な調査が行 なわれることはしばら くなか ったが,1912年 に現
地を訪れたコ トヴィチは,ラ ドロフが報告す るウイグル文字モ ンゴル語碑 文2断 片 に接合す るとみ られ る3断 片 を新 た
に発見 し,1918年 に報告 した(KoTB附1917).コ トヴィチは発見の事実のみ を伝 えた もので,そ の後 これ ら3断 片の行
方は知 られていない.一 方,1926年 に現地調査 を行なったポッペは,さ らに新たなウイグル文字モ ンゴル語碑文2断
片を見いだ し,コ トヴィチと同 じく,こ れら2断 片が ラ ドロフの2断 片 と接合する可能性 を示 唆 した(Honne1929,pp,
1445,20-22).
これ以降,カ ラコルムでは,lg33～34年 にロシア人探検家 ブキニチが調査 を行 ない,1948～49年 にはロシア人考古
学者 キセ リョフが本格的な調査を行ない,1978年 か らモ ンゴル科学アカデ ミー歴 史研 究所が継続調査,1995年 か らは
ユネスコによる遺蹟保存調査が行 なわれてい るが,モ ンゴル時代の碑文が新たに発見 されることはないまま,1998年
の我々の調査 に至 る.
(1)本 書は中国金石学の入門書として有名で,日 本語訳(藤 原楚水訳 『支那金石書談』大東書院,1929;再 刊:『 中国石刻書道史』
名著出版,1986)も 存在する.日 本語訳書によると,葉 昌熾は元碑として以下の13点 をあげている.三 霊侯廟碑,四 世同居の立
石?,和 林兵馬劉公去思碑,三 皇廟の残碑2.以 上5碑 の碑陰にはみな題名あり,嶺 北省右丞郎中総管収糧記,漢 冢の残石,大 司
農保釐朔方記,残 石4(み な碑陰あり),勅 賜興元閣記.




カラコルム出土 モン ゴル時代 の碑文に関する研究は,上 述 の李文田(撰)『 和林金石録 』に始 まった.こ の 『和林金
石録』 は羅振玉に よる詳細 な校勘記 を伴 って1929年 に再刊 されている.こ れ以降,漢 文碑文の研 究は,漢 蒙碑文 『勅
賜興元閣碑』(1346年 建立)の 訳註 を1952年 にアメ リカのク リーヴスが発表 した(Cleaves1952)以 外,ま った くな され
てこなかった、
モ ンゴル語碑文のうちでは,上 述の漢蒙碑文r勅 賜興元閣碑』がカラコルム城建設 の歴史を物語 る もの として,欧 米
の学者 の注 目を集 めた.『 勅賜興元 閣碑』 の研 究史 ・釈読 については,ク リーヴス論文 にまとめられているので参照 さ
れたい.
所在状 況
以下,1998年 の本調査 によって把握することがで きたカラコルム出土モ ンゴル時代碑文の所在状況 をまとめてお く.
冒頭のNo.に ついては,後 継の 「カラコルム関係碑文官職名 ・人名総合索引」冒頭 の一覧表の通 し番号 に従 う.ま た,
これ らの碑文 と,Adasの 拓影 ・ 『和録」の移録 との対応関係について も,同 表 を参照せ よ.
Nos.3・5,勅 賜 興元 閣碑(At畫as,p臨XH・1,2,3)=こ れ ら3断 片 と,コ トヴィッチの報告する3断 片,ポ ッペの報告する
2断 片 を含め,勅 賜興元閣碑 を形成す る断片はすべて所在不明であった.わ ずかにポッペ報告の2断 片が,1926年 以
降,ウ ランバ ー トルに移送 されたことがわか ってい るのみ.あ るモ ンゴル 人学者によると,こ れ らの碑 文はウランバー
トルのボグ ド=ハ ー ン宮殿博物館の門前に1970年 代 まで設置 されていたというが,現 存せず,文 献 的な裏付 けもとれて
いない.し か し1997年,No.3断 片が ウランバー トルにあるモンゴル科学アカデ ミー歴史研究所の考古学研究室に所蔵
されていることがわか り,そ の釈読が トゥルバ トによって発表 された σθp6aTl997).ト ゥルバ ト論文による と,碑 石 は
上下に分断されて2断 片になっている.我 々は1998年 度の調査時 にこの碑文に初めて接 し,採 拓す るこ とがで きた.
Nos.6,7,ll,16,19,20,22,23,24,25,ゴルバ ン=ゾ ーの欄 干 ・石柱 ・壁面碑 文=エ ルデニ=ゾ ーが1585年 に建立 さ
れた とき,最 初に造 られた本殿ゴルバ ン=ゾ ー堂宇 は,建 築 に際 してモンゴル時代の石碑がその建材 として再利用 され,
以後,現 在 に至るまでいか なる破壊 ・改築 も被 らない まま伝存 している.ゴ ルバ ン=ゾ ー の欄干,石 柱,或 いは壁面 に
埋 め込まれた碑 文の多 くは,ラ ドロフに よって採拓 されているが,今 回の調査で我々は,ラ ドロフが採 拓 しえなかった
計4点 について,新 た に拓本 を採 ることに成功 した.松 田孝一担当の1998年 度行動記録,8月24日 を参照.
N鳳9,10,題 名残碑(A¢ 夏as,p靂s.XLIII・3,4)=エ ルデニ=ゾ ー東門外の両石柱 に埋め込 まれた もの.裏 面 を参照す ること
はまった く不可能である.な お,こ の門の実際の方位は東南,エ ルデニ=ゾ ーの プランか らみると正門なので,「 南 門」
と呼ぶのが正 しいが,ラ ドロフ以来の慣習 に従 い本稿 では東門 と呼ぶこととす る.
NoM4,嶺 北省右 丞郎 中総管 収粮 記 ・Nd5,和 林 兵馬劉 公去思 碑(Atlas,p璽s.XLV,XLVI):と もに院内東北の草 む
らのなかに並ん で横倒 しにされてい る.す ぐ側 に碑文の台座が放置されて お り,ほ ぞ穴の寸法が和林兵 馬劉公去思碑の
ソケ ットの寸法 と一致することから,同 碑の 台座であったと思われる.こ れらの碑文が現在地 に移動 された由について
は,1998年 度行動記録8月16日 の項を参照 されたい.嶺 北省右丞郎 中総管収粮記 については,本 報告書 の松川 ・松井
担当分 を参照.-
N〔L17,剏 建三霊 侯廟碑 仏t且as,pls。XLVII・2,3)=現 存.院 内東 門近 くに立つ.
Nα18,ペ ル シア語碑 文(At亘as,p且.XLvm)3現 存.南 門近 くに立つ.
以上のほか,N鳳8,12,13は,ラ ドロフが拓影 を掲載 しているが,現 在所在不明になっている ものであ る.
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カラコルム関係碑文所在状況
カ ラ コ ル ム 関 係 碑 文 官 職 名 ・人 名 総 合 索 引
IndexoftheTermsFoundinQara・qorumlnscriptions
松 井 太(DaiMATSUI)
Atlasや 李文田 『和林金石録』(以 下 『和録』 と略)を は じめ とす る従来の報告 により,元 代 モンゴル高原史に関係
する碑文資料は,計21件 の存在が知 られていた.そ の中には,現 在,原 碑が行方不明 となっているもの,ま た将来 さ
れた拓本 の所在 が不明のもの もある.し か しなが ら,我 々は今回の調査において,現 在 モンゴル国内の所蔵機関に保管
されている釈迦 院碑記 ・宣威軍碑,さ らにエ ルデニゾー寺院内で再利用ない し放置 されてい る碑文 を多 く再確認するこ
とがで きた.そ れ らを一覧表 に して以下 に掲 げる.表 中,No.の 項が太字で表記 されているものが,我 々が原碑 を実見
調査の うえ拓本 を将来 し得た ものである。すなわち,こ れ まで知 られていた計21件 の うち15件 と新発現の4件,合 計
19件 の碑文について,原 碑 を調査 したことになる.
本稿 においては,今 後の研究 を進めるための基礎 的作業 と して,特 に元代 カラコルム関係碑文 に登場す る官職名 ・人
名についての総合索引を提示す る.
No. 碑 題 Atlas 和録 現在地*1拓 本
1 釈迦院碑記 民族史博物館10
2 宣威軍碑 民族史博物館 ○
3 勅建興元閣碑 ・モンゴル文 XL夏.1 モンゴル科学アカデミー歴史研究所 ○
4 勅建興元閣碑 ・漢文 XLI-2 24a* 不明
5 勅建興元閣碑 ・モンゴル文 XLI-3
、
不明
6r 三皇廟残碑 XLII-i 12a G・ 西壁 ○
6v 三皇廟残碑 ・碑陰 XLII-2 13b G・ 西壁
7r 大司農保釐朔方記 XLII-3 27a G・ 南門階段北石柱表 ○
7v 大司農保釐朔方記 ・碑陰 (XLII-3) G・ 南門階段北石柱裏 ○
8v 四世同居立石 ・碑陰 XLIIM 23b 不明
8r 四世同居立石 XLIII-2 23b 不明
9 題名残碑 XLIIL3 19b E・ 東門外南石柱 ○
10 題名残碑 XLIII-4 18a E・ 東門外北石柱 ○
11v 三皇廟残碑 ・碑陰 XLIV-1 25a G・ 西壁
11r 三皇廟残碑 XLIV.2 24b G・ 西壁 ○
12 漢塚石 XLIV-3 33a 不明
13 残碑 XLIV4 不明
14r 嶺北省右丞郎中総管収粮記 XLV-1 28a E・ 東北草 中 ○
14v 嶺北省右丞郎中総管収粮記 ・碑陰 XLV-2 E・ 東北草 中 ○
15r 和林兵馬劉公去思碑 XLVI-1 14b E・ 東北草 中 ○
15v 和林兵馬劉公去思碑 ・碑陰 XLVI.2 16b E・ 東北草 中 ○
16 残碑 XLVII-1 30a G・ 北門階段北石柱表 ○
17r 剏建三霊侯廟碑 XLVII-2 21b E・ 東門内 ○
17vi剏 建三霊侯廟碑 ・碑陰 XLVII-3 22b E・ 東門内 ○
1
18iペ ルシア語碑文 XLVIII E・ 南門内 ○
19・1残 碑 XLIX-1 31a G・ 中央門階段北石柱表 ○
19v 残碑(同 上関連) (XLIX4) G・ 中央門階段北石柱裏 ○
20r 残碑 XLIX.2 31b G・ 中央門階段南石柱表 ○
20v 残碑(同 上関連) (XLIX-2) G・ 中央門階段南石柱裏 ○
21 イスンゲ紀功碑 XLIX.3 ロシア ・エ ルミタージュ博物館
22 残碑 G・ 南門階段南欄干裏 ○
23 残碑 G・ 中央門階段南欄干裏 ○
24 残碑 G・ 中央門階段北欄干裏 ○
25 残碑 G・ 北門階段南欄干裏1 ○
*「 現在地」 欄のEは エルデニ=ゾ ー内,Gは ゴルバ ン嵩ゾー内をさす 。





1)本 索引では元代カラコルムに直接 関連する漢文碑文 を対象 とする.従 って前掲一覧表 のうち,釈 迦院碑記(No.1)・
宣威軍碑(No.2)・ 勅建興元閣碑モ ンゴル文(Nos.3,5)・ ペルシア語碑文(No.18)・ イス ンゲ紀功碑(No.21)は 除外 さ
れる.ま た,No.13の 残碑 はAtlas(pl.XLIV-4)に 不鮮明な拓影が公刊 され るのみで移録不可能であ り,No.22の 残
碑 は漢字1字 が確認 され るにす ぎないので,い ずれ も除外す る.ま た,勅 建興元 閣碑 漢文(No.4)は,『 和録』所収
部分のみを対象 とし,許 有壬 『至正集』 に収録 される部分は対象 としない.
2)左 か ら順に語彙,所 出碑 文,所 出行数(A,B,Cは 段 を示す),Atlas掲 載の図版No.,『 和録』の葉数 ・行数 を示す.
なお,語 彙は人名 ・職名 ・文散官 ・武散官の順に配列する.
3)破 損 ・摩滅 のため判読で きない文字 は□ で示すが,文 脈か ら確実に推 補可能 と考 えた ものはその ま ま補い,特 に注
記 しない.た だし,碑 石の破断に よって現存 しない部分に残 っていた と考 えられる文字 は[]で 示す.
4)官 職名が官司名に後続 してい る場合,そ の双方で検索可能 なように配慮 した.例 えば 「嶺北行省左右 司郎中」 につ
いては,「 嶺北行省左右司郎 中」 「左右司郎 中」 「郎中」のいずれで も検索可能である.
5)「 耆老」 「社長」 など,厳 密 には官職 とはいえないが,当 時のカラコルムの社会構成 をうかがう上 で重要 と考 えた









6)名 称 ・呼称の一致す る三皇(=三 皇廟残碑)お よび残碑 を区別す るため,名 称 ・略称 の後の[
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嶺 北 省 右 丞 郎 中 総 管 収 糂 記Sino-Mongolianlnscriptionof1348
松 川 節 ・松 井 太
(TakashiMATSUKAWA/DaiMATSUI)
調査場所:ハ ルホリン市,エ ルデニ=ゾ ー寺院内.
調査 日時:①1996年8月26～27日;①1998年8月12～16日.
調査 者:① 松 田 ・松川 ・松井 ・オチル;② 松 田 ・村岡 ・宇野 ・松川 ・中村 ・オチル ・ダシバ トラフ ・ガルサ ンツェレ
ン.
調査 方法 ・作業 内 容:① 碑陰のみ拓 本1セ ッ トを採取.写 真撮影。②碑 陽 ・碑 陰 について,拓 本を2セ ッ ト採取。
写真撮影.
碑 文 の現 況:エ ルデニ=ゾ ー寺 院内東の草地内に,碑 陰 を上 に した状態で放置 されている.そ の隣には 「和林兵馬劉
公去思碑」 も,同 じく碑 陰を上に した状態で放置 されている.長 さ234cm,幅85cm,厚 さ27cm.下 になっている碑 陽
側は長さが10cmほ ど長 く,244cmあ る.碑 石基部 には亀趺或い は基台 に差込 むためのソケ ッ トがあ り,途 中で折れた
あとが見て取れる.現 存 するソケ ットは,長 さ 韮2cm,幅2gcm,厚 さが19cm.ま た,付 近に亀趺 ない し基台は見あた ら
なかった.
碑陰のモ ンゴル文 は,碑 石の中央,碑 頂か ら12～60cmの 部分 に行間6cmで4行 記 されている.碑 頂か ら60cm以
下,最 下部に到 るまでは全幅 にわたって漢文 が刻 されていたと思われるが,全 体に磨耗が激 しく,左 半 分 には文字の痕
跡す ら残っていない.碑 頂か ら120～180cmの 部分には,李 文田が 『和林金石録』 で指摘 するとお り,チ ベ ット文字
の仏呪o興lnlanipadmehUlpが3行 にわたって刻 されてお り,そ の下に刻 されていたはずの漢文を解読 することは,も は
や困難である.チ ベ ッ ト文字の仏呪 を刻する際,意 図 して碑面を削った可能性がある.
拓影:Atlas,pl.XLV-1,2(碑 陰の下3分 の1が 欠);松 川1997,p1,XI(碑 陰モ ンゴル文額 のみ).
拓本所 蔵機 関:立 命館大学図書館ω;モ ンゴル国科学 アカデ ミー歴史研 究所;大 阪大学文学部.
考察=Atlasに 拓影が公刊 されたことによ り,は じめてその存在が知 られる.こ の拓影か ら,碑 陽の末尾に5行 のウ
イグル字モ ンゴル文,碑 陰上部に数行のウイグル字モ ンゴル文が存在す ることがわかる.
1897年 に;李文田(撰)『 和林 金石録』が碑陽の漢文を著録.さ らに羅振玉が,Atlas所 載 の拓影 と自ら蒐集 した拓本
とによって対校 し,詳 細 な校勘記 を1929年 に完成 させ る.た だ し,羅 振玉の校勘記 でも,碑 陰の漢文 とモ ンゴル文の
存在には言及 されていない.
この間,コ トヴ ィチ(KOTEHq)と ポ ッペ(nonne)が 現地調査の際に当碑文の存在 を確認 している.コ トヴィチは 厂ゴ
ルバ ン ・ゾー堂宇 の前方 より正確 にはッ ァニ ト堂宇の近 く に建つ 漢文碑文の両面に数行のモ ンゴル文テキス ト
が認め られた」 と述べる(KoTB四1917,pp.206-208).従って,コ トヴィチの調査時点では,本 碑 はまだ立 てられた状態
であったことが判る.現 在の ように放置 されたのは1981年 のこ とである.こ れはエルデニ=ゾ ー博物館の前館 長ダワー
ドルジ氏に対するインタヴューに より判明 した.1998年 度行動記録8月16日 を参照.
参考文献:Atlas,pl.XLV;KoTB四1917;李文田 『和林金石録』;ポ ッペlg42,pp.16-17;Ligetilg72,p.27;松 川1997.
嶺 北省右丞郎 中総 管収粮 記 ・モ ンゴル文(松 川 節)
MongolianPartofSino・Mongolianhscriptionofl348(TakashiMATSUKAWA)
本碑 を実見 したコ トヴィチ とポ ッペは,そ れぞれ 「漢文碑文上のモンゴル語銘文は,充 分 良好 に保存 されているが,
その内容は,大 部分漢語 の音写であ り,た だ官職名 を示 しているだけで,漢 文で記 された内容 を意味す るにす ぎない.
モンゴル語 の部分は,ほ んの数個 の単語か らなっているだけである」(KoTB四1917,pp.206-208)「 漢文碑文.こ の碑文
中若干行は古代蒙古の書体で書かれ,漢 文 中にある諸固有名詞の音写である」(ポ ッペ1942,pp,17,32)と 説 明するの
みで,モ ンゴル文テキス トの解読 は行なわなかった.そ の後 リゲティは,Adasの 拓影 に依拠 し,ま た漢文面の内容を
も斟酌 して,碑 陽モンゴル文のテキス ト転写 を初 めて提 出 した(Ligetil972,p.27).そ の際,リ ゲティは参照文献 として
"G.Kara,Inscrlptionsino-mongoledeQara-qorumdel348.AOH25"を挙 げているから,カ ラ(G.Kara)が 本碑モ ンゴル文の
解読研究 を準備 していた と推測 される.し か し,カ ラ論文 はAOH当 該号(1972)に は発表 されてお らず,ま た管見の限
り,現 在 までいかなる形 で も公表 されていない.一 方,碑 陰モ ンゴル文について,Atlasの 拓影 はほ とん ど判読 に堪え
ない状態であった.
このような状況 にあって,我 々は1996年 度の調査において拓本(た だ し碑陰のみ)を 採取 し,こ れに基づいて松川
(1)こ の拓本は,清 朝最後の庫倫辨事大臣であった三多(サ ンドー)が 宣統2年 庚戌(1910)の 夏に採拓 させたものであることが,右
下部分の題記 「和林倉碑 庚戌夏日 三多 識」から判明する.
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Sino-Mongo且i跏Insc巾tionof1348
が初めてテキス ト転写 を提出 した(松 川1997).さ らに我々は,1998年 度の調査 において碑陽 をも採拓 できた.本 処
で提示 されるテキス トは,今 回の調査で将来 した拓本 に依拠す る.ま た,松 川(1997)が さきに提 出 した碑 陰モ ンゴル文
テキス トにも,若 干の訂正 を加 えた.
本碑モ ンゴル文の綴 り字については,語 末 の/-ng/を 表記す るために 一NKと 書 かれるべ きところで,し ば しば 一Kと し
か書かれていない点が注 目される(!02:NYK=Ni・n・g「 寧」;103:CYK=こi・n・g「 丞」;rO4:L'NGCWKニlangこu・n・g
「郎中」;rO5:NYK=ni〈n>g「 寧」;rO5:XWCWK=qo己u<n>g「和中」vOl:LYK=Li〈n>g「 嶺」;vO2:CWK=椥 〈n>g
「中」;vO3:CWK♂u・n・g「 中」).そ の多 くは漢語の音写である.本 稿では,こ れ らの用例で 一N一が表記 されてい





















嘉議大夫(で)和 寧路の総管 ムサーフィル(ら の)ノ ヤ ンのために,倉(の)和 中(の)糧 を,多 くの人々
を一一 しない
語注
rO2,UmekeiNi<n>gong=こ のUmekeiNing-ongが 『元史』巻43,順 帝本紀,至 正13年(1353)12月 己亥の条に 「寧王旭
滅該,還 大斡耳朶思」 と現 われる寧王旭滅該(mnlekei)に 同定 され るこ とは確実である.本 碑 では'WM'K'Yと 書かれ
るが,『 元史』での漢字音写か らは語頭に/h/一 を有 していたと考 えられる(e.g.HUlegh>旭 烈～旭烈兀.ウ イグル字で
は先古典期モ ンゴル語の語頭の ノh/一を表記 できない).松 川1997,pp.94-95を 参照.
rO2,noyad・ 亘a:Ligeti(1972)・ 松 川(1997)と もに1uq-aと 読んだが,彼 らがL一 とする語頭字を拓本に よって他 の語頭 の
レ と比較すると,フ ックの曲が り方が微妙 に違 う.お そ らく本処で レ のフックにみえる部分は碑石のキズであろう.
rO5,vO3と 比較 して,noyad一 ⑫ が破損 しているもの と考 えたい.
松川(1997)は 【05のnoyan-daをnoyan-dan,ま たvO3のnoyad-taをnoyan-tanと 転写 し,い ずれ も 「ノヤ ンたちが」 と
訳す.し か しなが ら,両 処 とも接 尾辞の字形 は明 らかにDソT'で ある.ま た,碑 文 によって顕彰 され る人物 に与位格語
尾が接続 して 「～に;～ のために,～ を記念 して」 の意 となる例は 「忻都 公碑」 モンゴル文の碑 額お よび第1行 に も在
証 される(Cleaves1949,p.62).本 碑 で列挙 されるノヤンたち も顕彰 の対象 となっていることは明瞭なので,問 題のnoyan
(noyad)一daも 「ノヤ ンたちのために」 と訳 し,立 碑 の 目的 を記す もの とみる[以 上,松 井].
rO5,sangα{洫 ・n・gamu=sangの 部分をLigeti(1972)は?swq,松 川(1997)はsungと 読んで不明語 としたが,今 回の拓本
で明らかにsangと 判読で きる.周 知 のように,漢 語 「倉」か らの借用語.原 義は 「倉,く ら」であるが,ウ イグル語で
は倉 に納入 されるべ き穀物現物 をも意 味 し(松 井1997,p,30&n.5),また多 くの蒙漢合璧命令文ではsangamuと 熟 し
て 「倉粮」 と対訳 される(中 村 ・松川1gg3,pp.76-77)。 本処で は,sangamu「 倉粮」が和 中(>mαqoこung,cf松 川
1997,p.92;本 稿モ ンゴル文語注vO3;漢 文語注7a)に よって集積 されたものであるこ とを特 に強調するため,具 体的な
amu「 食糧;米 」の直前 にqoこu・n・gを挿入 して 「倉の(=倉 に納入 され るべ き)和 中の糧;和 中の倉粮」 を意味する も
のか[以 上,松 井].
rO5,01anirgen・i蛹 髄:Ligeti(1972)は この部分 をolan乙6gen-iUlU直 と転写 し,ま た松川(1997)は[t]ula"NK'一YUI曲 と訂
正 した.い ずれ もAtlasの 拓影によるものであったが,今 回将来 した拓本 により,明 らか に01anirgen-inl齟 と判読 でき
た.最 後の否定辞UIU(U)に は,「 苦 しめる;飢 えさせる」 といった意味の動詞が後続 し,本 処以下全体で 「多 くの民 を










総管ムサーフ ィル(ら の)ノ ヤンたちのために,和 中(の)
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vO4amunquriyaγsa皿一utulab赴tasbayiγulba 糧 を集めたので,碑 石 を建てた.
語 注
vo1,h皿g-bui蓉ing=<chin.嶺 北 省.碑 陰 モ ン ゴ ル 文 の 内 容 が,碑 陽 漢 文 の碑 名 「嶺 北 省 右 丞 郎 中 総 管 収 粮 記 」 の 対 訳 で
あ る こ と に気 づ け ば,固 有 名 詞 の 比 定 は 容 易 で あ る.「 張 応 瑞 碑 」 モ ン ゴ ル 文(hne13)に はLing-buiding加uqing乙ung洳
蓉ing<ch血 。嶺 北 等 處 行 中 書 省 の 対 訳 例 が 在 証 さ れ る(Cleaves1950,p.112).
vO2・03,yiu・ …ingTem聖elang・ さungJanggisunggonMusa▼h・=yiuそing<chin.右丞,蓋ang一 こung<郎 中,sunggon<總 管.
い ず れ も 「忻 都 公 碑 」(lines2,32,37)に 在 証 さ れ る(Cleavesl949,pp.97,117,121).また,yiuこing<右 丞 は ト ゥ ル フ ァ ン
出 土 モ ン ゴ ル 語 命 令 文 書(Cele皿sodnom&Taube,BTTXVI,NL73,】ine4)にも在 証 さ れ る.
vO3,αoo.面ng:こ れ ま で モ ン ゴ ル 語 資 料 中 に は 在 証 さ れ て い な い が,本 碑 の 主 旨 か らみ て,漢 語 「和 中 」 の 音 写 に 間
違 い な い.同 じ語 が,105で はxwcwKqo己u・n・gと分 か ち 書 き され ず に 綴 ら れ て い る.こ の 「和 中 」 に つ い て は,漢 文
面 碑 陽 の 語 注7a(松 井 担 当)を 参 照.
vO4,b並tas;「 碑 石 」 の 意.こ の 語 は 漢 語 の 「碑 」 と古 代 ウ イ グ ル語 の 憾 「石 」 か ら な る.す で に 「忻 都 公 碑 」(line
2:Cleavesl949,p.93)に 在 証 さ れ る(1).
嶺 北省右 丞郎 中總 管牧 粮記 ・漢 文(松 井 太)
ChinesePartoft血eSino・MongolianInsc巾tionof1348(Da藍MATSUI)
本碑漢文面 に関す る拓 影や移録研究 については,す でに松川節が既発表論文(松 川1997)と 上掲箇所で まとめている
ので繰 り返 さない.松 川(1997)は 碑陽の漢文 についてAdas所 載の拓本 に依拠 しつつ 『和録』の移録に若干の変更 を加
えた.し か し,こ れは碑 陽を実見調査で きない段 階で なされた ものであ り,1998年 度の原碑調査 と採拓 の結果,い く
つかの点で訂正 を要す ることが判 明 している.た だ し,本 稿では逐一には言及 しない.
6行 目か ら12行 目の下部113ほ どは碑石の表面が摩滅 ・剥落 し,拓 本 によっても判読困難であ り,缺 字数 も明確 で
はない.こ の摩滅部については,『 和録』 も一単に 厂闕」 と注記するのみである.た だ し缺字数は,松 川(1997)が 推測 し
たよ りも,各 行あた り2～3字 ほ ど多い と思 われる.少 な くとも,6行 目末の 「我」 は,7～12行 末字 よ りも1字 高い
位置 にある.本 稿での復元は1字 あた りの寸法 と,と くに第8行 での推補 に基づ く(語 注8b参 照).
碑陰はAtlas,pl.XLV-2に 拓影が公刊 されるが,そ こか ら文字を読み とることはほとんど不可能であ り,『 和録』 も移
録 していない.ま た,原 碑 を実見 して も,碑 面の中心か ら右側に人名 ・官 名が列挙 されてい るのみであ る.本 稿では移































ωUig.bii(～bi)ta舊 は,漢 文 ・ウ イグ ル文 合璧 「重 修文 殊 寺碑 」(linc25:耿 世民 ・張 宝璽 「元 回鶻 文 「重 修 文 珠 寺碑 亅 初 釋 」 「考古 学
報』1986.2,p.260),「 亦都 護 高 昌王 世 勲碑 」(第5截,linc36)にも在 証 され る.た だ し,高 昌王 世 勲碑 の在 証例 は,従 来b廿ta蓉 あ
るい はbay憾 な どと誤読 され て い る。GcngShi㎡n釦.Ha㎡lton,L'inscdpdonouigourcdelast61eco㎜emorativedesIduqqロtdeQoこo.
距rc'cα13,pp,22,31;耿 世 民 「回鶻 文 亦 都護 高 昌 王世 勲碑 研 究 」 「考 古 学 報」1980-4,p.518;未 哈 爾=巴 拉 提 ・劉 迎 勝 「亦都 護 高 昌王



















國之忠澤民之願也哉時至正戊子秋八月朔 日記 同立石人呂仲寛 劉良甫 劉孝先 曹彦亨 □□□
句読
嶺北省右丞郎中總管牧粮記
河東古陶進士霍有孚,撰 。河東大鹵段起祖,書.和 寧路司吏李繍,篆.滕 陽陶士宜,刊.劉 沙的,監 工.石 工韓徳
都社長張仲澤 ・賈仲□ ・高彦温,助 □.
伏以.國 之和糴以從權,民 之中粮以應募.此 經濟之嘉猷,致 治之急務也.夫 欲上不蠹國下不属民者,則 惟在于委任.
得其人收受□□□□□□ロロ義□□.我 嶺北省,治 在藩垣.朔 漠不毛,例 設和中五十餘年.泊 至正丁亥,咨 准粮數一十
五萬石.於 是,監 者上相光祿大夫平章政事□□[]□ □□□□□□倒剌沙 ・中奉大夫參知政事蛮子亞相 ・承直郎左右司員
外伯加奴 ・奉政大夫左右司都事郭氏從道等,推 選資政大夫右丞帖木哥 ・□□□□□□口□□長吉 ・掾史趙氏景文 ・嘉議
大夫和寧路總管木薛飛兒等,董 正其事.秋 毫無犯,億 石之粮,月 餘而畢.可 謂神矣.矧 我數:君子者,皆 □□□□□□□
□□□,□ 不剛不柔之才,居 有為有守之地,則 其風彩閑雅,外 圓内方.望 之如霜之潔,就 之如日之春.無 虐煢獨而畏高
明,不 屈威武而□□□.[]□ □□□□□□□□不蠹國而属民,惟 奉公而愛物.使 豪強寢銅銛之形而不敢輕,姦 猾怠跳梁
之状而不敢侮.下 逮百執事之人,亦 皆有□□□□□□□□□□□□□□□□偕而價高下,龠 合無偏,毫 釐不繆.書 之臣
爲上爲徳爲下為民,詩 之憲憲令徳宜民宜人.而 不惟默契於心,則 又發揮□□□□□□□□□□□□□□□亦不吐.周 官
所謂以公滅私民其允懷,豈 不信哉吁.
和中之名不見於經,則 其創制立法自我元始.然 一代之興,必 有一代之制.昔 唐虞夏商,治 不過九州,而 有納總 ・納銓
・納桔 ・納粟 ・納米之例.周 人地廣列為□□□□□ロロロロロロロロロ漢□□國寝廣郡縣天下,而 有常平義倉之目.彼
魏晉之淆亂 ・金宋之苟簡,誠 不足法也.由 是觀之,歴 代之天下,未 有如我元之天下也.歴 代之制度,未 有如我元之制度
也.以 我元之天下論我元之制度,極 難者和中爾.和 者上之所節以謚民.中 者下之所精以報國.苟 得其人,天 雨海流而不
息,神 運鬼輸而不竭.不 得其人反是.
以今無爲之治得可用之人.當 纂之於經編之於史.以 幸萬世傳之不朽可也.愚 因北京道粮客裨舍等,允 志于國之忠澤民
之願也哉.
時至正戊子秋八月朔日,記.同 立石人呂仲寛 ・劉良甫 ・劉孝先 ・曹彦亨 ・□□□.
訓読
嶺北省右丞郎中總管收粮記
河東古陶進士霍有孚,撰.河 東大鹵段起祖,書.和 寧路司吏李褫瞰,篆.滕 陽陶士宜,刊.劉 沙的,監 工.石 工,韓
徳.都 社長張仲澤 ・賈仲□ ・高彦温 ・助□.
伏 して以えらく.國 の和糴は以て權に從い,民 の中糧は以て募に應ず.此 れ,經 濟の嘉猷にして致治の急務なり.夫
れ,上 は國を蠹(そ こ)な わず下は民を属(し いた)げ ざらんと欲すれば,則 ち惟だ委任するに其の人を得るに在 り.
收受□□□□□□□□義□□.
我が嶺北省,治 は藩垣に在り.朔 漠は不毛なれば,例 として和中を設 くること五十餘年.至 正丁亥に泊び,咨 して粮
數一十五萬石を准さる.是 に於いて,監 たる者,上 相光祿大夫平章政事[コロ,□ □□□□□□□倒剌沙 ・中奉大夫參知
政事蛮子亞相 ・承直郎左右司員外伯加奴 ・奉政大夫左右司都事郭氏從道等,資 政大夫右丞帖木哥 ・[朝 列大夫左右司郎
中]長 吉 ・掾史趙氏景文 ・嘉議大夫和寧路總管木薛飛兒等を推選 し,其 の事を董正せしむ.秋 毫も犯す無 く,億 石の粮,
月餘にして畢る.神 と謂う可し.矧 んや我が數君子は,皆 な□□□□□□□□□□.不 剛不柔の才を□ し,有 為有守の
地に居る.則 ち其の風彩は閑雅にして,外 圓内方たり.之 を望めば霜の潔 きが如 く,之 に就けば日の春の如し.煢 獨を
虐げて高明を畏るること無 く,威 武に屈して□□を□せず.□ □□□□□□□□□國を蠹ない民を属げず,惟 だに公 を
奉じて物を愛(あ われ)む のみ.豪 強をして鈕鑄の形を寢めしめて敢えて輕んぜ しあず,姦 猾 をして跳梁の状を怠らし
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めて敢えて侮 どらしめず.下 は百執事之人に逮ぶも亦た皆な有□□□□□□□□□□□□□□[コロ偕.而 して價の高下
は,龠 合も偏る無く,毫 釐 も繆 らず.書 の 「臣は上の爲にするには徳の爲 にし,下 の爲にするには民の為にす」,詩 の
「憲憲たる令徳 あり,民 に宜 しく人に宜 し」なり.而 して惟だに默 して心 に契するのみならず,則 ち又,發 揮□□□□
□□□□□□□□□□□,亦 た吐せず.周 官の所謂 「公を以て私を滅すれば,民,其 れ允懐せん」は,豈 に信ぜざらん
や.
和中の名は經に見えざれば,則 ち其の制を創 り法を立つるは我が元より始まる.然 して一代の興 るや,必 ずや一代の
制あり.昔 の唐虞夏商,治 は九州に過 ぎず,而 れども納總 ・納銓 ・納桔 ・納粟 ・納米の例あり.周 人,地 は廣 く列 して
為□□□□□□□□□□□□□□.漢 は□國を□ して寝いに郡縣を天下に廣め,而 して常平 ・義倉の目あり.彼 魏晉の
淆亂 ・金宋の苟簡,誠 に法とするに足 らざるなり.是 に由り之を觀れば,歴 代の天下は,未 だ我が元の天下に如くもの
有らず.歴 代の制度は,未 だ我が元の制度に如 くもの有らず.我 が元の天下を以て我が元の制度を論ず るに,極 めて難
き者は,和 中のみ.和 とは,上 の節して以て民を試(い ざな)う 所 なり.中 とは,下 の精 して以て國に報ずる所なり.
苟 しくも其の人を得れば,天 雨海流して息まず,神 運鬼輸 して竭きず.其 の人を得ざれば是に反す.
今,無 爲の治,用 うべきの人を得たるを以て,當 に之を經 に纂 し,之 を史に編ずべし.以 て萬世 の之を不朽に傳えん
ことを幸(こ いねが)う も可なり.愚 か しくも,北 京道の粮客裨舎等に因 り,允(ま こと)に 國の忠に志 し,民 の願を
澤(う るお)す かな.
時,至 正戊子秋八月朔日,記 す.同 立石人呂仲寛 ・劉良甫 ・劉孝先 ・曹彦亨 ・□[コロ
語注
4,和 寧路司吏=『 和録』は 「吏」を誤脱.
6b,收 受□:『 和録」は缺字 を 「恒」 とするが,拓 本では 「拯」 あるいは 「極」の ようにみえる.
6c,義 □□我=「 義」は確実.次 の最初の缺字は 「興」,そ の次 は 「厥」の ようにみえるが,断 定で きない.
7a,和 中=こ の語がqo乙ung-qoo一 己ungと 音写 されてモ ンゴル語 にも借用 された点 については,松 川1997,p.92お よ
び前掲モンゴル文語注rO5,vO3を 参照.本 碑文冒頭に 「國之和糴 以從權,民 之中粮以應募」 とみえることか らも,こ の
「和中」が和糴 ・中粮 の合成語であることはまず確実である.
元の和糴 ・中糧について,『 元史』巻96,食 貨志4・ 市糴 の条は以下の ように伝 える.
市糴糧之法.世 祖 中統二年始以鈔一千二百錠,於 上都 ・北京 ・西京等處糴三萬石.四 年,以 解 鹽引一萬五千道,和
中陝西軍糧.・ … 至元二十 四年,「官發鹽引,聽 民 中糧.延 祐三年中糴和林糧二十三萬 石.五 年 ・六年,又 各和 中二
十萬石.
この記事 には中統4年(1263)に 陝西 の軍糧 を 「和 中」 したことがみえるが,こ れを和中の制度的成立 とすると,本 碑
(至正8年(1348)立 石)の 「例 と して和中 を設 くるこ と五十餘年」 とい う記述 とあま りに乖離する.こ の中統4年 の記
事は,軍 糧調達が後に 「和中」 と呼ばれ るよ うな形態で行なわれたことを示す ものであろ う.む しろ筆 者は,官=政 府
か ら塩引を発行 して民 間か らの 「中糧」 を許可 した至元24年(1287)に,和 中の制度が確立 した とみな したい.
さて,上 引 『元史』食貨志 において,中 統4年 の 「和中」 と至元24年 の 「中糧」 とは,い ずれ も塩引の発行 と関連
して行なわれたことが うかがえる.さ らに 『元史」巻140,鉄 木児塔識(Tem血 一Ta蓉)伝は,順 帝時代つ ま り本碑 と同時代
のカラコルムへ の軍糧送達 について 「嶺北地寒,不 任穡事,歳 募 富民和糴 爲邊餉,民 雖稍利,而 費官鹽爲多.鐵 木兒塔
識乃請別輸京倉 米百萬斛,儲 于和林 以爲備」 と伝 えてお り,や は り和糴に よる軍糧送達の代価 が 「官鹽 」によって支払
われていたことが判明す る.松 川(1997,p.92)が 引用 した 『吏学指南』では,和 中について 「謂以物斛投糶於官」 つま
り官の和糴 に応 えて穀物 を出糶す ると説明す るのみであるが,上 引の史料 を勘案すれ ば,民 間か ら辺境 の軍糧 を送納 さ幽
せ,塩 引 を発行 してその穀 物の代価 にあてる制度 とみなす ことがで きる(且、 「中」 は広 く官 需政府 と人民 との取引を意
味するが,宋 代では特 に 「折」 「博」 などと同様に,物 々交換的な売買取引 を意味す る.
この和中 と同様の制度はすで に宋代 にも見 られ,「 沿辺入 中」 と呼ばれる(日 野1983).と ころが,本 碑第13～19
行には和中が元 代独特の もので あることが記 される.和 中制度の詳細や,宋 代の入 中さらには明の開中 法 との相違点な
どは,今 後解 明すべ き課題 としたい.
7b,倒 剌沙:(<mo.Daul蓉 一a)<pers.Daulat一 蓉ah,「倒」はこれ まで移録 されていないが,我 々の拓本で は,相 当に摩滅
している ものの 「にんべん」 と 「りっ とう」が判読 できた.
8a,帖 木哥:<mo.TemUge,碑 陰モンゴル文2行 目も参照.今 回採取 した拓本に より,「 哥」の上の 「可」の部分が
確認で きた.
8b,□ □□□□□□□□長吉:こ れまで移録 されてい ない 「長」 は,Adasの 拓影か らも残画が うかがえ,我 々の拓
本からも確実に判読で きた.長 吉はモンゴル人名janggiの 漢字音写.碑 陽モンゴル文第2行 に 乙euledaivulingbuisoo一
(1)陳 高華(1983,p.75)が この 制 度 を和 中 で は な く入 中 と呼 ぶ の は,お そ ら く宋 代 の 沿辺 入 中 を念 頭 に置 い た もの で あ ろ う.
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yiu-si-yinlang乙ungjanggi「 朝列大夫(で)左 右司の郎 中ジャンギ」 とあるか ら,缺 落部 には 「朝列大夫左右司郎中」の
9字 が復元で きる.
9,木 薛飛兒=<mo,Musavh<pers.Mus巨fh・.人 名Mus詛rの 漢字音写 としては,木 薛飛 ・木薛肥 ・木薛非 ・牧薛飛 ・穆
薛飛 ・木撒飛などの例が ある,
10,望 之如霜之潔就 之如 日之春:『 史記』堯本紀 「就 之如 日,望 之如雲」.帝 堯に人が心服す るのは草木が太陽によ
りそうが如 くで あ り,ま た堯の徳化が雲の ご とく広大で人民 にい きわたる さま.た だ し,本 碑 の 「霜」 の刻字 は明瞭で
ある.「 霜」は清廉 ・冷厳のたとえ.
11a,愛 物:孟 子 ・盡 心章句上 「君子の,物 におけるは,こ れを愛(あ われ)む も仁(い つ く)し まず.民 における
は,こ れを仁 し しむ も親 しまず,親(み うち)を 親 しみて民 を仁 しみ,民 を仁 しみて物 を愛れむ」 【君 子之於物也,愛
之而弗仁.於 民 也,仁 之而弗親.親 親而仁民,仁 民而愛物 】.親(肉 親)と 民(一 般民衆)と 物(人 間以外の生物)と
に対する態度には,そ れぞれに 「厚 くすべ き もの,薄 くすべ きもの」の相 違があるべ きだ,と して処世 の実践 の段階を
説 く文脈.
11b,銀 銛=齟 齬 に同 じ.く いちがう意.
11c,百 執事之人=多 くの官吏.
11d,皆 有□□□□ □□□□□□□□ □□[コ偕而:「 有」の次 の残画 は 「誠」の よ うにみえる.『 和 録』は 「偕」 を
移録 しないが,我 々の拓本か ら補 える.
12a,龠 合:龠 は勺 に同 じ.わ ずかの量.
12b,書 之臣為上為 徳為下為民:尚 書 ・咸有 一徳 「官に任ずるは惟れ賢材,左 右は惟れ其の人,臣 は上 の為 にするに
は徳の為 にし,下 の為 にするには民の為にす.其 れ難(か た)ん じ其れ慎 み,惟 れ和(や わ ら)ぎ 惟 れ一 なれ」 【任官
惟賢材,左 右惟 其人,臣 為上為徳,為 下為民,其 難其慎,惟 和惟一1.「 臣為上為徳為下為民」は,臣 た るものが,上
は君 に対 し,下 は民に対 し尽 くすべ き道 をい う.君 のためにはその徳を補 いたすけて,徒 にその意にお もねることをせ
ず,人 民のためにはその利 とす るところに従 い,徒 に自分 の意によってこれに臨まないこと.
12c,詩 之憲憲令徳宜民宜人=詩 経 ・大雅 ・生民 「假樂 の君子,顯 顯たる令徳あ り,民 に宜 しく人に宜 し,禄 を天 に
受 く,保 佑 して之に命ず,天 よ り之を申(か さ)ぬ べ し」 【假樂君子,顯 顯令徳.宜 民宜人,受 禄于 天.保 佑命之,自
天申之】.「 宜民宜 人」は民 を安んずるに宜 しく,人 を官にするに宜 しいこと.本 碑で 「憲憲令徳」 とい うのは,礼 記 ・
中庸 厂詩 日 『嘉 樂君子,憲 憲令徳.宜 民宜 人,受 禄于天.保 佑命之,自 天 申之』.故 大徳者必受命」で の引用に基づい
たため.
12d,發 揮:「 揮」 は不明瞭 なが ら,旁 の 「軍」 が確 認で きる.
13,周 官所謂以公減 私民其允懐:尚 書 ・周官 「王 曰 く 『鳴呼,凡 そ我が有官の君子,乃(な ん じ)の 司 る攸 を欽み,
乃の出令 を慎 め.令 出でて惟 れ行われ,惟 れ反せず.公 を以て私 を滅す れば,民,其 れ允懷 せん』 と」 【王日.鳴 呼,
凡我有官君子,欽 乃攸司,慎 乃出令.令 出惟行,弗 惟反。以公滅私民其允懷】.允 懐 は信服すること.
14a,納 總 ・納銓 ・納桔 ・納粟 ・納米之例=尚 書 ・禹貢 「五百里 は甸服 な り.百 里の賦 は總 を納れ,二 百里 は銓 を納
れ,三 百里は積 を納 れて服 し,四 百里 は粟,五 百里 は米」 【五百里甸服:百 里賦納總,二 百里納銓,三 百里納桔服,四
百里粟,五 百里 米】.總 は禾 の全体 をさし,納 總は麥 ・黍 などの根か ら末 までをすっか り上納す ること.銓 は草刈鎌 の
ことで,納 銓 は二百里以内の ものが禾 を半分 に切って納め ることをい う.桔 は半藁の皮 を取 り除いた もの.「 服 し」 と
あるのは,二 百里 ・三百里の ものは王城に近 いか ら雇役に出るべ きであるため.
14b:実 際には碑文の下端 まで,松 川(1997)が 移録する以上に多 くの缺字がある.「 漢」は不明瞭であるが,「 さん
ずい」 と旁下部の 「大」が見え,ま た15行 目の文脈か ら補 った.お そ らく行末字は 「郡」であ り,漢 が郡国制か ら郡
県制へ と移行 した ことを述べ てい ると推測 される.
15a,苟 簡=苟 且簡略.か りそめで,お お らかなこと.
15b,未 有如我=「 如我」は我々の拓本ではほとん ど見えない.
21a,北 京道粮客裨舎=『 和録』は 「北京道粮口裨□」 とす るのみ.松 川(1997)は 最初の缺字 を 「客」 と補い,こ れ
は拓本か らも確 認で きる.た だ し 「舎」は不 明瞭.「 裨」は 「陣」つ まり 「ひめが き;城 堡」に通 じるか ら,「 裨舍」
で 「城(内 の)家 屋」 を意味す るのか もしれ ない.た だ し,管 見の限 り,「 裨舍」 とい う語 は典拠 を見 出せ なかった.
「軒 ならび,隣 家,お よびその人」 を意味する 「比舎」の音通 とも考 えられる.
21b:Atlasの 拓影 では行末の 「志」の次に字があるように も見える.こ れを 『和録』は 「于」 と移録す るが,我 々の
拓本では摩滅 して全 く判読で きず,句 作 りの上で も疑問が残 るので,採 用 しない.
現代 日本語訳
嶺北省右丞郎 中總管收粮記
河東古 陶進士霍有孚,撰.河 東大鹵段起祖,書.和 寧路司吏李褫獄,篆.滕 陽陶士宜,刊.劉 シャーディー(§adi),監
工.石 工韓徳.都 社長張仲澤 ・賈仲□ ・高彦温 ・助□.
伏 して思 うに.國 が行 なう和糴は権力 に從い,民 が行 なう中粮は応募 するものである.こ れは,国 を治 め民 を救 うた
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めのよいはかりごとであり,ま た致治の急務である.上 は国をそこなうことなく,下 には民をしいたげないように欲す
るならば,則 ちただ委任にある.そ の適任者を得れば,收 受は□□□□□□□□義□□.
我が嶺北省の治所は国を守る辺境にあ り,北 方の沙漠は農耕に向かないので,和 中の制度を設けて五十年あまりにな
る.至 正丁亥(七 年=西 暦1347年)咨 して糧食一十五萬石(を 和中すること)を 承認された.そ こで,監 たる者,宰
相である光祿大夫 ・平章政事の□□,□ □□□[コロロロのダウラ ト=シャー,中 奉大夫 ・參知政事のマンジ亜相,承 直
郎 ・左右司員外の伯加奴,奉 政大夫 ・左右司都事の郭從道らが,資 政大夫 ・右丞テムゲ,朝 列大夫 ・左右司郎中ジャン
ギ,掾 史の趙景文,嘉 議大夫 ・和寧路総管のムサーフィルらを推選し,和 中の実務をとりしきらせた.鳥 獣の細毛のご
とくきわめて微細な量 も失陥することなく,億 石の糧食は,一 月あまりですべて集積 された.こ れはまさに神技という
べきではないか.い わんや我が数君子は,皆 な□□□□□□□□□□.不 剛不柔の才を□ し,職 務と守るべき所のある
:地に居るので,そ の人品は静かで しとやかであるが,心 の内にはしっかりとした定見を備えている.そ の威光は霜の如
く清廉高潔であ り,人 民が彼らに心服するさまは暖かい太陽を頼るが如 くである.孤 独で頼るところのない者を虐げて
高貴の者を畏れ ること無く,猛 々しく勇ましい者に屈して□□を□しない.□ □□□□□□□□□國をそこない民をし
いたげず,た だ公事に尽力し,万 物を愛するのみである.勢 力を誇る者を して逆 らう態度をやめさせて軽視されること
なく,狡 猾な者 をして好き勝手に振る舞わせずしてお上を軽侮させることなかった.下 には多くの官吏におよんでもま
た皆な有□□□□□□□□□□口□□□□□偕,(和 中によって送られた糧食の)価 格は,わ ずかも偏ることなく,い
ささかの誤 りもない.書 経に 「臣は上の爲にするには徳の爲にし,下 の爲 にするには民の為にす」といい,ま た詩経に
「憲憲たる令徳あ り,民 に宜 しく人に宜 し」 というものである.た だ語らずとも心が自然 と一致するというだけならず,
則ち又,發 揮□□□□□□□□□□□□□□口,亦 た吐せず.(尚 書の)周 官に 「公を以て私を滅すれば,民,其 れ允
懷せん」というのは,ど うして信ずべきでないだろうか.
和中の名は経書に見 えず,そ の制度を創 り法制を立てたのは我が元朝より始まる.然 して一代の王朝が興起すれば,
必ずやその王朝一代の制度がある.昔 の堯舜や夏 ・商(殷)の 時代には,そ の統治が及んだのは九州に過ぎないが,そ
れでも納總 ・納銓 ・納桔 ・納粟 ・納米の制度があった.周 人,地 は廣 く列 して為□□〔コロロロロロロロ[コロロロ.漢 は
郡國制を□して しだいに郡県制を天下に広め,常 平 ・義倉のような制度があった.魏 ・晉は時勢が混乱 しており,ま た
金 ・宋では制度がかりそめで簡単であり,法 制として整っていたとするには足 りない.以 上を通覧すれば,歴 代の天下
は,未 だ我が元朝の天下にしくものはなく,歴 代の制度は,未 だ我が元の制度にしくものはない.我 が元の天下を以て
我が元の制度を論ずるに,極 めて難しいのは,和 中である.和 とは,上 の節して以て民をいざなう所である.中 とは,
下の精して以て国に報ずる所である.も しこの和中の任務に人品ともに適 した者を得れば,天 から雨ふ り海が流れるの
がやまないように,鬼 神が運輸 して竭きない ように糧食は集積 される.適 任者を得ることができなければそうはならな
い.今,無 爲の治が適任者を得たことにより,こ れを経史に記録して,そ れにより万世の人々がこの事実を相伝えて不
朽ならしめるのを希望 してもよいであろう.
わた くしは,北 京道の粮客裨舎等に因り,ま ことに国に対する忠節を志 し,民 の願いをうるおすものである.
時,至 正戊子(八 年)秋 八月朔日(西 暦1348年8月25日)に 記す.同 立石人は呂仲寛 ・劉良甫 ・劉孝先 ・曹彦亨 ・
□ロロらである.
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釈 迦 院 遺 蹟SiteofSaky翁 ・Temple
宇野伸 浩(NobuhimUNO)
調査 場所:フ ブスグル=ア イマ ク,ア ルボラク=ソ ムに位置す る.ム ルン市か ら約54㎞,車 で117分.北 緯49度38
分,東 経99度39分(遺 蹟南辺の石柱 で計測).デ ルゲルニム レンの北岸に位置 し,遺 蹟か ら河 まで約1100m.
調 査 日時:1998年8月6日 ～7B.
調 査者=松 田,村 岡,宇 野,松 川,中 村,オ チル,ダ シバ トラフ,ガ ルサ ンッェレン.
調 査方 法 ・作 業 内容:遺 蹟全体の写真撮影 を松 川が行い,村 岡 ・中村 ・宇野の 日本班,ダ シバ トラフ ・ガルサ ンツェ
レンのモンゴル班が,分 担 して各マ ウンドご との調査 を行った.日 本班は,マ ウンドごとの写真撮影 を宇野,瓦 ・レン
ガ採集を村岡 ・中村 ・宇野の全員,ス ケッチを村岡,デ ジタルロメジャー計測 を中村 ・村 岡が担当 した.モ ンゴル班 は,
マウン ドごとの写真撮影 とスケッチをダシバ トラフ,デ ジタ ル壽メジャー計測 をガルサ ンッェレンが担当 した.通 訳の
バ トジャルガルがモ ンゴル班 の補佐役 として瓦 ・.レンガを収集.日 本班が調査 したマ ウン ドは6ヵ 所,モ ンゴル班が7
ヵ所,合 計13の マ ウンドを調査 した.
マウン ドごとの作業内容 としては,マ ウン ドの写真撮影 とスケッチ,デ ジタル=メ ジャーに よるマ ウンドAの1955年
石柱か らの距離 の計測,磁 石に よりマ ウン ドAの 石碑 か らの方角の計測,巻 き尺によ りマ ウン ド上の礎 石等の計測およ
びそのポラロイ ド写真 の撮影,瓦 ・レンガの採集 を行った.
遺 蹟の現 況=リ ンチェンの論文 に載っている平面図(Rin6enl959,p.135)に 記 されたような一辺100m以 上 とい う四
角形 の城壁 は,残 念なが ら現在見いだすこ とができない.デ ルゲル=ム レ ンに平行 して,遺 蹟の南辺 にあた ると思われ
る土塁があ り,そ の一角 に城門の跡が残 っている.1955年 に石碑 「釈迦院碑記」をウランバー トルに運んだ後,石 碑
を1955年 にウランバー トルに運 んだことを記 した石柱(高 さ105.5× 幅34.5× 厚 さ18.Ocm)が,城 門西側 の土塁の上
に建 てられた.そ の場所が 「釈迦 院碑記」が 立っていた場所である可能性 が高い と思 われる.遺 蹟の南 辺の土塁は,西
に行 くにつれて 自然堤防のように見 え,ど こ までが遺蹟の土塁 なのかはっ きりしない.ま た,遺 蹟の東 方 ・北方 ・西方
には,は っき りした土塁 を見いだす ことは難 しかった.
城 門跡のマ ウン ド(マ ウン ドA)を 含 めて,合 計13の マ ウン ドを確認 したが,そ の中で最 も重要 なマ ウン ドは,マ
ウンドAの 石柱 から西北へ126mの 距離 にあるマウン ドBで ある.マ ウン ドBは,直 径26.4～28.Om,高 さ約1.5mの 円
形状 の本体 に,直 径95～105mの 円形状の張 り出 しが西南方向に突出 した形 をしている.ま たマ ウン ドBの 西北 には,
やや小型の直径95～12.4m,高 さ0.4mの マ ウン ドがある.ま た西南方向の張 り出 し部の さらに西南85mの 距離に も,
直径10.6～119m,高 さ約0.2mの 小型のマウン ドがある.
マウン ドBの 上 に礎 石が7個,マ ウン ドBの 東南に礎石が1個 ある.マ ウ ンド上 の礎 石の中で最 大 のものは,マ ウン
ドか ら東南側の斜面 にある柱礎 であ り,96.0×93.5× 高 さ2LOcm,そ の上部には直径64.Ocm,高 さ4.5cmの 凸部がある.
この柱礎 は現在2つ に割れている.マ ウン ドBの 縁辺部 には,や や小型の直方体の礎石が ぐる りと円形 状 に6個 並んで
いる.小 さい ものが37.0×31.Ocm,大 きいものでは78.5×55.Ocm,縦 横50cm前 後の ものが多い.土 か らほとん ど出てい
ないため高 さは計測で きなかった.マ ウン ドの東南には,マ ウンド上 の上記 の大 きな柱礎 か ら測 って14.3mの 距離に,
102.0×72ρ ×高 さ145cmの 柱礎があ り,こ の上部 には直径46.5cm,深 さ最大19.Ocmの 円柱形の穴があいてお り,穴 の
底はす り鉢状になっている.
マウン ドBの 東側に位置するマウン ドCは,マ ウン ドA・Bに 次いで注 目されるマウン ドであ り,こ こか らは多 くの
瓦 ・レンガが見つか った.
遺 蹟 の景 観=行 動記録1998年8月5日 参照.
遺 蹟 の図面=Rin乙enl959,p.135.今 回の調査データに より作成 した図面(部 分)をP且ate17と して掲載する.
考察:釈 迦院遺蹟の中で礎石が最 も数多 く残っているマウン ドは,マ ウン ドBで ある.リ ンチ ェンは,こ のマウン ド
Bを 宮殿跡 と考え,マ ウン ドB上 の大 きな柱礎 を宮殿の柱の礎石 と した(R㎞6enl959,丘g.5).そ の理 由の一つは,「 釈
迦院碑記」 に 「モ ンケ=カ ン」の名が出 て くることか ら,こ の遺蹟はモンケ=カ ンの宮殿跡であ り,ル ブルク修 道士が訪
れたモンケ=カ ンの宮殿 こそ,ま さにこの遺蹟であると推測 したことに よる.リ ンチェ ンは次の ように述べ ている.厂 こ
の銘文(「 釈迦院碑記」 とい う碑額)は,か つて皇帝の宮廷の近 くに仏教の僧 院(Sakyaの 院)が あったことを我々に
証明 してお り,か つてギ ヨーム置ド=ル ブルク師がモンケニカンの宮廷を訪れたまさにその場所で ある と推測す ることが
できる.ル ブルク師は 『皇帝の宮廷か らカラコルムまで10日 行程である』 と述べているが,土 地の人々は 『石碑がそ
の地域内にあるAru-Bulaγ ソムか ら,カ ラコルムの廃墟に建 っている寺院Erdenijuuま で も,や は りiOB行 程だ』 と言 っ
ている.お そ ら く,考 古学的 な調査 は,ル ブル ク師が描写 したキリス ト教 の教会があった場所 を,我 々が発見すること
を可能にするだろ う」(R玉n己en1959,p.136).し か し,そ の後の研究の進展 により,こ の推測がまった く誤 りであった こ
とが明 らかになった.ル ブルク修道士が訪れたモ ンケ=カ ンの冬営地の宮殿が オンギ河流域 にあったことは,J.A.Boyle
(1974)な どの研究によ り現在 間違いない こととされている.今 回調査 したシャーザ ン=ホ トは,そ の宮殿跡で ある可能




では,こ のマウン ドBは 何 の跡であった可能性が考 えられ るであろうか.本 報告書の 「釈迦院碑 記」漢文部分訳注の
「は じめに」に述べた ように,デ ルゲル=ム レンの流域 は,モ ンゴル帝国 ・元朝の時代にオイラ ト族の住地の一部であっ
た地域であ り,こ の釈迦院遺蹟 にはオイラ ト族の尉馬 と公主が居住 してお り,厂 釈迦院碑記」が8月6日(旧 暦6月25
日)'に 建 てられていることか らして,こ の釈 迦院遺蹟 は夏営地であった と考 えられ る.こ め遺蹟 に,夏 のあいだ公主や
騎馬が居住する何 らかの固定家屋があった可能 性 も考 えられるが,モ ンゴル人の好みか らして夏 の間 はむ しろ天幕 に居
住 していた可能性 も否定で きない.現 在の ところこの遺蹟あったことが確 実 な建造物は,碑 文の漢文部 分に述べ られて
いるパル ス=ト ゲが建 てたという寺院であ り,マ ウン ドBが 寺院跡であっ た可能性 をまず考 えるべ きであろ う.な お,
リンチ ェンは図上で も本文で も寺院の位置 を明記 しておらず,ま た リンチェンが寺院の柱の礎 石 と見 なした礎石(Riuこen
lg59,∬g.3,4)を 今回の調査では見つけられなか ったため,リ ンチェンが どこを寺 院跡 と考 えたかは不明である.
参考 文献:HaMHaH以opx1956;Rinこen1959,pp.130-142;胡・白 985,pp.13-16;陳 得芝1983,pp.251-260;Boyle1974,
pp.145-151.
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釈 迦 院 碑 記InscriptioninHonorofM6ngkeQaγan
宇 野伸 浩 ・松川 節 ・中村 淳
(NobuhlroUNO/TakashiMATSUKAWA/JunNAKAMURA)
調査場 所:ウ ランバー トル市内,民 族史博物館(YH几3CH岨WYXH齟MY3e竕.
調査 日時=1998年7月26～27日.
調査者:松 田 ・村岡 ・宇野 ・松川 ・中村 ・オチル ・ダシバ トラフ ・ガルサ ンツェレン.
調 査方 法 ・作 業 内 容=松 川 ・中村が写真撮影.松 川が ビデ オ撮影.宇 野がポラロイ ド写真 を撮影後,中 村 とともに
巻 き尺で計測.先 行研究によるテキス トと詳 細に照合する.拓 本の1枚 目は,碑 文の文字部分に塗 り込 め られていた歯
磨 き粉 に拓本用紙が貼 り付いたために破 損が激 しい.1枚 目の失敗分 も含めて合計3セ ット採取.
碑 文 の現況:1955年 にデルゲル=ム レン河岸の釈迦院遺蹟か らウランバー トルに運ばれ,現 在 は,民 族史博物 館3
階のモンゴル時代 の部屋 にケースな しで展示 されてい る.亀 趺はな し。
形状は,高 さ1455× 幅78× 厚 さ105～17cm.下 か ら120cm(左),124cm7(右)までは直線でカ ットされてお
り,そ の部分 には面取 りが左 の表側 ・裏側,右 の表側 ・裏側,計4カ 所 にあ る.そ の上部 は,曲 線状 をなすがでこぼ こ
に欠けている.厚 さは,下 部では16～17cm,上 部へ行 くにつれて薄 くな り,高 さlIOcmあ た りでは厚 さ105cm.石 碑
の欠損 ・表面の剥離 は右上,左 上,左 下の3カ 所.向 かって右の裏側の面取 りの部分が割れて ヒビが入ってい る.
文字の種類 は,漢 字 とウイグル式モ ンゴル文字.碑 陽は,モ ンゴル文が左か ら3行,漢 文が右か ら12行,碑 額が漢
字5字(た だ し 「碑」の字はわずかな残画のみ).碑 陰は文字 なし.文 字 のサイズは,本 文の漢字が ヨコ約2cm,タ テ
約2～25cm.碑 額の漢字が,「 迦」 を例 とすれば,ヨ コ11cm,タ テ95cm.
石碑 の欠損 ・表面 の剥離 のため,次 の3ヵ 所の文字 が読めない.(1)右 上:漢 文の1～3行 目の上端 の文字 と碑額の
「釈」の 「尺」 の部分.(2佐 下 ニモ ンゴル文 中央行の下端 の文字.(3)左 上1碑 額の 「記」の 「言」の部分 と 「碑」の文
字の大部分.
碑陽の右端 と左端 にタテに幅35cmの 帯状 の模様 がある.帯 状模様の長 さは,右 端の帯が,帯 の外側の線で見る と下
か ら高さ615cmま で,帯 の内側の線で見る と高 さ79.Ocmま で,左 端の帯が,帯 の外側 の線で見る と下か ら高 さ90.l
cmま で,帯 の内側 の線で見ると高 さ93.2cmま で.
碑 文の写真 ・図面=HaMHaH八opxl956,p.14;Zhagvarall956,p.10g;Rin6enl959,p.131;胡1985,p.12.本報告書 では拓
影を公刊で きないので,碑 石 の調査データをHate17と して掲載する.
拓本 所蔵機 関=モ ンゴル国科学アカデ ミー歴史研究所;大 阪大学文学部.
考 察:本 報告書に,こ の釈迦院碑記の漢文部分の訳注,モ ンゴル文部分の訳注が掲載 され ている.殀 究史については,
そちらを参照 していただきたい.
この碑文で興味深い点は,扱 いの異 なる2人 の公主が登場 す るこ とである.碑 文 を立てた鮒馬 「八立托」 とその妻公
主 「一悉基(臺)」 の名前は,2行 目と12行 目に出て くるが,名 前3字 は謙遜 して他 の字 よ り小 さい文字で刻まれ,
3字 が2字 分の スペースに収 められてい る.そ れに対 して,8行 目冒頭に 出て くる 「在堂公主」 は,改 行平出 されてい
る.こ の碑 文で 改行平出 されてる語 は7ヵ 所 あ り,い ずれ も仏教用語,大 カンに関係する語 など何 らか の意味で聖なる
語が改行平出 されている.従 って,こ の 「在 堂公主」 も敬意 を払 うべ き対 象 として扱われていることが わか る.こ の よ
うに,こ の碑文 において2つ の 「公主」の扱 いが全 く異 なるので,こ の2つ の 「公主」が別人 を指す ことは間違いない.
なお,厂 在堂公主」 の 「在堂」 とは,生 存する親 に対 して用 いられる表現である.
従来の研 究では,張 ・Hurvitzが,「 在堂公主」を 「公主一悉基(臺)」 の母親 と解釈 した(Poppe1961,p.22,n.20).
しか し,公 主 とは必ずチ ンギス ・カン家 出身の娘であるか ら,そ の母親はチ ンギス=カ ン家 に嫁いで きた女 性である.
チンギス=カ ン家 に嫁 いで きた女性が 「公主」 と呼ばれ るこ とはあ り得な い.従 っ て,r在 堂公 主」が 「公主 一悉基
(臺)」 の母親である可能性 はない.残 る可能性 として考え られ るのは,「 在堂公主」が 「鮒馬八立托(BarsT6ge)」 の
母親である場合である.パ ルス=ト ゲの母親 とは,チ ンギス雷カンの次女チチェゲ ン(d乙egen)で あ り,事 実 「公主」 と
してパル ス=ト ゲの父 トレルチに嫁いだ女性である.モ ンケに とっては母 方の叔母にあた り,皇 帝モ ンケ を讃 えた碑文
の中であって も,そ の名が改行平 出され敬意 を払 われるに相応 しい人物である.以 上 よ り,1257年 の時点で オイラ ト
族の住地 でチ ンギス=カ ンの次女チチェ ゲンが生 きてい たことが判明 した.こ の ときのチ チェゲ ンの年齢は不明である
が,あ る程度推定 してみたい,ま ず,チ ンギス=カ ンの第3子 オゴデイは,『 元史』巻2,太 宗本紀 に太宗 十三年十一
月辛卯(1241年12月ll日)に56歳 で死去 したとあることか ら計算 してll86年 生 まれで ある.そ れ をもとに次女チ






釈 迦 院 碑 記 ・漢 文(宇 野 伸 浩)
chinesePartoftheInscrip髄onh墅HonorofM6ngkeQaγ跏(Nobuhh'ouNO)
「釈迦院碑記」は,現 在 ウランバー トル市の民族歴史博物館3階 に展示 されてい るが,1955年 まで,モ ンゴル高原
西北 フブスグル=ア イマ クの中心都市 ムル ン市か ら西方へ約54㎞ に位置する,デ ルゲル=ム レン北岸の釈迦院遺蹟の一
角 に立っていた.釈 迦院遺蹟 は,1257年(憲 宗七年)に,オ イラ ト(Oirat)族 の騅馬パ ルス=ト ゲ(BarsT6ge)と その妻
一悉基が,「 釈迦 院」 と呼 ばれる寺院 を建設 した場所であ り,寺 院 を建設 するに当たって遺蹟 の南辺に 「釈迦 院碑記」
を立てたのである.13～14世 紀に,こ のデルゲル=ム レン周辺か ら,北 方の フブスグル湖西岸ダルハ ト盆地 にかけての
地域は,オ イラ ト族の住地であった.も ともとはタイガ地帯に隣接するダルハ ト盆地 だけがオイラ ト族 の居住:地であっ
たが,部 族長 ク ドカ=ベ キ(QuduqaBeki)が チ ンギス=カ ンに服属 して以来,南 に住地が拡大 した らしく,モ ンケ時代ま
でに,デ ルゲル=ム レン周辺までがオイラ ト族の住 地になっていた(宇 野1984,p.176).ク ドカ=ベ キの息子 トレルチ
(r6rel6i)は チ ンギス=カ ンの娘チチ ェゲン(6iこegen)を 公主 として娶 るこ とを許され,こ の縁 組が,チ ンギス=カ ンー族
とオイラ ト族 との何世代に もわたる姻戚関係の始ま りであった.こ の碑文 を立てたパルス竃トゲは,ト レルチ とチチェ
ゲンか ら生まれた息子であ る.当 時,オ イ ラ ト族にとって最 大のライバ ルは,チ ンギス=カ ンの第1カ トン,ボ ルテの
出身部族 コンギラ ト族であ ったが,モ ンケ=カ ンの時代 に,オ イラ ト族 は姻族 として急速 に勢力 を拡大 し,オ イラ ト族
出身のカ トンた ちがい くつかの重要 な地位 につ き,オ イ ラ ト族 はコンギラ ト族 と肩 を並べ さらにはコンギラ ト族 を凌 ぐ
姻族に成長 した(宇 野1993,pp.96-99).そ の背景 と して,モ ンケ=カ ンの強力なバ ックアップがあった と考 えられ,こ
の碑文の内容が,モ ンケ=カ ンを讃えたものであることは,当 時の状況か ら見て うなずけるこ.とである.
この碑文は,碑 額 と本文12行 が漢文,本 文3行 がモ ンゴル文で刻 まれている.こ こで は漢文部分のみ を取 り上げ,
モンゴル文部分 については,本 報告書の松川 節の訳注において取 り上げる ことにする.最 初 に,漢 文部分 についての従
来の研究 を整理 してお きたい.
1953年 に,モ ンゴル人民共和国科学 アカデ ミーはこの碑文の調査 を初 めて行い,ウ イグル式モンゴル文字 と漢字で刻
まれた碑文であること,モ ンケ=カ ンの名が刻 まれていることを発見 した.翌 年に リンチェン(P朋qeH)が 調査 を行 った
後,1955年 に,こ の碑文は,ウ ランバ ー トルに運ばれ るこ とにな り,国 立 中央博物館 に展示 された.
1956年 には,こ の碑文 についての最初の研究である,ナ ムナン ドルジ(O.HaMHaHAopx)『 モ ンケ=カ ンの石碑 ・宮殿
の発見 と研究について』が刊行 された(HaMHaHAopxl956).こ の本の中で,漢 文部分 を担 当 したのは,ウ ランバー トル
国立大学 の呂遠明 と4人 のモ ンゴル人であ り,漢 文部分の活字版テキス ト(HaMHaH即p)Kl956,p.22.以 下,本 稿 で 「呂
のテキス ト」 とはこの活字版 テキス トを指す)・ 注釈 ・モ ンゴル語訳 を発表 した.彼 らの研究は,初 め てこの碑文 を紹
介 ・硬究 したもの としての価値 はあるが,漢 文部分のテキス トには誤 りも多 い.翌 年に刊行 されたダムデ ィンス レン 『モ
ンゴル文学概調 第1巻 は,『 モ ンケ=カ ンの石碑 ・宮殿 の発見 と研究について』の4種 類のモ ンゴル語訳 か ら1つ を
若干手直 しして載せている(πaM脳HcYp3Hl957,pp.35-36).
その後,1961年 に,ポ ッペが"NotesonlheMonumentinHonorofM6nkeKhan"を発表 した(Poppe1961)..こ の論文の
中で,碑 文の漢文部分 については,張 現(ChangKun)とLeonHurvitzが 担当 し,手 写 テキス ト(Poppe1961,p.蓋g.以 下,
本稿で 「張 ・Hurvi肱 のテキス ト」 とは,こ の手写 テキス トを指す)・ 注釈 ・英訳 を発表 した.彼 らは,呂 による上述
のテキス トの誤 りを正 した上で,比 較的信頼で きる英訳 を行った.た だし,モ ンゴル帝国 ・元朝の専 門家ではないため,
歴史的背景 に関わるような解釈 においては,若 干誤 りが見 られる.
最近では,1985年 に,胡 斯振 と白翠琴が 「1257年 釈迦院碑考釈」 を発表 した(胡 ・白1985).こ の論文は,従 来の
研究 をふまえた上で,碑 文のモ ンゴル文 ・漢文部分 の解釈,碑 文を立てた歴史的背景な どについて総合 的にまとめた論
文である.漢 文部分の解釈については,基 本的に張現 ・LeonHurvitzの 研究に基づいているが,い くつかの新 しい解釈
を追加 している.
今 まで,こ の碑文の拓本が公表 されたことはな く,も っぱ ら碑刻 自体の写真に よって研究が行われてきた.1956年
に刊 行 された上述 の 『モ ンケ=カ ンの石碑 ・宮 殿の発見 と研 究につい て』 には,こ の碑 文 の写真 が掲 載 されて いる
(HaMHa珮op)Kl956,p.14).し か し,こ の写真は不鮮明で文字の判読には適 さない.そ れに対 して,同 年 に刊 行 されたジャ
グバラル(H.)KarBapa皿)の η38翩oπgo1ε硼Peop'〆 ∫Repμ捌c(Zhagvarall956)に 掲載 され ている写真はかな り鮮 明であ り,
ある程度判読が可能である.そ の後,195g年 にリンチェンが発表 した"L'ins面pdonsinomongoledelast61eenrhonneur
deM6ngkeQaγan"(Rin乙enl959)に も写真が掲載 された.な お,リ ンチェンの論文は,釈 迦院遺蹟 とこの碑文のモンゴル
文部分 に関する分析 であ り,漢 文部分についてはほ とんど言及 していない.
それ以外 に,こ の碑 文の歴史的背景について分析 した研究 として,陳 得芝 「元外刺部釈迦 院碑札記」,白 翠琴 「斡亦
剌貴族与成吉思汗系聯姻考述」があ り,1983年 に相次いで発表 された(陳1983;白1983).
本稿の 目的は,今 回 の調査に もとづ き 「釈迦 院碑記」ので きるだけ正確 なテキス トを提示す るこ とにあ り,併 せ て訓
読 ・現代 日本語訳 により内容を紹介するω.こ の碑文の歴史的背景についての分析 は,別 の機会 に譲ることに したい.






02/□ 附馬八立托 公主 日悉基 投丹悃者切念生居濁澄幸遇
03圓 君爰處爰居長安長樂頼
04天 地蓋載之徳叨
05國 王水土之恩中心藏之追酬罔及今者 入立托廣興喜捨之心辧財立 像重發




og稱 心 諸佛應心中之愿四恩總報三遍友資 法界有情倶登
10彼 岸 □[]□□ 伽藍□□團護□□興□僧尼□圖□圃住毋□日□
11一 草招愆多劫多生好結良因早成 團図□記
12園 圏丁巳季夏中旬後五日奉 佛附馬 八立托公主 一悉臺立記
訓読
碑額 釈迦 院碑記
01… ・國の外刺 は,營 に隨いて居す.・ … を奉 る
02附 馬八立托 ・公主 一悉基は,丹 悃 を投ず る者 な り.切(ひ そか)に 念(お も)え らく,生 れて濁 世に居す るも,
幸 に して
03明 君に遇い,爰(こ こ)に 處(お)り 爰 に居 り,長 く安ん じ長 く樂 しみ,
04天 地蓋載の徳 を頼み,
05國 王の水土の恩 を叨(み だ り)に し,中 心にこれを藏す も,追 酬すること及ぶ罔(な)し.今 者(い ま)八 立托,
廣 く喜捨 の心 を興 し,財 を辧 じて像 を立て,重 ねて
06菩 提の意 を發 し,寺 を建て,僧 を度す.上 は廣傳の洪麻に報い,別 に逍遙の景戝 を冀(こ いねが)う.上 は,
07今 上皇帝の聖壽無疆,國 泰 く民安 く,法 輪常 に轉ぜ んことを祝(い の)る 。次 には,
08在 堂の公主の福壽増延 し,進 去の時に中 り,吉 祥意 の如か らんこ とを冀(こ いねが)う.再(さ ら)に 乞 うらく
は,自 らの身吉慶 にして,四 時に慶賀 の懽(よ ろこ)び を歌い,後 嗣
ママ
09心 に稱 い,諸 佛心中の愿(ね がい)に 應 じ,四 恩總 て報 じ,三 友遍 く資 け,法 界の有情 と倶 に
10彼 岸に登 らんことを.伽 藍 ・… 保護… ・興 … ・僧尼 … ・情 ・… 常住毋 … ・一 ・…
11一 草愆(あ やまち)を 招 き,多 劫に多生する も,好 く良因を結び,早 く妙果 を成ぜん ことを.… ・記す.
12歳 丁巳に在 り,季 夏中旬後五 日,奉 佛の附馬八立托 ・公主一一悉基,立 記す.
語注
01,國 外剌=3字 目の 厂剌」は,呂 と張 ・Hurvitzの 両テキス トでは 厂刺」になってい るが,「 外剌」 は部族名Oirat
の漢字転写であ るので,「 刺」ではな く 「剌 」が正 しく,実 際今 回の調査 で 「剌」であることを確 認 した.ま た,呂 が
この箇所 を 「□國外刺」 と読 んだのに対 し,張 ・Hurvitzと 胡 ・白は,厂 國」 と読 むのは誤 りだ と指摘 した(Poppel961,
p.20;胡 ・白1985,p.18).今 回採拓 した拓本で もこの箇所 は文字が一部 欠けているが,「 外剌」の上 の字 は,「 國」 の
可能性が高い.そ の上の字は若干残 画が見えるが判読で きない.
02,/□ 附馬八立托:呂 のテキス トでは,2字 目は 「佛」の字になってお り,張 ・Hurvitzも それに従 っている.し
か し,今 回の調 査では,こ の箇所は石碑が欠損 してお り,「 佛」の字を読 み とることはで きない.前 行 が 厂奉」で改行
されているこ と,12行 目に 「奉佛附馬八立托」 という語句があることからみて,呂 のテキス トは,推 測 して 厂佛」 を
補 った ようであ る.し か し,厂 附馬」の上に は2字 あ'る可能性が高 く,そ うであるとすれば,1行 目とのつなが り具合
は 「奉□□附馬」 となるので,12行 目と同 じ語句を想定 して 「佛」1字 を補 うだけでは不十分であろ う.
ところで,こ の碑文 には,2行 目冒頭の ように改行平出 されている箇所が数多 くある.列 挙 してみると,3行 目 「明
君」,4行 目 「天地」,5行 目 「國王」,7行 目 「今上皇帝」,8行 目 「在堂公主」,10行 目 「彼岸」である.改 行
平出されている語には明 らかに共通点があ り,何 らかの意 味で聖なる語が 改行平 出されているこ とが分 か る.従 って,
2行 目の冒頭の2字 も聖なる語であるはずであ り,文 脈か らして仏教用語が入る可能性が最 も高いであろう.
一方,空 格 の箇所 も数多 くあるので,次 に列挙 してみたい.
1字 空格:5行 目 「像」の前.




3字 空格:11行 目 厂妙果」の前.
4字 空格:12行 目 「佛」 の前.
この場合 も,な ん らかの意味で聖 なる語の前に空格がある ことが分かる.と くに仏教用語が多い ことがよ く分かるで
あろう.
02,附 馬八立托公主一悉基:「 附馬八立托 」 とは,オ イラ ト族の鮒馬パルス=ト ゲのことであ り,「 八立托」 はこの
碑文のモンゴル文のBarsT6geに 対応する.そ の妻が 「公主一悉基」である.こ の碑文 を建てた両者の名前は,2字 分
のスペースに3字 を詰めて小 さな文字で刻 まれている.「 一悉基」の 「一」がよ く判読で きないが,12行 目にもこの
公主の名が刻まれていることか ら 「一」 と推 定で きる.「 基」の字は,「 土」 の部分が 「之」 のような形 になっている
が,唐 「楮遂良 文皇哀冊」 に 「基」の似 た ような字体が あるので(伏 見冲敬 『書 道大字典 』上巻,東 京,角 川書店,
1974,p.430),こ れは 「基」であろ う.張 ・Hurvitzの 英訳では,「 一悉基」 をモ ンゴル名1蓉igiと 解釈 している(Poppe
l961,p.21.).
02,切 念=1字 目の 「切」 について,張 ・Hurvitzは,英 訳では"keenlyaware"と 訳 しなが らも,こ の 「切」 は音通
の 「窃」の意味である可能性があ り,そ の場合 は"humblyaw訂e"と 訳すべ きだ と指摘 した(Poppel961,p.20).確 かに,
この 「切」は 「窃」 の音通 と解釈すべ きであ り,「 切念」 を 「ひそかにお もう」 と訓読す る.た だ し,「 切」 に文字通
りの強い意味があるわけではない.
03,明 君:1字 目は,石 碑の欠損部分にかかってお り,若 干残画が見え るが,判 読 しに くい.呂 が見たときに はまだ
欠損が少 なかったのか,あ るいは文脈 から推定 したのかはっき り分か らないが,呂 のテキス トでは 「明」 となっている.
張 ・Hurvitzは,写 真か らは判読で きない としなが らも,呂 のテキス トに従 った(Poppe1961,pp.19-20).こ こで も,呂
の説に従 ってお く.
03,爰 處爰居=「 爰」は 「ここに,こ こにおいて」の意.『 詩経』 「郵風撃鼓」に 「爰 に居 り爰 に處 る,爰 に其の馬
を喪 う,于 以にか之を求む,林 の下に」 【爰居爰處,爰 喪其馬,于 以求之,于 林之下】 とあ り,『 詩経』 「小雅 ・斯干」
に 「妣祖 に似續 し,室 を築 くこと百堵,其 の戸 を西南にす,爰 に居 り爰 に處 り,爰 に笑い爰に語 る」 【似續妣祖,築 室
百堵,西 南其戸,爰 居爰處,爰 笑爰語】 とある(胡 ・白1985,p.18).
04,天 地蓋載之徳:呂 と張 ・Hurvitzの 両テキス トは,3字 目を 「覆」 としているが,今 回の調査で 「蓋」であるこ
とが判明 した.ま た,呂 のテキス トでは 「之」の字が脱落 してお り,張 ・Hurvitzの テキス トは 「之」 を補 い,胡 ・白
も呂のテキス トに 「之」が脱落 していることを指摘 した(胡 ・白1985,p.18).今 回の調査で も 「之」の字があること
を確認 した.
06,菩 提:1字 目はつぶれて判読で きないが,呂 と張 ・Hurvitzは ともに 「菩」 と読 んでお り,そ れに従 う.
06,建 寺度僧:呂 のテキス トでは 「建寺□僧」 となっている.張 ・Hurvitzは,テ キス ト上では 「建寺 僧」の よう
に3字 目を空白に しなが らも,解 説の中で 「度(僧 尼に許可の符牒 を与 える)」 を復元す る案 を仮説 として提示 し,「 私
は寺を建て,僧 の任命 を後援 した(Ihavebuiltmonastedesandspon§oredtheordinationofclergy)」と訳 した(Poppe1961,pp。
19-21).今 回の調査で,や や不鮮明ではあるが,「 建寺」の後に 「度」の字を確認することがで きたので,張 ・Hurvi鴕
の読みが正 しいことが判明 した.
06,廣 傳之洪府=呂,張 ・Hurvitzの 両テキス トは,い ずれ も 「傳」 を 「博」 とす るが,今 回採取 した拓本か らは,
偏がにんべ んに見えるので 「傳」 と改める.ま た 「洪麻」は,呂 のテキス トでは 「洪麻」 となっているが,張 ・Hurvitz
と胡 ・白は,写 真 に基づいて 「洪麻」が正 しい とした(Poppe1961,pp.19-20;胡 ・白1985,p.18).今 回の調査で,「 洪
麻」であることを確認 した.胡 ・白は,「 麻」は 「福蔭」の意,「 洪麻」は 「洪福(大 きな幸福,盛 運)」 の意味であ
るとす る.
06,逍 遙之景賍=最 後 の 「既」 の字は,「 たまもの,人 か ら贈 られた もの」の意であ り,呂 のテ キス トで も,張 ・
Hurvitzの テキス トで もこの字に読 んでいるが,前 後の文脈か ら必ず しも しっ くりこない.旁 の 「兄」の部分が,2字 下
の 厂祝」 とはやや異なることも気 になる,一 応,従 来のテキス トに従 って 「既」の字 を入れてお く.
07,今 上皇帝=2字 目はつぶれてほ とんど読 めないため,呂 のテキス トでは 「今□皇帝」 となってお り,張 ・Hurvi訖
のテキス トで も2字 目は空 白に している.し か し,文 脈か ら 「上」 と推定 したい.モ ンゴル文の中央行がモンケ=カ ン
(M6ngkeqaγan)の 長寿 を願 う内容であ り,「 今上皇帝,聖 壽無疆」に対応 していることか ら,こ の 「今上皇帝」がモン
ケを指すこ とは 明らかである.漢 文部分末尾 に記 されたこの碑文 を立 てた年 月日 「丁 巳季 夏中旬後五 日」 とは,モ ンケ
在位 中の 「憲宗七年六月二十五 日」であ り,西 暦1257年8月6日 にあた る.
07,聖 壽無疆:1字 目は,呂 のテキ ス トでは,「 主」の下に 「王」 を2つ 並 べた ような文字が書かれているが,今 回
採拓 した拓本では,上 の部分 も 「王」である.こ の 「蟲 」は,『 宋元以來俗 字譜』など中国の異体字 を収録 した文献 に
は見いだせ ないが,朝 鮮国字に存在 し,「 聖」 の俗字で ある(オ バ タ=ラ イマ ン1988,p.133;鮎 貝 玉972,p。121).な ぜ朝
鮮国字 に含 まれる文字 がこの碑文 に使用 されているかについては,現 在の ところよく分か らないが,「 聖」であれば 「聖
壽無疆」 となり,意 味がよ く通 じる.
この 「上祝今上皇帝聖壽無疆」の よう.に 「祝 ・… 聖壽無疆」 となる用例は,元 代の碑文類 では,1250年 整屋重 陽萬
(257)
1nscriptioninHonorofM6ngkeQaγan
壽宮聖 旨碑 「與俺告天祝延聖壽無疆者」(蔡lg55,p.16;陳 垣1988,pp.444,446),純 陽宮令 旨碑及請潘公住持疏に合刻
された文書 「敦請潘公大師住持永楽鎮純陽宮 ・平陽府長春観,為 国焚修祝延聖壽無疆者」(陳 垣1988,pp。491-492)が
確認 される.ま た編纂史料 にも 「聖壽無疆」は散見する.・
07,在 堂公 主=「 在堂」 とは,親 が生存 しているこ とを意味する語である.従 って,こ の 「在堂公 主」は,パ ルス=
トゲの母親 である存命の公主 を指す と考えられる.パ ルス=ト ゲの母親 とは,チ ンギス=カ ンの娘チチェゲンeiζegepで
あ り,オ イラ ト族 の トレルチに嫁いだ公主である(陳 得芝1983,pp.253-254;胡 ・白1985,pp.1445.).こ の碑文で,パ
ルス=ト ゲの妻である公主一悉基 は,謙 遜 して小 さい文 字で記 されてい るのに対 し,こ の 「在堂公主」 は改行平出 して
記 されてお り,明 らかに扱 いが異なる.こ れはチ ンギス=カ ンの娘である公主 に対 して敬 意 を表 したためで あろう.こ
れまで,こ の碑文にチ ンギスニカ ンの娘が登場することを指摘 した研 究はない.張 ・Hurvitzは 「在堂公主」を"P盛ncess
inthepalace"と 英訳 し,注 で この人物 を公主一悉基の母親 と解釈 している(Poppe1961,p22,n.20).し か し,公 主 とは必
ずチンギ ス=カ ンー族 出身の女性 であ り,か つ当時のモ ンゴル族の婚姻が外婚制であるこ とを考えれば,公 主の母親が
公主であることはあ りえない.
08,進 去時中=張 ・Hurvitzは,こ れを"hercomingsandgoingsmaybetimely"と訳 し,胡 ・白はこれ を 「進退得時;
起居坐臥,四 時如意」 と解釈 してい る(Poppel96},p,22;胡 ・白1985,p.18).
08,四 時歌慶賀之懽:最 後の 「懽」の字 について,張 ・Hurvitzは,呂 のテキス トでは 「懽」 となっているが 「懐」
の誤 りではないかと指摘 した(Poppe1961,p.20).し か し,今 回の調査で この箇所は,「 懽」 の俗字 「懽」であることが
判明 したので,呂 のテキス トが正 しい.
09,諸 佛:1字 目を,呂 のテキス トは 「請」 と読んでいるが,張 ・Hurvitzの テキス ト及び胡 ・白 も 「諸」が正 しい
とした(胡 ・白1985,pp.18-19).今 回の調査で も 「諸」であることを確認 した.
09,四 恩總報=呂 のテキス トでは,「 四恩□報」 となっている.一 方,張 ・Hurvitzの テキス トは3字 目を 「總」 と
写 した.今 回の調査で3字 目は 「總」の俗字 「總」であることが判明 したので,張 ・Hurvitzの テキス トが正 しい.「 四
恩」については諸説あ り,『 大乗本生心地観 経』 には,父 母 ・衆生 ・国王 ・三宝(仏 ・法 ・僧)の 恩,『 釈氏要覧』に
は,国 王 ・父母 ・師友 ・檀越(施 主)の 恩,『 正法念処経』には,母 ・父 ・如来 ・説法法師の恩,『 盲 安杖』 には,天
地 ・師 ・国王 ・父母の恩 とある(胡 ・白1g85,p.18-1g).
09,三 友:張 ・Hurvltzの 注では,こ の 「三友」 を 『論語』季氏篇の 「三友」すなわち 「直(率 直な人),諒(誠 実
な人),多 聞(見 聞の広い人)」 の意に解 し,胡 ・白もその説に従 っている(Poppel961,p.22,n.22;胡 ・白1985,p.19).
しか し,こ の 「三友」 は 「三有」の音通であ り,『 論謁 の 「三友」 とは関係 ない.「 三有」 とは,三 界(欲 界,色 界,
無色界)に 生死 流転す るもの,迷 いを破 り得 ない人間 を指す.同 じような文脈 における 「三有」の用例 としては,例 え
ば 『廣弘明集』(三 十巻)に,「 行道以報 四恩,立 徳以資三有」(巻 十一 辯惑篇第二之七),「 弘善以報四恩,立 徳以
資三有」(巻 二十五僧行篇第五之三)と ある.
09,倶=呂 のテキス ト,張 ・Hurvitzの テキス トでは,「 惧」 となっている.張 ・Hurvitzは,テ キス トでは 「惧」 と
写 しながらも,文 脈 から 「倶」でなければな らない と指摘 し,胡 ・白もそれ に従 った(Poppe1961,p.20;胡 ・白1985,p.
19).今 回の調査で,こ の箇所 は文字 その ものが 「惧」ではな く 』「倶」であるこ とが判 明 した.
10:10行 目は3字 目以下がつぶれてお り,き わめて判読 しに くい.呂,張 ・Hurvitzの テキス トでは,「 護」 「興」
「毋」 「二」の4字 を読み とっている.「 二 」の文字 は,今 回採拓 した拓 本では,字 形か らしてむ しろ 「一」のタうに
見える.こ の4字 以外 に 「伽藍」 厂保」 「僧 尼」 「情」 「常住」 の8字 を読み とることがで きた.「 伽 藍」の次の字は
「興」あるいは 「輿」の ように見 える.残 念 なが ら文意は不明であるが,2字 空格の後に 「伽藍」の語 があるこ とが判
明 した ことは興 味深 い点であ り,仏 教用語な ど聖なる語の前 に空格 を入れ るというこの碑文に一貫 した スタイルに合致
していることが 分かる.な お,「 伽藍」の前 の空格 に,引 っかいて書いた ような 「王」 の文字があるが,こ れは後世の
書 き込みであろう.
11,早 成妙果 □記=「 早 成」 の後 の4字 につ いては,字 がつ ぶれて いて ほとん ど読 めない.そ のた め,呂 と張 ・
Hurvitzの 両テキス トでは,「 早成」以下 は空白になっている.我 々の拓本でも,こ の箇所 は不鮮明であったが,残 画の
形からなんとか 「妙果」 「記」 の字 を推定で きる.「 記」の上の字 につい ては,前 後の文脈 と残画から,「 謹」 である
可能性が考 えられ よう.「 妙果」 とは 「み ご とな結果,妙 因,妙 行 によっ て得た証果,す なわ ち仏果.さ とり」 の意で
ある(中 村元 『佛教語大辞典』東京,東 京書籍,p.1302).
12,歳 在丁巳:「 丁巳」の上 は,呂 と張 ・Hun・itzの テキス トでは空白になっている.今 回の調査で採拓 した拓本で
も,こ の部分は判読 しに くいが,い くらか残 画が見えるので,文 字が ある ことは間違いない.前 後 の文脈 と残画の形か
ら推定するならば,「 歳在」である可能性が高い.
12,公 主一悉臺:呂,張 ・Hurvitzの 両テキス トでは,「 一悉基」 と写 している.2行 目と12行 目の公主 は,文 脈か
ら同一人物 と思 われるので,両 方 とも 「一悉基」である方がす っきりす る.し か し,今 回の調査で,12行 目に現れ る
公主名の3字 目は 「基」で はな く,「 臺」の俗字 「薹」であることが判明 した.文 脈か ら見れば,2行 目と12行 目の公






・… 国のオイラ ト族 は,宿 営 に居住す る.奉 ・… の鮒馬パルス冪トゲ と公主一悉 基は,誠 心誠意 を注 ぐ者で ある.思
うに,生 まれて から濁ったこの世 に住 んでい るが,幸 運 にも明君に出会 うことができ,こ こにずっ と居住 し,長 く安楽
に過 ごし,天 が蓋い地が載せていることの徳 に頼 り,国 王の水土の恩恵 をみだ りに受け,心 の中にこの ことを思ってい
るが,後 か ら報 いようとして も受けた恩恵 には及ばない.そ こで今,パ ルス=ト ゲは,喜 捨 をする心 を広 く抱 き,財 を
投 じて仏像 を立 て,さ らに仏道 を求める心 を抱 き,寺 を建て僧を得度す,(こ のように して)広 くゆ きわたった御庇護
に報い,別 に逍 遙の賜物 をこいねが う.ま ず,現 在 の皇帝の寿命が無限で あ り,國 が泰平で民が安逸で あ り,仏 法が常
に行 われることをいのる.次 に,母 上 である存命の公主の幸福が増 し寿命 が延び,身 の振 る舞いが時の宜 しきに従い,
幸 いが 思うままであることをこいねがう.さ らに,自 分の身が幸福であ り,一 年 中慶賀 の歓び を歌い,子 孫が 自分の望
みにかない,諸 仏が心 中の願いに応 じ,四 恩 にすべ て報い,三 有をあまね く助け,全 宇宙 の生 きとし生 ける もの ととも
に涅槃の境地に達することを請 うものである.・ … 伽藍 ・… 僧尼 … ・
一草が過ちを招 き,長 い間に何回 も生 を受けているが,よ く良い因縁 を結んで早 く妙果(さ とり)を 成就で きます よ
うにニ … … 記す.
丁巳の年(憲 宗七年)の 六月二十五 日(西 暦 董257年8月6日)に,奉 仏の騅馬パルス=ト ゲ と公主一悉基(臺)が,
この碑記 を立てる.
釈 迦 院 碑 記 ・モ ン ゴ ル 文(松 川 節)
MongohanPartoftheInscriptioninHonorofM6ngkeQaγ跏(Takas血iMATSUKAWA)
1953年 に発見 された 『釈迦 院碑記』碑文は,末 尾 にウイグル文字モ ンゴル文3行 が刻 されていることよりモ ンゴル研
究者の注 目を集め,1956年 にモ ンゴル人民共和 国のナムナン ドルジが最初の研究 を発表 して以来,ダ ムディンス レン
似aM朋HcYp3H1957),リ ンチェン(Rin乙enl959),ポ ッペ(Poppel961),リ ゲティ(Ligetil972)ら が次 々と新たな読みを公表
してきた..
これ らの文献学的研究が一段落 した後,1980年 代 に至ってか らは,中 国の歴史学者,陳 得芝(1983),白 翠琴(1983),胡
斯振 ・白翠琴(1985)が 本碑 文建立の歴 史的背景 に関わる研 究を発表 している.
本碑文の建立年は,す でにナムナ ン ドルジによる研究以来,① 漢文面に 「丁巳」年 という紀年が あること,② モンゴ
ル文第2行 がモンケ=カ ーンの長寿 を祈願する内容であることか ら,モ ンケ在世中の丁巳年,す なわち1257年 に比定 さ
れてお り,こ の年代についてはすべての先行研究で見解が一致 しているω.そ れゆえ,本 資料 は,数 少 ない13世 紀 のモ
ンゴル語資料 のうちで も,1260年 のクビライ即位前 の時代に属する貴重な もの とみなせる.
ところで,ク ビライ即位前の時代 に属するモンゴル語資料 のなかに,「 漢文発令文のモ ンゴル語 添書」 とい う独特な
形式 を持つ2点 が知 られている.
(1)河南省濟源市十方大紫微宮(現 存)ネ ズ ミの年(庚 子,西 暦i240)懿 旨碑添書(3行).
(2)陝西省草堂寺(現 存).コ デン(K6den>闊 端)太 子令 旨碑 添書:第1截=癸 卯年(西 暦1243),第4截=丁 未年(西
暦1247),そ れぞれ1行 ずつ.
本碑文 は,内 容的に は釈迦 院の建 立を記念す るものであ り 「発令文」ではないが,碑 文 に刻 され た文書 として,主 文
となる漢文の末尾にその漢文の内容をダイジ ェス トしたモ ンゴル語が 「添 え書 き」 されるとい う形式 を踏 んでいる点で
は,上 記2点 と共通 している とい える②.





(L)な お,先 行研究では,碑 文の建立者であるパルス;ト ゲ(Bars-T6ge)が 「元史』憲宗本紀の憲宗7年(1257)冬 の条に登場する 「八
里土」に比定する可能性が指摘されているが,こ れは不可能である.憲 宗本紀当該箇所の八里土はモンケの長子バルト(Baltu>班
禿～班都)で ある.『 元史』巻106后 妃表 ・憲宗の条及び 『元史亅巻107宗 室世系表 ・憲宗諸子の条を参照.
(2)こ の 形 式 に つ い て は,中 村 ・松 川1993,pp.24-26;松 川lgg7,pp87-88を参 照.
(259)
In㏄r藍P戯oninHonorofMδngkeQaγan
02【1]モ ンケ=カ ーンよ,万 々歳生 き永 らえ給 えとて,パ ルス=ト ゲが建立 し… ・
03[3]至 るまで,こ の良縁 をもつ(?)福 徳が至 るように.
訳 注
[1・3】:す でにポ ッペ によって提案 された ように,本 碑 文のモ ンゴル文3行 は,著 しく抬頭 された第2行 を最初 に読
み,続 いて第1行 →第3行 と読 まなければ文意 をな さない.
01,uru7u璽uru7iマar:「 子々孫々 を通 して」.uruγ 一unuruγ に造格 一iγarが接続 した形.造 格 一iγarは,場 所 ・時間の経
過をあ らわす.uruγ 一unuruγは,uruY-unuruY-ak髄rtele「 子孫的子孫行到了」 とい う形で 『元朝秘史』 にも頻 出する.
01・03,ke面nke面n哩yes・tek嵒r重e置e:「 幾々代 に至 るまで」.名 詞+与 位格語尾+㎞rteleで 「～に至るまで」の意.
qyesはUye「 世代」の複数形.ナ ムナン ドルジとリンチ ェンはnoyas「 ノヤンたち」 と読 んだが,ポ ッペ によって 興yes
と訂正 され,以 後の研究者 もポッペに従 っている.本 稿 もポッペの読み を支持する.
02,Mgngke吼a7a塾=い うまで もな く,チ ンギス,オ ゴデイ,グ ユ クにつ ぐモ ンゴル帝国の最高統治者モンケ を指す.
MWNKK'と 第一音節が後舌形で記 され るのは,13～14世 紀 ウイグル文字モ ンゴル語の特徴で,パ スパ文字モ ンゴル語
の表記にも影響 を与 えている.qa7処 「カー ン」は,qan「 カン」 と並 んでモ ンゴルの最高統治者が用いた称号.こ れ
らの称号 は,突 厥の時代 にすでに並用されていたが,チ ンギスは 「カン」号 のみ を用い,続 くオ ゴデイは 「カーン」号,
グユクは再び 「カン」号 を用い ていた.モ ンケの場合,本 碑文及びペルシ ア語諸史料に見 られ るように 「カーン」号 を
用いた と見な されて きたが,1987年 に中国河南省の少林寺か ら新 たに発現 した 『少林寺聖 旨碑』の第一截(1253年 モ
ンケ発令の命令文)モ ンゴル文面 に 「モンケ=カ ン」 とあらわれ るこ とよ り,少 な くとも1253年 の時点でモンケは 「カ
ン」号を称 していたことが確実 となった(中 村 ・松川1993,pp.63-64).
03,T'P'RYXTW=本 碑文のモンゴル文面で もっとも難解な一語.ナ ムナ ンドルジ,ダ ムディンス レン,リ ンチェンに
よるdabariγtu(dabari一 γ一tu)「良縁 を持つ」 という読み は,ポ ッペによって 「文法的にはあ り得るが,ど こにも在証例が
ない」 として退け られ,新 たにdabadγunu(dabari一 γun-u)「 過 ぎゆ くところの」 とい う読 みが提 唱された(Poppel961,
pp.15-16).そ の理由は,dabar孟qun(p董.<dabadqui)がdabariqunmongγo驚erig並d「過 ぎゆ くモ ンゴル諸軍」 とい う形で13
～14世 紀のモンゴル語文献に在証 されるか らである.両 見解 ともに,こ の語がdabah一 「過 ぎる」 を語幹 と見な してい
る点で,意 味上の大 きな差は生 じていない.続 くbuyan厂 福徳」 を修飾 して,「 巡 りゆ く福徳」,す なわち 「良縁 を持
つ福徳」 とい う方向で解釈 する点では一致 している と言え よう.や や異な った読み を提示 しているの は リゲテ ィで,こ
の語 をjabari7tuと 転写するが,根 拠や解釈 は示 されていない.
今回採取 した拓 本による と,問 題の語はナムナ ン ドルジ,ダ ムディンスレン,リ ンチェンと同 じくT'P'RY文rwと 読
む可能性が もっとも高いが,リ ゲテ ィのように,語 頭 をtaw字 ではな くyod字 で読 む可能性 も捨 てきれない.そ れゆ え,
本稿では暫定的に 「良縁 をもつ」 という訳 を与 えるに止める.
(260)
宣 威 軍 城 址FortressesofXuanweiCommandery
村 岡 倫 ・松 田孝 一
(HitoshiMURAOKAlK6ichiMATSUDA)
調査場所1ウ ブルハ ンガイ瑟アイマクのハイルハ ン ドラー ン;ソ ムか ら約30㎞1.車 で86分.北 緯46度09分 ～11
分,東 経102度ll分 ～12分.
調査 日時:①lg96年8月17～20日;②lg98年8月19～22日.
調 査者:① 森安,松 田,片 山,大 澤,松 川,松 井,オ チル,ボ ル ド,バ ヤル,バ ッ トルガ;② 松田,村 岡,宇 野,松
川,中 村,オ チル,ダ シバ トラフ,ガ ルサ ンッェレン,バ ヤル,グ ンチ ンスレン.
調査 方法 ・作業 内容=① 第1城 址 ・第2城 址 ・第3城 址の規模 を,GPSに よる経緯度,高 度計 による高度調査,メ
ジ ャー及び自動車 により計測 し,平 面 図を作成.付 近の山上か ら松川が写真 ・ビデオ撮影.聞 き取 り調査.
②第1城 址 ・第2城 址 ・第3城 址 に存在す る無数の穴の数 とその位置 を記録 第1城 址は村 岡 ・ダシバ トラフ,第2
城址 は松川 ・ガ ルサ ンツェレン ・グンチ ンス レン,第3城 址 は松 田 ・オチ ル ・バヤルがそれぞれ担当 した.さ らに,各
ポイン トでのGPS計 測,デ ジタル=メ ジ ャー等での計測を行い,各 城址のデータを先行調査の数値 と突 き合 わせ,計 測
値 を記録 した.各 城址 を中村 を中心にほぼ全員が写真撮影,松 川がビデオ撮影,近 くの高地か らも各城址 の遠景を写真 ・
ビデオに撮影 した.第1城 址南側東寄 りに位 置する多羅尊廟では,村 岡 ・中村が瓦 ・レンヴ を採集,宇 野が城址内の礎
石 ・階段等 をポ ラロイ ドに撮影 しサイズ を記 録,モ ンゴル側が城址南側 に ある階段東側の石の傾斜桁 に残 るチベッ ト文
字 を拓本に取 っ た.松 川 ・オチ ルに よる聞 き取 り調査 をもとに 「宣威軍碑 」が立 っていたと思 われ る場 所の特 定を行っ
た.モ ンゴル側が,考 古学者バヤル ・グンチンス レンを中心 に第2城 址 の穴のひとつ を発掘 した.
遺 蹟 の現況:宣 威軍城址(ホ クシ ン=テ ール城址)に ついては,従 来よ り3つ の城址の存在 が知 られている.3城 趾
ともはっき りと した土塁が残 ってお り,外 城 ・内城 ともに確認できる.ペ ルレーは,3つ の城址 を北か ら南へ順 に第1
城址 ・第2城 址 ・第3城 址 と番号 を付 けたが,何 らかの理 由で第2と 第3の 城址の説明に混乱 が生 じ,そ の報告では第
2城 址 と第3城 址の図が逆になっている(n3p∬331966,pp.lo2-lo6).こ れは既 に堀江(1994,pp.15-18)が 指摘 し,あ らた
めて北か ら順 に第1城 址 ・第2城 址 ・第3城 址 とした(つ ま り,ペ ル レー報告の第2城 址 ・第3城 址 の番号 を入れ替 え
た).今 回の調 査では堀江に従 ってそれぞれの城址 を呼ぶことにす る.3つ の城址は,東 流するテール河の支流 によっ
てそれぞれ隔てられている.テ ール河 は我々が到着 した 日(8月19日)に は,ほ とんど水の流れがなかったが,'翌 日
か らの雨 により,比 較的水量が豊富 になった.第1城 址 には外城の外側 に外外城が存在す るが,そ の形状,用 途,並 び
に南北東に存在する外外城が西側のみ見 られないことが確認 された.第1城 址 は,こ れまでペル レーの報告(恥p皿g3
1966,p.104)で も堀江の報告(堀 江1994,p.14)で も東西800m,南 北600mと,ほ ぼ正確 な長方形 とされて来たが,
1996年 度の我々の調査ですでに東西700m,南 北は東側が770m,西 側が580mで あ り,正 確 な長方形ではないことが明
らかにな っている.城 址の 中央北寄 りにツ ァガン=ト ル ゴイという小山が あ り,内 城 はこれを囲む形で残存 してい る.
松川 ・オチルの聞 き取 り調 査 によって,「 宣威軍碑」はこの ッ ァガン=ト ル ゴイの斜面 に立っていたこ とが分 かった.
確かに斜面の南側,小 山の頂上か ら39.8m下 った中腹に,つ まり城址 の入 り口の方向を見 る形 で,そ の痕跡が見て取れ
た.碑 石 を置いたであろう台座 と,ほ ぼ同形の2つ のか ませ石 も発見 された.
第1城 址 のす ぐ南側 東寄 りには,付 近の人々がダル=エ ヒー ン=ス ム(多 羅尊 廟)と 呼ぶ,南 側 に階段 を伴 い,北 側
が突出 した凸型の台状の遺構がある.サ イズは東西が10.35m,南 北が13.15m,階 段 は幅1.86m,遺 構 内は瓦 ・レンガが
・多数散乱 している.
第2城 址についてはペル レーは,南 北400m(東 西の記載はない)と し,第1城 址 と同 じように,正 確 な長方形 とし
て平面図を描 いている(n3p皿331966,p.106)が,実 際は南北 の東側380m,西 側460m,東 西 は北側が430m,南 側が450m
と,こ れ も正確 な長方形で はないこ とを確 認 した.こ の城址 は タヒダク=ト ルゴイと呼 ばれる小 山の南斜面 にあ り,北
側か ら南側にかけて低 くなってい く.そ の高低差はかな りあ り,10数mに も及ぶ.内 城 と外城 は間隔が33～34m,石
が露:出してお り,そ の跡は3つ の城址の中で は最 もはっきりとしている.ま た,こ の城址の東西南北に は石で組んだ門
が見 られる.東 門は城址北東の角か ら2395mの 地点 にあ り,幅100.Ocm,西 門は北西の角か ら201.2mに 位置 し,幅 は
内城側 で17LOcm,外 城側で153.Ocmあ った.北 門は北東 の角か ら88.5mに 位置 し,幅 董86.Ocmで あった,南 門は南東
の角か ら191.Omの 地点にあ り,内 城側は幅310.Ocm,外 城側は414.Ocmと 最 も大 きい.こ の南側 は石の露 出が多 く,南
側ヘテール河の支流へ落 ち込むような斜面に なっているが,南 門の外側つ ま り南側 に石 で組 まれた台座状 の遺址 が見 ら
れる.
第2城 址の南側の第3城 址 も小山の斜面にあるが,第2城 址 ほ ど城址 内の高低差はない.ペ ル レーは この城址 も長方
形 として平面図に描いてお り,南 北600m(東 西の記載はない)と している(n3p皿ggl966,p.105).し か し,1996年 の
略測 によって,東 西南北 ともに約700mの ほぼ正方形で あることを確認 した.第3城 蛙 は独特の形を してお り,ペ ルレー
は城瓧の東側 と西側に突出 した部分 を平面図 に書 き込 んでいるが,こ の突 出部分 は,北 側 と南側 に もあ ることが確認で
きる.形 状は同 じである.ま た,3つ の城址 には合計1240も の穴が見 られるの も大 きな特徴 であ り(直 径約2～6m
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のものが,第1城 址 に518個,第2城 址 に217個,第3城 址に505個 ある),こ れは堀江の報告(堀 江1995,p.506)
以来,注 目されるところである.見 たところ,穴 は周囲に石垣 のあ る穴 とない穴の2種 類が混在 している.
遺蹟の景観:行 動記録1998年8月18～22日 参照.
遺蹟の 図面:図 面 としては,ペ ルレーが1965年 の調査で作成の図面(n3p皿331966,pp.Io3-106)と,堀 江が1994年 の
調査 でペル レーの図面 を修正 した ものがある(堀 江1994,p.18)が,上 述 したように正確 な ものではない.今 回,調 査
の中で計測 した数値に基づいて,松 井が平面図 を作成 して掲載 してお くことにす る(Platesl8a・18c).穴 の分布状態につ
いては,バ ヤルの作成 した第3城 址の平面 図(P撤el8の を参照.
考察:宣 威軍城址 については,城 址建設 とその命名の由来を記 した元朝ク ビライ時代の碑文 であ る 厂宣威 軍碑」 も残
され,ペ ル レー,ハ ン ドス レン,堀 江な どの 一連の研究があ り,元 朝時代 の ものであることはすで に証 明済みで ある.
ここは元朝 クビライ政権時代以後の西方防衛の拠点であった.ま た,堀 江が指摘 した通 り(堀 江1988,p.168)こ の城址
はモンゴリアで発見 された漢人軍団の駐屯地の遺蹟 としては唯一の事例であ り,非 常に重要な ものであると言える.
3つ の城址内に残 されている合計1240個 以上 にも及ぶ穴(直 径約2～6m)に ついてペル レーは報告 してお らず,堀
江が1991年 の調査で初 めて注 目し,そ の用途 を食糧貯蔵庫の穴と考えた(堀 江1995,p.506).こ の ような食糧貯蔵庫
としての穴は,長 春真人西遊記 に 「八剌喝孫 は漢語 にて城為 り.中 に倉廩 有 り.故 に又呼び倉頭 と日ふ」(蒙 古史料四
種 本,p。284)と み え,ま た元朝時代の大都～上都間にあったこ とを杉 山が指摘 してお り(杉 山1996,pp.23-24),そ れ
と繋が るものであろう.し か し,も う1つ,オ チルが考 える兵士の居住用の もの という見方があ り,後 に堀江 も1994
年の再調査で兵卒が居住 した跡 と自 らの見解 を修正 した(堀 江1994,pp.20-22).今 回,モ ンゴル側が行 った発掘に よ
り,鉄 製のヤジ リや鎧の一部分 と考 えられる鉄片,牛 と羊の骨が出土 した が,城 址 の穴の用途 としては両者 とも可能性
が残 り,い まだ確定的なことは言 えない.ま た,小 型の鉄製のハ ンマーも出土 してお り,こ の穴 に関 しては工房だった
のではないか という意見 も出された.今 回の 発掘 は,周 囲に石垣のある穴1つ だけであ り,他 には石垣 のない穴 も数多
くある.果 た してその2種 類の穴が同 じ用途であったのかは疑 問であ り,1200以 上 にも及ぶ穴が全 て同 じ目的で使用
されたと考 える より,い ろいろな用途があった と考 える方が 自然ではない だろうか.い ずれにせ よ,最 終的な結論を出
すには,今 後の さらなる調査が必要であるが,こ れが,モ ンゴリアに駐屯 した漢人兵士た ちの生活 を知 る貴重 な手掛か
りとなることは確かであろう.
城址か らテール河 を南 に下った場所に,直 径50mほ どの フーフ ドィン=ツ ォーノグという池がある.オ チ ルは 「宣威
軍碑」 に記 され る 「其の水 に就 きて潴めて以 て池 と爲す」 というのは,こ の池ではないか と推測す る.最 も南にある第
3城 址か らで も2㎞ ほ ども離れてお り,ま た,水 をためてイ乍られた人工的な もの とい うよ り,地 下の伏流水が浸み出
て形作 られている池の ようであ り,断 定はできない.今 後 も検討が必要 であろ う.






調査 場所=ウ ランバ ー トル市,民 族史博物館.
調査 日時=①1996年8月13日;②1998年7月26日.
調査 者:① 松田,松 川,松 井;② 松 田,村 岡,宇 野,中 村,松 川,オ チル,ダ シバ トラフ,ガ ルサ ンツェ レン.
調 査方 法 ・作 業 内容=① 計測,写 真 ・ビデオ撮影;② 中村 ・松川 ・村 岡が写真撮 影.松 川が ビデオ撮影.宇 野がポ
ラロイ ド写真を撮影後,村 岡 ・中村 が巻 き尺 で計測.拓 本は松田 ・オチルを中心に2セ ッ ト採取.
碑 文の現況=こ の碑文は,セ ル=オ ドジャブによって1958年 にウブルハ ンガイ=ア イマクのハイルハ ン ドラー ン=ソ
ムの東北 にある宣威軍城址(ホ クシン=テ ール城址)か らウランバー トル に運ばれ,中 央 博物館(現:自 然 史博物館)
に収蔵 された(XaH双cYp3H1966,p,107).現 在 は民族史博物館3階 のモンゴル時代の部屋 にケースな しで台の上に斜め に
置かれて展示されている.亀 趺 はない.
碑:文の大 きさは,高 さ91c!n,幅 は上部で61cm,中 央部63。5cm,下 部64cm.厚 さは上部で13.5cm,中 央部17cm,下 部
16.5cmで あった.保 存の状態 はよいが,文 字が肉眼で読めるのは石膏 をつめて見やす くしているか らであ り,石 膏が
残っていない文字はやは り読みに くい.平 板 ではなく,碑 面はかな りうね っている.も ともとこの ような形状の ものを
使ったようだ.特 に左下の部分 は,は じめか らここが削 られていた らしく,そ のため彫 りが浅 くかな り読みに くいが,
拓本 にしてみる と判別で きる ようになった文字 もある.
文字の種類は漢字.右 か ら20行,1行20字.上 部 に右 から 「宣威軍」 と碑額が あ り,こ の3字 は 「宣」が タテ10
cm,ヨ コ8.5cm,「 威」が タテ11.8cm,ヨ コ11cm,「 軍」が タテ10.5cm,ヨ コ75cmと なっている.本 文の文字はタテ
2.5～3cm,ヨ コはほぼ2cmで ある.
碑陰に文字はないが,申 央か ら若干左寄 り(碑 文の左端か ら16cm)の 箇所に タテ14cm,ヨ コ10cm,深 さlcmほ
どの楕円形の穴がある.こ れがどの ような経緯で出来たのか,あ るいは何 の用途があったのかは不明である.
碑 文の スケ ッチ ・復 元図 ・写 真:XaHAcYp3HI966,p.112には原碑 ではなく,原 碑 に基づいたと思われる録 文の写
真が掲載されている」碑文その ものの写真はRachewiltz1987,p.14;堀 江1995,p.513;松 川1998,p.43に それぞれ掲載.
今回,ス ケッチは村 岡が担当 し,数 値 を入れた図(P護ate18e)を 掲載 してお く.
拓本 所蔵機 関:モ ンゴル国科学アカデ ミー歴史研究所;大 阪大学文学部.
考 察:こ の碑文 を最初 に発見 したコズロフは,そ の内容を,ク ビライがアリク=ブ ケ とのカー ン位争奪戦 に勝利 を収
めたのを記念 して立てた碑 文である(Ko3mB1928,pp.27-29)と したが,こ れが誤 りであることは,既 にラケウィルツ ・
堀江 によって明 らかにされている(Rachewiltzl987,pp.544;堀 江1988,pp.141-174).す なわち,こ の碑文は,至 元13年
(1276)勃 発の 「シリギの乱」に伴い,カ ラコルム防備のために至元15年(1278)に 構築 され た 「宣威軍」城 の完成 とそ
の命名を記念 して立てられた碑文である.
内容については上記2氏 の録文 と訳文が知 られてお り,特 に新知見はない.し か し,文 字 に関 しては,今 回の調査で
明 らか となった ものがあるので記 してお く.ま ず,2氏 が不明 とした碑文 の左 下のい くつかの文字が,今 回の調査で判
明 した,18行 目 「左衛親軍千戸張温 阿塔 海」の下 は,ラ ケウィルツ ・堀江 ともに不明 としている(Rachewiltz1987,pp.
7,13;堀 江1995,p.501)が,「 鄰瑾劉継英」 と読める.ま た,堀 江 は19行 目 「立石」の下 には見えない ものの文字があ
ると考えたが,こ れはやは り文字はない ようだ.さ らに,ハ ン ドス レン以来,20行 目は 「百戸高聚」 と読 んでいたが,
「高」は誤 りであ り,正 しくは 「馬」である.
また,ハ ン ドスレンは1行 目の書 き出 しを 「皇帝福醸 」 と したが(XaH以cYp3Hig66,p.H2),初 め,堀 江は1988,pp.
145-146で,「 蔭」 という字体 は存在せず,こ れ を元朝時代 の碑文に頻見する常套句 「皇 帝福蔭裏」で ある と訂正 した.
ラケウィルツも同じ見解である(Rachewiltz1987,p.7).そ の後,堀 江 は1991年 の碑文の調査で,「 蔭]は やは り 「蔭]
と読めることを報告 している(堀 江1995,p.499).今 回の調査で もこれは検討課題であったが,調 査 の結果,「 蔭」や
「蔭」ではな く,「 塵」である可能性 が高い とい う結論に達 した.こ の文字は,確 かに 「麿」 とするには 「まだれ」の
2画 目が左 に長 す ぎるように見 える.そ のた め,上 記3氏 は 「くさかんむ り」 と識別 したのであろうが,明 らかに9字
目の 「蓋」の 「くさかんむ り」 とは異 なる.ま た,「 陰」 の部分の 「こざ と」 もかすかに見 える.ハ ン ドス レン ・堀江
がこの部分 を 「こざ と」ではな く 「月」 としたのは,「 まだれ」 の3画 目と 「こざと」の3画 目を,「 月」 の1画 目 ・
2画 目と考えたか らであろ う.確 かに微妙で はあるが,他 の文字 と比較 しても 「月」 とするには無理が あ り(3行 目の
「月」,8・9行 目の 「有」 と比較せ よ),し か もこれ まで確 認されてい ない字体である.ま た,何 よ りも元朝時代の
この常套句は 「皇帝福廱裏」 と書かれることが多い.蔡1955所 載の元朝時代の碑文 でも全て 「福麿」である.
ハ ン ドスレン ・堀江 は4行 目下か ら5文 字 目を 「建」.と読 んだ(XaHπcYp∋H1966,p.112;堀 江lgg5,p.501).ラ ケウィ
ルッは宣威軍碑 の写真 と訳文を載せているが釈文はない.そ のため,碑 文 の1文 字1文 字を どう解釈 したかは定かで は
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な い が,そ の 訳 文 に よれ ば,こ の 文 字 を 「建 」 で は な く 「連 」 と読 ん だ よ う だ.し か し,原 碑 お よ び拓 本 を 見 る 限 り,
や は り 「建 」 で 正 しい.
参 考 文 献:Ko3∬oB1928,pp.27-29;n3pπ鴫1966,pp.100-106;XaH以cYp3H1966,pp.107-116;Rachewiltzl987,pp.5-14;
堀 江1988,pp.141-174;堀 江1994,pp.12-27;堀 江1995,pp.495-515.松 川1998,p.43.
釈 文 ・句 読 ・訓 読 は 堀 江1995,pp.501-502によ っ た.注 釈 はRachewiltz1987,pp.7-14;堀江 988,pp.145-147;堀江
























皇帝福應裏,昭 勇大将軍 ・淮東左副都元帥 ・左衛親軍都指揮使賈忙古觸 夭覩兒,至 元十五年四月内,率 領侍衛精鋭親
軍廸北出征.於 十月内,到 於亦都山,創 立屯所.因 其山復建其城,就 其水潴以爲池.覩 其形勢險阻,雖 克國之金城仲升
之玉關,亦 何加於此.屯 駐之久,偶 因暇日,就 於射所,軍 僚參佐畢集.射 畢,賈 公日,霄 壌之問,有 物必有其名.未 有,
有其物而無其名者也.孔 子欲治衛,必 也正名.又 問官名於鄰子.蓋 以有其物而不可無其名故耳.名 之時義大矣哉.今 城
塹若此之壯麗.然 而未有其名,於 予心甚慊.僉 日,公 言甚切.然 則名何爲可.公 久之日,當 今,聖 上運應千齢,威 加四
海.茲 僕與汝等.仗 聖君神武之威,戮 力戡亂.意 以此城名 臼宣威軍,不 亦可乎.僉 日,然.告 大元至元拾伍年拾貳月有
伍日記.左 衛親軍千戸張温 ・阿塔海 ・鄰理 ・劉継英 ・玉欽 ・游進 ・劉禹 ・総管王通立石.百 戸馬聚刊,
訓読
皇帝の福麿 に,昭 勇大将軍 ・淮東左副都 元帥左衛親軍都指揮使の賈忙古鰐妖 覩兒 は至元十五年四月の内に侍衛の精鋭
なる親軍 を率領 して,北 に廸(ゆ)き て出征 す.十 月の内に亦都 山に到 り,屯 所 を創立す.其 の山に因 りて復 た其の城
を建て,其 の水に就 きて潴(た)め て以て池 と爲す.其 の形勢 の險阻なるを覩(み)る に,克(冪 充)國 の 金城 ・仲升
の玉關と雖 も亦何 ぞ此に加 わらんや.屯 駐す ること之れ久 しうす るに,偶 ま暇 日に因 りて,射 所 に就 きて,軍 僚 ・參佐
畢 く集まる.射 畢わるや,賈 公曰 く 「霄壌之 間,物 有 らば必ず其の名有 り.未 だ有 らざるは,其 の物有 れ ども其の名無
き者な り.孔 子 衛を治むるに,必 ずや名を正 さんことを欲す.又 官名を鄰子に問 う.蓋 し其 の物有 らば其の名無 く可か
らざるを以ての 故のみ.名 の時義大い になるかな,今,城 塹此 の若 く之れ 壯麗 た り.而 るに未 だ其の名 有 らざるは,予
の心に於いて甚 だ慊(う ら)み とす」 と.僉(み な)曰 く,「 公が言,甚 だ切 な り.然 らば則 ち何 れに名つ くるが可 な
らんか」 と.公 之を久 しうして曰 く,「 當今,聖 上の運は千齢 に應 じ,威 は四海 に加 わる.茲 に僕は汝等 とともに聖君
の神武の威に仗(た よ)り,力 を戮(あ わ)せ て亂 に戡(か)つ.意(お も)う に,此 の城 を以 て名づ けて宣威軍 と日
わば,亦 可な らざらんか」 と.僉 曰 く,「 然 り」 と.昏(と き)に 大 元至元拾伍年拾貳 月有 伍 日,記 す.左 衛親軍 千戸




皇帝(ク ビライ=カ ー ン)の 福麿 に,昭 勇大将 軍 ・淮東左副都元帥左衛親軍都指揮使の賈忙 古觸 夭覩兒は至元十五年
四月(西 暦1278年4月24日 ～5月22日)に,侍 衛の精鋭なる親軍を率いて,北 へ 向かって出征 した.十 月(10月18
日～11月15日)に 亦都 山に到着 し,駐 屯所 を創立 した.そ の山を利用 して城寨 を建設 し,そ の河 を利用 してに水 をた
めて池 をつ くった.そ の地形の険 しい ところを見れば,(趙)克(=充)国 の金城 ・(班)仲 升(=班 超)の 玉関でさ
えも,こ れに勝 る ものではなかろう.駐 屯す ること,長 きに及 んだ頃,暇 日,(競 技のため)射 場 に軍 僚 ・參佐がこと
ごとく集 まるということがあ った.弓 射(競 技)が 終わると,賈 公は言 った.「 天地の間,物 があれば,必 ずその名が
ある.な いもの とい うのは,そ の物があって もその名がない ものである.孔 子が衛 を治めた時,必 ず名 を正 そうと欲 し
た.ま た彼 は官 名を鄰子 に尋ねた.そ の唯一の理 由は,物 があれば,そ の名が あるべ きだか らである.名 が時勢 に合 っ
た意味を持つ というのは,偉 大なことではないか.今,城 や塹壕はこのよ うに壮麗である.し か し,ま だその名がない
のは,私 にはた いへん不満である」.皆 は言 った:「 公の言葉 はたいへん 重要である.そ れな らば何 と名付 けるのが良
いであろ うか」.公 は しばら く問をおいて言 った1「 今,神 聖 なる皇帝の幸運 は千年の時を結 び,そ の威光は四海(全
世界)を おおっている.こ こに私 めは汝等 と ともに聖君の神聖 なる武力の威光 に頼 り,力 を合 わせて反 乱 を鎮 めようと
している.私 が考 えるに,こ の城 を名づけて宣威軍 と呼べ ば,い かがであろうか」.皆 は言 った=「 そ れは よい」.時
に大元至元十五年十二月有五 日(西 暦1279年1月18日)に 記 した.左 衛親軍千戸張温 ・阿塔 海 ・郵瑾 ・劉継英 ・玉欽 ・
游進 ・劉禹 ・総管王通が石 を立てた.百 戸馬聚が刻んだ.
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中村 淳 ・松 川 節 ・松井 太
(JunNAKAMURA/TakashiMATSUKAWA/DaiMATSUI)
調査場所:ダ ルハ ン=オ ール=ア イマ クのダルノ丶ン市から東へ車で約3時 間.車 の距離計で80㎞.東 経106度42分
16秒,北 緯49度26分47秒.
調査 日時=1998年7月29日 ～30日.
調査者=松 田,村 岡,宇 野,松 川,中 村,オ チル,ダ シバ トラフ,ガ ルサ ンツェ レン.
調査 方法 ・作 業 内 容:写 真撮影者は,松 田 ・村岡 ・宇野 ・松川 ・中村 ・ダシバ トラフ ・ガルサンツェ レン.ビ デオ
撮影者は,松 川.ス チール製巻き尺,デ ジタル=メ ジャーによる計測者は,松 田 ・村岡 ・申村.モ ンゴル側 と日本側(松
川 ・中村)が,交 替で銘文 について調査.そ の後,両 者でお互いの読み を1字1字 確認する方法 を採 った.そ の際,ウ
イグル文字銘文 については松井が,パ スパ文 字銘文 については中村 が,事 前 にモ ンゴル側 より送 られた写真等 をもとに
作成 したテキス トと照合 した.銘 文はかな り高いところにもあったので,文 字の確認作業 では脚立を使用.
遺 蹟の現 況=銘 文 を有す る岩壁 は,ブ イテ ンニゴル と呼ばれる河に面する.河 幅は 目算で4-6m.岩 壁 にそって北
西か ら南東 にむか って幅3.Imの 未舗装道路がのびる.銘 文のす ぐ下か ら未舗装道路沿いに計 った ところ,宿 営地前の
キルギス=フ ールまでの距離は300m.ブ イテ ン=ゴ ルから道路 までの距離は,巻 き尺で計測 して11.5m.デ ジタル=メ
ジャーに よる計測で,銘 文のす ぐ下の道路上に立 って見える岩壁の幅は36m,岩 壁全体の幅 は665m.岩 壁の高 さは,
5mの 巻 き尺の長 さを頼 りに目算 した ところ,最 も高い場所で約16m.銘 文の書かれ ている壁面は,地 上か ら高 さ6m
の ところにあ り,真 西を向いている.岩 壁全体は,銘 文 を有す る壁面 の下,地 上高6m位 までは草が覆ってい るが,そ
れ より上は緑 もまばらで切 り立った岩肌 を見せ ている.銘 文のある壁面 自体 はかな り大 きくそ こだけ平 らであるが,岩
壁途中より生 えた木が邪魔 していて,道 路上 か らはよく見えない.ま して銘文がそこにあることはわか らない.銘 文壁
面の高 さは3,40m,幅 は中央部 で2.23m,最 下部 でL36m.壁 面 にはい くつ もの細 かな亀裂 が走 っている.壁 面の前 には
2×5.5mの 平 らな広場が あ り,最 近の ものと思 われる焚 き火あとや酒瓶,お 供えの トグルク紙幣やマッチが見 られる.
壁面は土ぼこ り等で薄汚れていて銘文は見 えに くい状態 にあ り,加 えて,銘 文の上 に木の燃 えかすで書 いた と思われる
落書 き(1998年6月13日 付け)が あったが,水 で きれいに洗い落 とす と,墨 書が浮かび出てきた.そ の他 に も岩壁の
あちこちに,赤 い顔料で書かれた青銅器時代の岩絵 とな らんで,現 代 の落書 きが見 られ る.
遺蹟 の景観:行 動記録参照.
銘文 の現況=パ スパ文字銘文の各行は,広 場地面 よ り207cmの ところ より書 き始 められる.全9行 で,1行 目の左
よ り9行 目の右までは23.5cm.銘 文の状況は,か すれたところが多 く,ま た字形が崩れてお り,最 初の数行 を除 くと
文字を読み とることもままならない.
つ ぎに従来 よ りその 存在が知 られていたウイグル文字銘文 であるが,パ スパ文字銘文のす ぐ下 に書 かれ る.両 銘文の
問には壁面 を横 断す るように,右 下 さが りの亀裂が入っている.パ スパ文字銘文の各行末尾 な らびに ウイグル文字銘文
の各行冒頭は,こ の亀裂の線 に沿 うように記 されてい る.銘 文は全ll行.6行 目より11行 は,5行 目よ り5.5cm下 に
頭 をそろえて書 かれるが,こ れは書式等 の問 題ではなく,ち ょうどこの箇所 で亀裂が下がってお り,そ れ にあわせて下
げた もの と考 えられ る.1行 目の左6cm空 けて,パ スパ文字でm6hと 記 される.第1行 は長 さ22.5cm,最 も長い第3
行 は37.2cm.パ スパ文字銘文 に比べれば,残 存状態は若干良い.
さらに今回の調査 において,従 来知 られていた両銘文の下部 より,あ らたにウイグル文字の銘文が20数 行分発見さ
れた.最 も左の行頭 は地面よ り134cm.そ のす ぐ右に,壁 面上部の青銅期時代の岩絵 を模 した墨絵が1点 確認 される.
墨絵は,横55× 縦17cmの 長方形の中に二列の点 を打 った ものである.左 列 には1点 のみ,右 列には5点 が確認でき
る.墨 絵の左側,横22× 縦2g.5cmの 空間に,確 認で きただけでIl行 の銘文があ る.そ のす ぐ右下,横22× 縦24cm
の空間にやは り11行 ほ どの銘文がある.後 者の最初の5行 は,ユ 単語ずつ.た だ し,い ずれ も墨が非常 に薄 く,単 語
が数語読み とれるかどうか とい う状態である.加 えて,テ キス トを詳細 に検討す る時間 もな く,モ ンゴル側と相談 して,
今 回はあらたに銘文が発見 された という事実 と若干の情報 のみ を報告することとした.
考 察=本 銘文の うち,ま ずパ スパ文字銘文 は,岩 壁 にパスパ文字 で記 された もの としては,現 在の ところ唯一の もの
である.ウ イグル文字銘文は,タ イハル大岩 とイフ=テ ンゲリン=ア ム とに確認 されている.い ずれ も,青 銅器時代 から
現代にわたる 「落書 き」が同時 に存在する とい う共通点 を持 ってい る.し か しなが ら,タ イハル大岩の銘文はいずれ も
短 く,判 読に苦 しむ ものが多い.一 方,イ フ=テ ンゲリン=ア ムの銘文は,行 動記録に もある通 り,近 年に上書 きされて
いるこ とが確認 されてお り,原 状 を回復する ことがで きない限 り,研 究す る価値 を持 たない.こ のような状況下で,ウ
イグル文字銘文が出現 した意義は大 きい.
さて,本 銘文 は,オ チルが文字を記 した岩が あるとの情報 を頼 りに現地付近 を探索 した結果,発 見 された ものである.
その存在 は,1998年 にウイグル文字銘文な らびにパ スパ文字銘文のアイ=コ ピー とどもに報告 された(0朋p1997).オ チ
ル自身はこれまでに も3度 の調査 を試 みてお り,今 回で4度 目になるという(第1次;1980年,第2次=1986年,第
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3次=1997年).ち なみに,Oq叩1997に 掲載 され るアイ冨コピーは,第3次 調査の際 に同行 したガルサンツェ レンら
が銘文 の上 に透明のシー トを直接 かぶせ,そ の上か らなぞった ものである.ま た,調 査前 に日本側 に郵送 された写真 は,
同 じく第3次 調査の際に同行 したカメラマン によって,夕 方か ら夜にかけ て撮影 された もの.テ キス トが発表 されるの
は,今 回がはじめてである.
従来 よりその存在 を確認 していたパスパ文字 の銘文 とウイ グル文字の銘文 は,現 物 に接 して見る と,墨 の濃 さや筆の
太 さ等 より見て,同 一人物の手 によって書か れたものであると考え られる.ウ イグル文字銘文の第1行 左 に書かれたパ
スパ文字m6hは,上 部のパスパ文字銘文 の第1行 の書 き出しmohと ほぼ同 じであ り,字 形 も酷似 してい る。おそ らく
銘文の筆記者は,ま ず現在 ウイグル文字銘文 があるところにパスパ文字で銘文 を書 き記そ うとしたが,何 らかの理由で
m6hと のみ書いて一旦,筆 をお き,あ らためてその上側 にパスパ文字銘文を書いた.つ いでウイグル文字の銘文 を書い
たものと考 えられる.こ の点に関 して,モ ン ゴル側,日 本側 ともに見解が一致 した,そ うであるな らば,片 方がパスパ
文字で書かれている以上,両 銘文の作成 は,パ スパ文字制定の年である1269年 より後の もの とい うことになる.
すでにその存在が知 られていたパスパ文字 ・ウイグル文字銘文は両者 とも,聖 旨Garliγ)等 に見 られるモ ンゴル時代特
有の冒頭定型句 が確認 される.た だ し,パ スパ文字銘文では,聖 なる単語 が改行平 出されない場合があ るのに対 して,
ウイグル文字銘文ではそれがな されているという相違点がある.ま た,パ スパ文字銘文の冒頭は,ほ ぼ聖 旨 σarliγ)の冒
頭定型句通 りで あるのに対 して,ウ イグル文字銘文の方は,皇 帝以外の発 令文に見 られる定型句 となっている.筆 記者
が同'じであるこ とは まず間違いないが,と す れば,両 者の問にこのような違いが存在すること自体,興 味深 い.次 の段
階 として,内 容 の比較 を行ないたい ところで あるが,残 念なが らパスパ文 字銘文については,比 較 に供 するだけのテキ
ス トを提供で きない.た だ,ウ イグル文字銘文第5行 にi16inを 読 むことはモンゴル側 ・日本側 とも一致 している.そ れ
に対 して,パ スパ文字銘文第8行 に,中 村は現地においてeldと 読む案を示 した.中 村 の意見に対 してモ ンゴル側は判
断を保留 したが,も しこの読 みが正 しければ,こ こに両者を結びつける手がか りが もう一つ得 られたことになる.
おそ らくは,こ れ らの銘文は,何 らかの公務 を帯びた使臣(ilの が,途 中ここに立ち寄 って記 してい った 「落書 き」
であろうと思われる.し か しなが ら,落 書 きであるか らといって捨 て置かず,さ さやかな手がか りを も見逃 さず,研 究
してい く姿勢が必要であろう.今 後,我 々に課 された責め としたい.
なお,新 たに発見 された銘文 については,筆 致等か ら見て,複 数の筆記者が書いた ものと思われ る.た だ し,い くつ
の文章か らなっ ているのかは,判 然 としなか った.パ スパ文字銘文 ならび に先 のウイグル文字銘文 とは,い ずれ も異な
る手 になるものと判 断 した.
研究=OqMpl997.




























カ ー ン の お お せ.・ ・
使 臣(?)・ ・ ・ …
語注
01=mohのo字 の まん中に6を 示す線 を確 認で きなかった.ウ イグル文字銘文の左側 に記 されたパスパ文字はnl6h.
また,文 脈上,moh-k`aと 綴 られるはずであるが,一k`a字 は確認 されず,ス ペースもない.
Ol・04=皇 帝の発令文である聖旨(∫arliq)の冒頭定型句 は,発 令文原物 では必ず3行 で書かれる.し か し本命文では,原
則通 り聖なる語 が改行平 出されず4行 にわた っている.そ の他,綴 りにも例外的な ものが見 られ る.例 えば,典 型的な
冒頭3行 を有する少林寺聖 旨碑 第4截(中 村 ・松川1993,ppl48-49)と 比較 してみると,第4截 第1行 にk`u一こ`un-d`ur
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とあるのに対 して本銘文第2行 ではk`u一こ`un-t`ur,第4截 第2行 に ・i-h・an・durとあるのに対 して,本 銘文第3行 にでは'i-
b註・an・durとなっている.ま た,第4行 目q・anujar-Lq=qan-uj副iqに 属格が現れるの も例外的である.
05・09=こ こに示 したTransliteraUonは,あ くまで可能性が高い ものとい う程度である.唯 一8行 目冒頭にようや く'e↓
ご`iニelδ と読 んだが,た だ し前述の通 り,こ の案に対 してモ ンゴル側は判断 を保留 した.ま た,モ ンゴル語で記された
発令文にはel乙inと 複数形で出て くるのが普通であるが,こ こでは次の文字要素が 一nで あるか確定で きなか った とい う
問題点 もある.




















カアンの威福 に,私,卑 小に して劣悪 な
文書(を?)こ の・… 岩壁
に文書 を書 いて,深 く知 らしめ,地 神 ・天神がいる,
善 き兆 しがあるので,き まりによって行 く使臣 として
行 くものたちは,見 て・… して行 くように.






1・2,mΩngketngri・yink並 衡n・ゆrqaγan・usuu・ 釦r:こ の冒頭定型句 については,中 村 ・松川1993,p.16;松 川1995,pp。
38.40を 参照.
2,6配kenmaγui:「 小 さく悪い;卑 小に して劣悪 な」.現 地で実見 したところ,最 初 の語は"こWNWK:'Nと 書かれて
いた.し か し,こ こでは66Uken「 小 さい」 と転写 したオチ ル説を支持 したい.な ぜな ら,書 記 や書写者 が自らを卑下 し
て 「小 さ く悪い;卑 小 にして劣悪な」 と称 す ることは,ト ゥルファン出土 のソグ ド語文献 ・ルーン文字古 トル コ語文献
や9～10世 紀敦煌 出土 ウイグル語文献 など,モ ンゴル時代以前の中央アジア諸文献に頻見するか らである(MOTH,No.
5,line58;吉 田1993,pp.132-133;森 安1997,p.51).
4,γ訂artngri=tngri命 令文 をは じめとして多 くのモ ンゴル時代文書では,tngri「 天」 は 「聖なる語」 として抬頭 され
るが,本 処ではその扱い を受 けていないのが留意 される,
5,さaγ啝n=オ チルの読みに従 うが,こ の語 は13～14世 紀 の文献 には在証 されてい ない.
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松 田孝 一(K6ichiMATSUI)A)
調査場 所1ア ルハ ンガイ=ア イマクのエルデネマ ンダル=ソ ムの中心 より南へ9㎞,車 で約13分 のバ ルガスニ=タ ル.
北緯48度28分,東 経101度20分.
調査 日時:①1996年8月29日;②1998年8月8日 ～10日.
調 査者=① 松田,松 川,松 井,オ チル;② 松田,村 岡,宇 野,中 村,松 川,オ チル,ダ シバ トラフ,ガ ルサンツェレ
ン.
調査 方法 ・作 業 内容:① 遺蹟のGPS計 測,穴 の分布調査;② 遺蹟測量,瓦 ・レンガの採集(全 員),写 真撮影(松
川),ポ ラロイ ド写真記入(宇 野),ビ デオ撮影(松 川).
遺 蹟の 現況:遺 蹟 は,唯 一高い城壁 をもつ第1城 址 のほか,把 握 した限 りで,第1城 址 の外 に低 い土塁の遺蹟がお
よそ12ヶ 所に展開 してい る.計 測できなかった広大 な集落;址も存在する.第1～ 第8遺 蹟の位置は地図上に表記 した.
略測では,第1城 址の城外北西,第3城 址北東壁外側に立 っている鹿石(高 さ164cmの 四角柱,底 部やや上 で28×29
cm,頂 部やや下で26×32cm)を 規準点 として各遺蹟の位置 をデジタル=メ ジャーで計測,記 録 した.鹿 石 は,第9遺 蹟
のマウン ド最高 点 と第3城 址のマ ウンド最高 点(両 点は航空写真で判定)を 結ぶ線の延長上 にあ り,か つ また第3城 址
の北東壁 よ り425mの 地点 に位置す る.
【第1(遺 蹟)城 址】
(1)城 壁:第1城 址の方形の中心軸 は磁北か ら西 にずれた方向 を向 く(北 西壁で北60度,北 東壁で北144度,南 東
壁で北238度,南 西壁で北316度).Platelgcに示 した ように,高 い城壁で囲まれ,各 面 の壁の四隅 には土塁が高
まった頂点がある(こ こに角楼があった とされる).そ こか ら土塁は裾 までなだ らかに傾斜 している(各 約20m).
壁の端 と端 の問 を航空写真か ら読 み取 ると,北 西壁340m,北 東壁375m,南 東壁340m,南 西壁375mの 四角形.4隅
の頂 点間の実測値 は,北 西壁307m,北 東壁333m,南 東壁305.8m,南 西壁335.8m.南 東壁 の南端付近 の土が深 く抉 ら
れてお り,そ こで計 った城壁の幅は8m.抉 られた城壁の土盛 りの断面 に版築構造 が見 え,又,そ の付近の城壁表面
に黒いレンガが積 み上げ られているのが露頭 している.
(2)城 門:城 壁各面 の中央に1つ ずつ,合 計4門 が設置されてい る.門 は,出 入 りに使用 される門道 とその両側の城
壁の高さに積み上 げ られた石 の門壁で構成 されてい る.各 門へ は,城 外か らスロープで なだ らか に高ま り,門 道床面
は,内 外の地表面 より高い.門 の外側では,土 が石積みの下部 を埋めている.4門 の うちで,南 東門だけが比較的石
積みが よく残 ってお り,北 東 門では北側の外面の石積みだけが頂点 まで建っている(こ の石積 みを横 か ら見る と,板
石 の間に石灰,し っ くいが塗 り込まれて石 が接着 されている技術 を観察することがで きる).北 東門の石積 み以外の
部分や,南 西 門と北西門は崩れたままである.南 東門の門道の側面の石積 みの幅は340cm(東 側)～367cm(南
側),高 さは城壁 の内側で323cm(東 側),315cm(南 側).城 壁 の外側 の計測で,石 積 み頂点か ら門道の床面ま
で6王cm(東 側),173cm(南 側).南 東門の門道の幅 は646cln(外 側),840cm(内 側)で,城 壁 内側で広 くなっ
ている(MssP,p.76,fig.52).
(3)城 内遺蹟 配置:城 址 内には,南 東門か ら北西へ まっす ぐにのびるレ ンガ道があ り,そ の北西に,最 大の中央マウ
ン ドを含めて4ヶ 所 のマ ウン ドが北西門の方向へ並 んでいる.こ の並びが城址の中心軸である,こ の他,城 址内には,
中央マウン ドか ら見て,南 隅 方向に大小2個,西 隅 と北東 に1個 のマウン ドがあ り,北 隅に近 いところに窯址があっ
た.ま た,マ ウン ド上 に瓦 ・レンガ ・礎石 が残存 し,マ ウン ド以外の ところに も立石が あ り,放 置 された石 も見 られ
る.
(4)レ ンガ道か ら南マ ウン ド:レ ンガで舗装 された道(幅5.6m,長 さ174m)の レンガは薄 く表土に覆われている.
レンガ道の北西端 に南マ ウンドがある.こ のマ ウン ドは,大 きな方形(裾 の一辺16m程 度,高 さ23m,マ ウン ド上
の北西辺11.6m,南 東辺H.3m)か ら,北 隅の角の小 さな方形(南 西辺1.2m,南 東辺4.3m)が 取 り去 られ た形になっ
ている.裾 は南東側でなだ らかなスロープ(傾 斜面10.3m)に なっている.マ ウン ド上の南西部 に少 し地面が方形に
高 まった ところがある(高 さ50cm).そ こに4個 の礎石が,不 規則 に残 され ている.そ れ以外に10個,さ らに南
東側や北東側の裾に3個,合 計17個 の礎石 が南マウン ドとその付近 に残 っている.普 通 の瓦,緑 釉瓦が残 っている.
「王」字 に似 た浮 き彫 りマーク(壬)入 りのレンガ1個 がマ ウンド南西端にあったが,別 の場 所か ら持 ってこ られた
ものであろ う.
(5)中 央マウン ド:南 マ ウン ドの北西に中央マウン ドが ある(両 マウン ドの端の裾か ら裾 までの距離15.7m).両 マ
ウン ドの間の空間に柱石が1個,空 間 を南西へ のば した場所,中 央マウン ドの南方向に さらに1個 ある.位 置 は,パ
ルシの図面を参照(MSSP1912,p.75).中 央マ ウンド(裾 の一辺30m程 度の方形,高 さ3.65m,マ ウン ド上の南西辺
玉8.5×南東辺185m,マ ウン ドの下の南西辺29.6m,南 東辺28.7m)は 発掘 を経てお り,マ ウン ドの南東側のの り面の
土がはが されている.マ ウ ン ドの土台 となった,レ ンガの3段 の階段状の積 み上げ とさ らにその下の土台の積み石が
露頭 している.取 り除け られた レンガはマウン ドの西側,南 側 に何 ヶ所かに小 山に積み 上げ られている.「 卍」の浮
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き彫 りマークの入ったレンガが ひとつ見出された.発 掘 は南東側のの り面の北西裏側,す なわちマ ウン ドの上面で も
行われてお り,そ こ も掘 られた ままに残 され,も ともと土中に埋 まっていた礎石6個 が 露頭 している.そ れ らから,
このマウン ドが,か つて建築 物のあった もとのマウン ドの外側 に板石 を積み,そ の上 に レンガを重ね,さ らに版築で
土 を被せた構造であることが窺われる.普 通の瓦(丸 瓦 もある),緑 釉瓦がある,た だ,緑 釉瓦の数は少 ない.
(6)小 マ ウン ド:中 央マ ウン ドか ら,中 心軸上 を北西へ,土 盛 りの道(幅7.9m,長 さは中央マウン ドの上面か ら16.O
m)が のび,そ の先 に小マウン ドがある(高 さ1.22m,マ ウン ド上の南西辺10.7× 南東辺12.9m).小 マ ウン ド上に
礎石が9個 残 されてい る.普 通の瓦以外 に緑釉瓦 もあった.
(7)北 マ ウン ド:小 マ ウンドの北西に北マ ウン ド(裾 の一辺20×175m程 度,高 さ2.3m,マ ウン ド上の南西辺102
m,南 東辺10.1m)が ある.マ ウン ド上には普通 の瓦が残 っている.北 マ ウン ドか ら北西門までは57.4m.北 西門の
城外 に低いマ ウン ドが一つ見 える.
(8)南 小マウン ド:中 央マウン ドの南の柱石か ら南1L3mに 小 さい不定形(円 環 を半分 に した勾玉形)マ ウン ド(5.9
×9.9m)が ある.地 表に レンガが大量に散乱 していた.
(9)南 隅マウン ド:航 空写真か ら判読 した地図の数値で,裾 が南西辺45m,南 東辺275m,マ ウン ドの上の南西辺35
m,南 東辺20m.高 さは約2m.瓦 ・レンガな どが残 されている.一 部分発掘の跡があった.こ のマ ウン ド外 の南西
側 と南側(第1城 址の南西壁,南 東壁 を2辺 とし,さ らに北西辺39m,北 東辺80mの 四角形の範囲)に は礎石が大小
16個,乱 雑 に転がっていた.一 つ所 に固 まらず,あ たか も地表に星座を描 くように散在 している.マ ウン ドの上下
に普通の瓦があ り,緑 釉瓦 はない.
(10)西 隅マウン ド:高 さは極めて低い。
(ll)北 隅側マ ウン ド:高 さは極 めて低 く,計 測不能.マ ウン ド上の北辺7.58m,東 辺47m,南 辺7.2m,西 辺5.9m.普
通の瓦,緑 釉瓦 ・レンガが残存 してい る.
(12)北 東隅の窯址:二 つの円形マ ウン ド(直 径11.8mと 長径9m× 短径7m,端 か ら端 まで22.2m)が 接合 した形 と
なっている。それぞれの円の中に半 月形の窯の縁 と思われる薄茶色の部分が露頭 している。
【第2(遺 蹟)城 址1第1城 址の南方向 に第2城 址がある(第1城 址 の南 隅頂点か ら城址内のマウン ド礎石(図 面礎石
配置の右端,上 より)ま で,北212度,376.6m).低い土塁の壁(北 西壁ll8.8m,北 東壁14g.6m,南 東壁ll4.6m,
南西壁157.4m,幅6.8m,高 さ0.4m)が 方形 に囲んでいる.北 西壁は北58度,北 東壁は北144度,南 東壁 は北236
度,南 西壁は北328度 の方向.北 西 と南東 と南西壁の各中央外側には 「へ」字型 の土塁の突起あるいは独 立の土塁が
ある.北 東壁 にそれは見えない.北 東壁の北部分(北 端 よ り24.4m)に レンガで地面 を舗装 したところ(幅10m)
があり,城 壁内に続いている.中 央 に円形 のマ ウン ド(外 接四角形東西29.1m,南 北30.3m,高 さ1.25m)が ある.
マウン ド上には6個 の礎石が配置 され,普 通瓦,緑 釉瓦 も残 っている.中 央マウン ド及 び中央のマウン ドか ら北西の
壁 までの地表,北 西壁,南 西壁の西端か ら中央 までの部分に瓦 ・レンガが落ちている.城 址西端 か ら外へ11mの と
ころに大 きな円石(直 径1.04m～0.95m)が 地表 に見えている.
【第3(遺 蹟)城 址】第1城 址 の北西方向に第3城 址がある(第1城 址 の北西門から北252m,鹿 石 からこの第3城 址の
北東壁 まで425m),低 い土塁の壁(北 西壁128,8m,北 東壁133.3m,南 東壁124.4m,南 西壁126m)が 方形 に囲んで
いる.北 西壁 は北40度,北 東壁は北130度,南 西壁は北315度.北 西壁 と南東壁には切れ 目(北 西壁 の西端か ら
58.8m,北 端か ら60m,幅10m,南 東壁の東端か ら78.4m,南 端か ら36m,幅10m)が あ り,こ こが門である.城 趾中
央(南 東壁か ら70m,南 西壁か ら30.5m,北 西壁か ら35m,北 東側 のマウン ドか ら32m)に,円 形マ ウン ド(外 接四
角形北西辺34,4m,北 東辺18m,南 東辺305m,南 西辺23m,高 さL2～1.35m)が ある.マ ウン ド上に礎石が6個 配置
されている。普通瓦 と緑釉瓦が残 されている.中 央 マウン ド北東側(北 西壁か ら41.5m,北 東壁か ら8m,中 央マ ウン
ドか ら32m)に 小マウン ド(内 接 四角形,北 西辺185m,北 東辺16.5m,南 東辺18.5m,南 西辺18m,高 さ0.55m)が
ある.中 央マウン ドの南側,南 隅付近 に2個 の石が残 されてい る.
【第3(遺 蹟)城 址の北東側のマウン ド(図 面省略)】 第1城 址か ら419m,第3城 址か ら7m,鹿 石 の北270度,19m
に円形 のマ ウン ド(直 径26m,高 さ0.725m)が ある.マ ウン ドの外 に石が1個 残 されている.
【第4(遺 蹟)城 址】第1城 址 の北800m(航 空写真 から判読)に 第4城 址がある.第4城 址には,申 央の主城址 とそ
れよ り小 さい規模 の城址等 の遺蹟が,主 城址 の北東壁 と南西壁の外側にある.
(1)中 央の主城址:周 囲 は,低 い土塁(高 さ40～50cm,南 東壁で幅3.5m程 度)の 城壁(北 西壁170m,北 東壁186.5
m,南 東壁157m,南 西壁204m)で 囲まれている,北 隅は外へ張 り出 した不定形の部分(22×39.5m)が ある.北 西壁
と南東壁の中央 に切 れ 目(南 東壁は東隅か ら72m,幅10m,北 西壁 は西隅か ら65m,幅10m)が ある.こ の2ヶ 所の
切れ 目を結ぶ中心軸上 に3個 のマ ウン ドが並 んでいる.
①南東マウン ド(南 西辺15m,南 東辺25m,高 さ90cm)の 上 には礎石が12個 整然 と並 んでお り(礎 石 間各3m,中 央
のみ1ヶ 所4m),南 東側のマウン ド下で,マ ウン ドに接 して2本 の柱石がある.マ ウンド上 に普通の瓦,緑 釉瓦
が多数残存 し,レ ンガが散乱 している.
② 中央マウン ドは,北 西側の大方形マウン ド(32×32m,高 さ 藍.7m)の 南東端中央か ら,小 方形マウン ド(南 西辺12
m,南 東辺14m)が 南東側へ凸型に突 き出 した形で付属 している.大 方形マ ウンドには4個 の礎石が整然 と正方形
(270)
1、丿レホ 丿レ=ノ 、ン 遺 蹟
(25×24～25m)を 形づ くって配列 され,南 東辺の両端 よりに各1本 の立石がある.突 き出た小方形 マウン ドの南東
辺の両端に も各1本 の大柱石が立っている.普 通の瓦 と緑釉瓦が残 されている.
③北西マウン ド:中 央マ ウン ドの大方形マ ウン ドの北西側 中央か ら中心軸上 を北西へ渡 り廊下風 に土塁(幅3m,長 さ
22m)が のびてお り,そ の先 に正方形マウン ド(19.5×19.5m,高 さ1.4m)が ある.マ ウン ド上(北 西辺13m,北 東
辺12m)に は12個 の礎石 が整然 と並んでいる.
④脇マ ウン ド:上 記 の中心軸 の3個 のマウン ドの両側 に等 間隔に離れて,片 側各4個,計8個 の方形マウン ド(一 辺
10～20m,高 さ60～110cm)が あ り,全 体 として11個 のマ ウン ドは左右対称形に配置 されている.そ の他 に南部
分に1ヶ 所(発 掘 された ような直径5mの 穴がある),南 西壁の土塁上(南 隅か ら22mの 位置,長 さ12m,幅 は
城壁 より広い)に1ヶ 所,北 東壁の土塁上(東 隅から92mの 位置,長 さ28m,幅 は城壁 より広い)に1ヶ 所,北
隅に1ヶ 所のマ ウン ドがある.
⑤残置礎石等:中 央大方形マウン ドの東 と南(中 心軸の左 右対称 の位置付近)の 平地面,一 部は マウン ド上に,そ れ
ぞれ礎石が11個,9個 残置 されている.別 に北東壁 と脇 マウン ドの問に礎石1個,石 臼2個 が残 されてい る.主
城址の外 に,中 央に窪み を掘 りこんだ石(長 さ1.7m,両 端幅51～435cm,高 さ24cm,窪 みの中央部の幅26cm,長
さ1.4m,深 さ14cm)が ある.
(2)北 東城址:上 記の主城址 の北東側 に低い土塁で囲まれた方形の小城址(北 西壁91m,北 東壁86m,南 東壁83m,
南西壁86m)が 付属 している,南 西壁 は主城址の北東壁 の一部 と共通である.4壁 の各辺中央 に,1個 ずつの方形
のマウン ドを配置 し,中 央部分 に中心マウン ド(北 西辺25m,北 東辺34m,南 東辺22m,南 西辺34m,高 さ1.2～2.05
m)が ある.城 壁 上のマウン ドのうち北西,北 東,南 西の ものは,城 址 内 にはみ出 し,南 東壁上 のマ ウ ン ド(南 西辺
16m,南 東辺18m,高 さ1m)は 城壁外 にはみ出す配置である.礎 石 は,北 西壁のマ ウン ド(南 西辺15m,南 東辺15
m,高 さ α7m)に は残 されていない.北 東壁 のマ ウン ド(南 西辺28m,南 東辺15m,高 さ0.8～0.95m)と マウン ド外
に各1個,南 西壁のマウン ド(南 西辺31m,南 東辺13m,高 さ0.9m)と マウン ド外にそれぞれ3個 と8個,南 東壁の
マウン ドに7個 があ り,中 央 のマ ウン ド上の北西辺の両端に各1本 の立石がある.中 央 のマ ウン ドには普通瓦 と緑釉
瓦が残 されている.こ の小城址 の北壁 の西端か ら22mに 北へ さらに城壁の続 きの土塁がのび(39.5m),主 城址 の土塁
の北隅(不 定形)と なっている.
(3)南 西遺蹟(図 面省略):中 央 の主城址の南西 に付属す る遺蹟は,主 城址南西壁上のマウン ド(南 西辺16m,南 東
辺18m,高 さ0.6m)の 他 に,方 形マ ウンド(南 西辺15m,南 東辺14m,高 さ0.45m),さ らに土塁 と不定形のマウン
ド3個 が複雑に分布する区画(南 西辺105m,北 西辺34～39m),及 び土塁で囲まれた一画(南 西壁38m,南 東壁51
m)が,北 西辺1iOm,南 西辺105m程 の範囲に展開 している.
【第5(遺 蹟)城 址】第1城 址の北方向に第5城 址がある(鹿 石 より北64度,266m,第1城址の北隅か ら450m,航 空
写真測量地 図で,第1城 址北端 よりマ ウンド中央 まで415m).低 い土塁の壁(北 西壁96.7m,北 東壁91.3m,南 東壁
101m,南 西壁96.7m)が 方形 に囲んでいる.北 西壁は北52度,北 東壁は北140度,南 東壁 は北230度,南 西壁は北
320度 の方向.北 西壁 と南東壁の中央 に切れ 目(北 西壁は,北 端か ら44.4mの ところか ら幅9m,南 東壁は,南 端か
ら43mの ところより,幅8m)が ある.城 址中央(北 西壁か ら40m,北 東壁か ら35m,南 東壁か ら31m,南 西壁か ら
34m)に 円形マ ウン ド(内 接六角形,北 辺か ら22,16,8,20,17,7m,高 さ15m)が ある.マ ウン ド上 に3個,マ ウン
ド外の南側 に2個 礎石 が残 されている.城 址北端か ら北へ23.7瓜 さらに北西へ26.5mに,大 きな石が1個 ずつある.
普通瓦が残 されているが,緑 釉瓦 は発見されなかった.
【第6(遺 蹟)城 址】第4城 址の西方向に第6城 址がある(鹿 石の北400m.航 空写真測量地図で,第1城 址北西門か
ら第6城 址の中央マ ウン ドの南角 まで704m).低 い土塁の壁(北 西壁207m,北 東壁170m,南 東壁168m,南 西壁
210m)が 方形に囲 んでいる.北 西壁,北42度,北 東壁,北132度,南 東壁,北219度.城 址 内に3個 のマ ウン ド
が並ぶ.南 マ ウンド(マ ウン ド上の北西辺13m,北 東辺23m,南 東辺20m,南 西辺15m,高 さ0.805m),中 央マ ウン
ド(マ ウン ド上の北西辺35m,北 東辺20m,南 東辺35m南 西辺20m,高 さ0.9m)は 方形 のマ ウン ドで,北 マ ウン ド
は,不 定形(南 東部分23～24×11mの 方形 と北西部分22.5×12.5m,高 さ0.5mの 一部分 欠けた方形が接 している)
である.こ の3個 のマ ウンドの西北側に土塁に区切 られた区画がある.ま た,こ の遺蹟の北西壁の外側49mの とこ
ろに低い土塁で囲まれた区画(北 西辺36m,北 東辺22m,南 東辺36m,南 西辺22m)が ある.
【第7(遺 蹟)城 址】第4城 址の北方向に第7城 址がある(鹿 石 から北20度 の方向850m,航 空写真測量地図で第1城
址の北西門か ら第7城 址 の南端 まで1080m).低 い土塁の壁(北 西壁50m,北 東壁63.6m,南 東壁52m,南 西壁65.6
m)が 方形に囲んでい る.城 址内中央(北 西壁か ら29m,北 東壁か ら 董7.3m,南 東壁か ら16m,南 西壁17.3m)に マウ
ン ド(北 西辺17.3m,北 東辺19.3m,南 東辺15m,南 西辺20m,高 さ0,96m)が ある.
【第8遺 蹟】第5城 址の北東方向に第8遺 蹟がある(航 空写真測量地図で第1城 址北西門か ら北60度 の方向825m).
この遺蹟は主マ ウン ド(北 西辺28m,北 東辺18m,南 東辺29m,南 西辺20m,高 さ0.8m)と その南東辺側に位置す る
2個 の小 さなマウン ド(主 マ ウン ドの東12mの マ ウン ドはll～125mの 方形,高 さ04m,主 マ ウン ドの南東8mの
マ ウン ドは,一 辺95～125mの 方形,高 さ0.5m,2個 の小 マウン ドは12m離 れている),合 計3個 の土塁で構 成
される.現 地では気づかなか ったが,航 空写真 を詳細に検討すると,こ のマウン ドは,大 きな土塁の壁(325×125m)
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に囲 まれている一画の中央 やや北西 よ りに位置 しているように見 える.
【第9遺 蹟】第3城 址 中央マウン ドか らこのマ ウン ド(40.4×15～21.7m,高 さ0.4m～1.25m)の 最高点 まで北218度,
295m.レ ンガが散乱す るが,瓦 はない.
【A遺 蹟】鹿石 から北東400m.直 角に曲がる148mと135mの2本の土塁の内側にある2個 のマ ウン ド(14×10m,高
さ0.55mと10×10m,高 さ0.5m),及 び土塁か ら14m離 れた ところにある土塁(17×12m)で 囲 まれた一画 とそ こか ら
さらに13.5m離 れたところの円形 のマ ウン ド(直 径9m).Plate19cに 略図のみ示す.
【B遺 蹟 】鹿石か ら,北34度,78mの 遺蹟.低 い土塁の壁(北 西45m,北 東48m,南 東45m,南 西48m)が 方形に囲
んでいる.Platelgcに 略図のみ示す.
【C遺 蹟】第 ユ城址 から真北 のハヌイ河の岸辺にある2個 の土塁(30Xl4m,高 さ1.05mと19×13m,高 さ0.9m).2個
の土塁 は一本の ものが途中で問が切れている.普 通瓦のみで,緑 釉瓦はない.Plate19cに 略図のみ示す.
【窯址】第1城 址内の窯址 以外 に,鹿 石の北西100mほ どのところに,窯 址があ り,焼 けた残滓が あった.
【独立大石】第4城 址の中央 マウン ドの南に凸型の小方形マウン ドの南東辺の両端各1本 の大柱石の南柱石 より北241
度,220.4mの 地点 に大石(直 径125cm)が ある.
【集落址 その他 】第1城 址の北東門の北東方向,第5城 址,第8城 址の南 東方向には集落址 があ り,土 塁で区切 られた
おびただしい区画が存在する.広 大 なために測量 はGPS測 定のみ.そ の他,Hatelgaに おいて10と したマウン ド,
同 じく11と した城址 も存在することが航空写真 から判 明す る.ま た北西門の外す ぐにも小マ ウン ド(Hatelga,12)
がある(未 測量).
遺 蹟の景観=行 動記録参照.
図 面:ラ ドロフの遺蹟 プラン(Atias,pl.LXIII)と スケッチ(Atlas,pl.LXVIII)が あ る.ラ ドロフは,こ の遺蹟地図pL
L)qHの タイ トルを 「フニン河(XyHblHbro∬)沿 岸の遺蹟図」 と誤 って記 している.正 しくは,「 ハヌイ河(XaH頭ro皿)
沿岸」 とすべきところ.遺 蹟プランでは,第1・3・4・5城 址 を載せる他,集 落址の分布の表現が優 れている.ス ケ ッ
チは,第4城 址 か ら見た,第1城 址の遠景,第1城 址 内の北マ ウン ド・小 マ ウン ド・中央マ ウン ド,さ らに南東門を含
むシーンのスケ ッチ,第4城 址 の中央マウン ドの凸型張 り出 し部分 を前か ら見た景観 第1城 址の礎石.ま た,パ ルシ
の図面 ・報告が ある.第1城 址の遺蹟 プラン と中心軸上の南西門,南 ・中央 ・小 ・北マウン ド,礎 石の スケ ッチ を載せ
ている(MSSP,pp.75-76).
1994年 の予備調査では山上 か らのスケッチを描 き,第1城 址の全体像 を把握 した(Plate19c).ま た1998年 の現地で
の略測の記録に基づいて,各 城址 ・遺蹟の個別の図面 を作図 し,そ れ らを一覧 としている(Plate19b).さ らに,モ ンゴ
ル国国土地理院 よりオチ ルが正式入手 した遺蹟一帯の航空写真 をもとに可能 な限 り名遺蹟(第1～9)の 位置 を確認 し,』
その位置に上記 の個別遺蹟の略測図を貼 り付 けたものである(Plate19a).
今後,図 面 ・地図の精度 を上 げる追加情報が期待 され,ハ ルポル=ハ ン遺蹟の完全なプランが提示 される必要が ある.
考 察:第1城 址 は中央マ ウン ドの発掘跡に見 られるようにレンガが積 み上げ られた下層 には,大 きな礎石(55×50cm,
77×77cm)が 埋 まっている.も との建築物の床面は現在のマ ウン ドよ りも低かったということになる.オ チルは,上 層
は16～17世 紀,下 層 は13～14世 紀 との仮説を述べ た.上 層 にあるレンガの積 み方は,ツ ァガン=バ イシ ン(17世 紀初
頭)の レンガの積み方(Atlas,p1.LVIIを 参照)と 酷似 しているところがある.し たがって,レ ンガ積 みの上層部分の建
築がおよそその ころの ものとする仮説 には妥 当性がある.モ ンゴル時代の特色を示す緑釉瓦は,中 央マ ウン ドには少な
いが,そ の他の 中心軸上 の各マウン ド,東 マ ウン ドなどには多数存在 してお り,モ ンゴル時代 の建築物 が第1城 址に も
ともとあった ことは確実である.中 央マウン ドの下層 を13～14世 紀の建築址 と比定する仮説は,今 後十分に比較検討
し,比 定がなされなければならないが,妥 当な ものであろう.
ポターニン(nσraHMH)は1893年 の 『西北蒙古誌』の中で,こ の遺蹟について,こ の地 出身のチ リン ドルジ とい うザ
イン=シ ャビか ら,ハ ヌイ河の南岸 に粘 土造 りの房子 と耕地の址が拡が り,遺 蹟地帯中央やや南 にウラン=バ ルガス(ハ
ルポル=ハ ン遺蹟の別名)と い う城壁都 市址 があ り,地 面から種 々の鉄製 品を掘 り出 した こと,そ の都市 に住んでいた
ハ ンは首都 を北京 に移 したとい う伝説,都 市傍 らにイフ=ノ ール湖,塩 湖ザ ブィス ト=シ ャン ド湖 があ り,も とこの湖に
は塩がなかったが,ハ ンが馬車1000台 の塩をゴビのジャンジ=ベ イセ旗のボルブ湖か ら運 び,塩 湖 となった との伝説 を.
聞いたことを記録 している(ポ ターニ ン1945,pp.154-155).
パルシは1909年 に北 モンゴルの調査 でハルポル=ハ ン遺蹟(Khara㎞uluKhanBalgas)を 訪れ,主 として第1城 址 につ
いて詳細な記録を残 した(MSSP,pp.75-77).城 址 は,イ フ=ハ ヌイ=ノ ール湖近 く,サ イ ド=ワ ン廟(位 置不明)の ほぼ
真北.354×308mの 長方形の城壁,4隅(東 西南北)に 楼 閣(角 楼)址,各 壁中央 に1門.北 西 門近 くに建物群遺址
(中心軸上の遺蹟 のこと).南 と西の角楼の 傍に建物址(南 隅マ ウンド,西 隅マ ウン ドのこと).城 壁 は,焼 成 レンガ
で建築,幅 約15m,高 さ約2m.角 楼 は瓦葺 きと推定.各 門の補強に,石 灰 モルタルのス レー トを積み,し っ くいを塗っ
た板石で作 られ た4本 の支柱があ り,そ の間 をレンガ積みがうめる.北 西 門の傍の建物群の中でいる最大 のもの(中 央
マウン ドの こと)が もっともよ く保存 され,そ の廃墟は28.72×28.70m,高 さ約3m.側 壁 の厚 さ約70cm(マ ウン ドの
外縁の厚 さを計測),外 側 は焼成 レンガ,内 側は 日干 しレンガ積み.こ の北西 に小 さな建物があ り,高 さ約1mあ まり
の堆積が残る.堆 積の平 らな表面に7個 の四角形 の石,柱 礎 と推定.南 西端の堆積 の表面は,も っとも外 の柱 を越 える
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まで続 くので,南 西端 に戸 口があった と考 えられる.建 築群址の もっとも外側(北 マ ウン ドの こと)は 高 さ約2m,広 さ
14×14m,焼 成 レンガを有 している.二 つの廃墟は,同 じく,焼 成 レンガで築かれた建物 の残 りである.レ ンガは粗い
砂礫ま じりの粘土製.日 干 しと焼成の双方がある.レ ンガはサイズで34.5×16.5×65cmな ど4種,他 に床 レンガは縁
が曲がってお り,屋 根瓦 は中国風で,大 多数 は暗灰色 の瓦,多 くが赤 く焼 成 されている.い くつかは明緑色の釉薬 を示
す.
城外 に住宅址,四 角形 で15×20mほ どの低 い堆積.都 市の囲郭の外に並行 に走 る小道群の端に集 まっている.北 西
の門から推定150mに 独立の大 きな建物址(第3城 址 か)が ある.こ の城塞一 あるいは少 な くとも壁に囲われた君主
の宮殿一一が火災で破壊 された と推定.
パルシの第1城 址 に関す る記録 は,遺 蹟の現状 を伝 えるもの としてはきわめて詳細であ り,瓦 ・レンガの残存状況か
ら中国風の建築物 の存在 を指摘 し,そ れ らが 火災で焼失 したであろうことを現場の焼けた炭化の状況か ら推定 してい る
点は重要である.
マイスキーは1919年 にこの遺蹟 を訪れて,第1城 址 と城外 について,次 の ような記録 を残 している.第1城 址 につ
いて,城 址 はハヌイ河岸か ら3㎞,城 壁 の一辺300m,厚 さ5m,高 さ6m.4隅 の高 ま りに もと見張 り台の存在 を想定.
花崗岩で作 られた4門.北 門(我 々のい う北西 門)に もと高い望楼ない しは塔があった と断定ω.1辺22mの 四角形の
(南)マ ウンド,30×22mの(申 央)マ ウン ド,そ の北側の礎石,レ ンガや磨かれた石が覆 うい くつかのマウン ド,
いたるところの大量の出来の よい瓦片,普 通 にある緑釉瓦の層,半 ば地面 に埋 まった古い供物壇に似た い くつかの大石
に言及.ま た第1城 址以外 に関 して,少 し離 れたところに,大 量の花崗岩 の石や板石,粘 土でで きた飾 りな どがある多
くのマウン ドの存在,花 崗岩でできた水がめ(2),第1城 址北門か ら05㎞ の2個 の大 きな花崗岩の石 健 物の柱石か言己
念物の破片 と推 定)に 言及.書 いたものはど こに もなかった と記 している.ポ ターニンの記録 した伝説 を再録するとと
もに,さ らにここに居住 したハ ンについての別の伝説を記録 している(Ma弛K絣1959,pp.105-106).
ペルレーはこの遺蹟に関 して次の ように記載 している(n3p∬331961,pp.105-106).1957年に ドルジス レン(H.
πop)KCYP3H)が 簡単な調査 を実施 した.(第1)城 址 の4隅 にレンガ作 りの保塁が ある.現 在はないが,碑 文が南門前
にあった(3≧ レンガの焼成窯址,皮 革 なめ しの伝説の ある硝石湖,農 業用水路跡出土の鉄鋤の破片等か ら手工業,農 業
に有効 な場所だ と指摘,・またハ ラホル=ハ ンについて,ハ ラホルとい う名の人名4人 を挙げ,同 定 を試みている(n3p皿33
1961,pp.ll9-120).ペ ル レーの報告の うち,灌 漑用水路の存在 は重要である.今 回の調査で は,明 確 にそれ と考えられ
るものを探索 し得 なかったが,第1城 址 の城外北西側を城壁 に並行に通 る溝 を1本 見た.
今 回の調査は,遺 蹟各所 を網羅的に記録 を残 した点で画期 的 といえる.第2城 址の低い囲郭の四面の土塁の中央 に付
された 「へ」字 型の突起 には,土 塁 に接続 した もの と,分 離 して独立 して いるものとがあるが,そ の両 方 とも,オ ル ト
=タ ミル河のホーチ ン=オ リヤスタイという城址(770×775m)の 城壁の門に付 されている突起に同 じ形態の ものをみる
ことがで きる.第2城 址の突起 の部分の土塁 は門 となる切れ目が明瞭でな いか,あ るいは逆 に土がその部分盛 り上がっ
ている(南 西壁)と ころが あったが,ホ ーチ ン=オ リヤスタイ城址は,そ こが4門 になっている(MSSP,pp.77-78).
パルシは,ホ ーチ ン=オ りヤスタイの土塁 を 「柵壁(Palisadenmauer)」 と記す(MSSP,負g.54,55).低 い土塁が防御や家
畜の進入 阻止に効果 を持つ ためには,そ の上 に柵が必要であ る.パ ルシは土 塁の高 さを記録 していないが,ハ ルホル=
ハ ンの諸城址な どの高さ数十cm程 度の低い土塁の上 に柵が構築 されていたと考えることは合理的である.カ ル ピニは,
グユ クニカン選出の宮廷会議が行 なわれている トレゲネの もとに滞在,そ こに推定2000人 を収容する大天幕 と,そ の周
囲にめぐらされ た装飾付 きの木柵,木 柵 に設 備 された2つ の大門があ った ことを記録 している(護 雅夫訳 『カル ピニ ・
ルブルク 中央 アジア ・蒙古旅行記』桃源社,1965,pp.76-77).モ ンゴル時代 の城址 の周囲 を区切 る高 さ数十cmの 低
い土塁は,カ ルピニが記録する2000人 収容の大天幕 を囲む木の柵が設営 される土台 と考 えるこ とに無理 はない.ウ イ
グル時代 のタりア ト碑文 にも玉座 と 乙it(「 柵」な どの訳 あ り)の 言及がある(行 動記録1996年8月28日).この よ
うな低い土塁 と柵の構造 については今後 さらに検討 され る必要がある.
ハ ルポル=ハ ン遺蹟 について言及する文献史料はない.白 石典之は,カ ラコルム遺蹟の研究(白 石1998,p.63)の 中
で,都 市設計の プランが宋尺 によって行われ ていたことを指摘 してい る.中 国の尺度に よって都市 プラ ンが作 られてい
ることを明 らかにした重要 な指摘である.ハ ルホル=ハ ン遺蹟の都市プラ ンが どのような規準 に よってなされたかにつ




② 第4城 址(1)⑤ にみた,中 央に窪みを掘りこんだ石のことであろう.
(3)た だ し,パ ル シ(MSSP,pp.75-77)は この碑 文 につ い て何 も報 告 して い ない の で,彼 が調 査 に訪 れ た時 点 で この碑 文 は存 在 して い
なか っ た と考 え られ る.
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シ ャ ー ザ ン=ホ ト遺 蹟SiteofShaazan・Khot
松 田孝 一 ・宇 野伸 浩
(K6ichiMATSUDA!NobuhiroUNO)
調査場所=ウ ブルハ ンガイ=ア イマ ク,バ ヤ ンゴルーソムか ら約25km,車 で約35
北緯49度40分,東 経103度41分,高 度660。gm.
調査 日時=①1996年8月16日;②1998年6月9日:③1998年8月23日.
調 査 者:① 森安,松 田,松 川,大 沢,片 山,松 井,オ チル,ボ ル ド,バ ットルガ;② 白石,バ ヤル,バ ッ トルガ;③
村岡,宇 野,オ チル.
調 査方 法 ・作 業 内容:① では,簡 易 測量,遺 蹟見取 り図の作成,計 測,松 田,片 山,松 川,松 井,バ ッ トルガ.ス
ケ ッチ記入 松川,バ ッ トルガ.景 観調査,緑 釉破片の採集 松 田.写 真,ビ デオ撮影松川.② では,白 石,バ ヤル,バ ッ
トルガによる測量.③ では,村 岡による瓦 ・レンガの採集.宇 野に よる礎 石 の写真撮影.オ チルに よる陶磁器の破片採
集.陶 磁器片は歴史研究所に持 ち帰 り,写 真撮影.
遺 蹟の現 況=遺 蹟は,オ ンギ河岸の西550mの 平原の中に展開 している.遺 蹟の北の端 に,土 塁 に四角 く囲まれた
城址が東西 に2つ 並んで残存 してい る.東 側の城址は,北 壁66.7m,南 壁65.9m,東 壁86m.西 側の城址は北壁 ・南壁 と
も61m,南 北 うちの り60.5m.土 塁の幅は4m,高 さは数十cm程 度 と低い.こ の2つ の城址 は遺蹟全体の中で顕著 に目
視 され,都 市の主要部分である と判断 され る.遺 蹟内には他 に多 くの土塁が残存 し,ペ ル レー(ne田3gl961)や 白石
(1998)の 図面に描かれている.そ れ らは,1996年 の調査で 目視 した ところでは,も ともとどの ような全体形の どの部分
なのか判然 としなかった.
この東西城址 の北壁 の線 はひ とつ なが りの一線 となってい る.南 北の長 さは,西 側の城址が短い.大 きさの違 う方形
の城址が くっつ くパ ターンの プランは,モ ンゴル時代 の遺蹟 によくある(メ ルヒー=ト ル ゴイ,バ ヤン;ゴ ル)が,ど の
ような理由か らか は不明.東 側の城址 には,南 壁の東端か ら41mに 土塁の切れ 目があ り,こ こが出入 り口であったと
考え られる.
東側城址の中央,や や北 よ りに円形のマ ウン ド(直 径24m,高 さL2m)が ある.白 石図面(Hate20a)で は,方 形の
マ ウン ド上 に円形マ ウン ドが重なる形で,正 確 に測量 されている.西 側の城址 には,や は り北 よ りに方 形のマウン ドが
ある.マ ウンドか ら北壁まで は8m,ペ ル レーの図面に描 かれているマウン ドは,松 田等の調査 の際には,東 側城址 の南
壁 とみなされた.Piate20aで は三 日月型 に描かれている.マ ウン ドの東西幅19m,南 北幅18.5m.東 側城址 の円形 マウ
ン ドには,2個 の礎石が残 されている,2個 の礎石の間隔は4.6m.1個 は半分 ほどが;地表か ら出ている.こ の礎石か
ら北壁までは30mあ る.そ の大 きさは,底 面が一辺が67～68cmの 正方形,高 さが37cmの 直方体.こ の直方体の上面
に高 さ3.5cm,直 径55.5cmの 円柱状の盛 り上が りが付いている.円 柱の基壇 となる盛 り上が りである[以 上,松 田].
マ ウン ドの周辺には瓦が多 く散乱する.緑 粘 瓦は少な く,そ れ以外 の瓦が多い.レ ンガは少ない.陶 磁器の破片が数
多 く散乱する[宇 野].
シャーザ ンニホ トと呼ばれるのは,こ こか ら磁 器片(田aa3aH)が 相当多 く発見されるか らである.い くつか磁器片 を見
出 したが,そ の中にキリル文字が書かれていた ものがあ り,表 面か ら採集 した ものは年代考察の資料 に し難い,遺 蹟 は,
この東西の2つ の城址か ら南へのびている.上 述のように,土 塁の高ま りはあま りないが,目 視では,7ヶ 所のマウン
ドをみ とめた[松 田].
遺蹟 の景観=1996年8月16日 の行動記録参照.バ ヤ ンゴル;ソ ムより下流のオンギ河の右岸には,標 高1420～1450
mの 帯状の高台が連 なってお り,そ の尾根上 に道がある.遺 蹟はその尾根上の道か ら河 に向かって数十m下 ったところ
にある.遺 蹟か らの景観は,道 のある高台の方面に帯状 の低い丘が見えるが,そ の外 はほとん ど真 っ平 らな河岸の平:地
である[宇 野].
図面=ペ ル レーが,オ ンギン=ハ ルガニ=ゴ ルのシャーザ ン=ホ トとして図面 を掲載 している(n3p皿g31961,p.111,pL
26).本 報告書で はペルレーの図面に1996年 の調査結果に基づ く略測図 を併せ掲げる(P協e20b)と ともに,白 石作成の
最新の図面(Plate20a)を 提示す る.
考 察=ペ ル レーは,シ ャーザ ン=ホ トか ら発見 された磁器 と中 国貨幣等か ら,シ ャーザ ン=ホ トを元代 の都 市遺蹟で
あると見なしてい る(n3pn331961,p。lo3).『 集史』には,オ ゴデイが,冬 にオ ンギ方面に滞在 し,付 近で狩猟 して過ご
したことが記載されている(Boylelg71,p.64).オ ゴデイのオンギの滞在 の中心地が このシャーザ ン=ホ トである可能性
について,ペ ルレーは問題提起 しなが らも,オ ンギは,冬 営 地であるか ら,シ ャーザ ン=ホ トが位置するゴ ビ地域では
な く,ハ ンガイ方面にあった と考 えている(n3p∬331961,p,103).オ ンギ河 はハ ンガイか ら南流 するか ら,オ ンギ冬営:地
をハンガイに結 びつける案 も可能であるが,そ の他 に両者を関連づ ける根拠 は示 されていない.一 方,シ ャーザ ン=ホ
トでは,モ ンゴル時代 の宮殿を葺いた と考 え られる緑釉瓦や大 きな礎石が発見 されてお り,こ こに,皇 族 の宮殿が存在
したことは明 らかである.シ ャーザ ン=ホ ト以外にオンギ河沿いに,緑 釉 瓦や大 きな礎石 の出土 した場所 は,管 見の限
りでは知 られてい ない.
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オゴデイがオ ンギに冬営 した とい う明確な記事 は漢籍資料 中に存在 しないが,カ ラコルム万安宮 の建設工事が始 まっ
た1235年 よ り後,1237年 と1238年 の冬,野 馬川 という場所で狩猟 し,グ ユ クは1247年 冬,ウ テグ=ク ラ ン(野 馬)
で狩猟 している(『 元史』巻2,太 宗本紀).野 馬川 は,『 混一疆理歴代 国都之図』にカラコルム(和 寧 と表記)か ら
かな り離れた位置では あるが,南 方向に記載 され てお り,ゴ ビ地域 にこれを比定す るこ とは可 能であろ う.モ ンケは
1253年 冬,オ ンギに滞在 し(同 書巻3,憲 宗本紀),ま たクビライ も対ア リク=ブ ケ戦争の時 にカラコルムに近づいた
後,ア リク;ブ ケの4個 のオル ドとコルゲンのオル ドを発見 し,そ れ らを再建 してオンギ河で冬営 してい る(Boylel971,
p.254),オ ンギ河流域か ら野馬川一帯 は,オ ゴデイが カラコルムに遷都 して以来,カ ンの冬営地で,御 猟場であった こ
とが知 られる.緑 釉瓦や宮殿礎石な どの詳細 な検討か ら,万 安宮 との関連 が明 らか になれば,カ ンの宮 殿で あった可能
性はさらに明確 となろう[松 田].
ルブルク 『旅行記』第27章10節 にその後,我 々は,常 に北へ と進みなが ら再 び山地をのぼった.つ いに聖ステファ
ノの日(12月26日)に,我 々は,小 山一つ見 えないほどの,海 のように大 きな平原に入 った.そ して,そ の翌 日の聖
ヨハ ネの祝 日(12月27日)に,我 々はかの大君主の宮廷に到達 した」 とい う記事がある(Wyngaert1929,pp.242-243).
今回,オ ンギ河の南方 をバ ヤ ンゴル=ソ ムへ向か う途中 で,四 方八方すべ て地平線が見え るような場所 を通 過 した.ル
ブルクの記述 との関わ りを想定 させ る景観であった.GPS測 定値は,北 緯45度50分44～46秒,東経103度05分20
秒～08分37秒.バ ヤ ンゴル=ソ ムまでの距離は約30㎞,車 で45分.旧 ソ連製の地図上 では,第3ブ リガー ドの西 にあ
たる;こ のような:地形は,オ ンギ河流域では ここだけ とは限らないので,ル ブルクが記 した 「海の ような大 きな平原」




ッ ァ ガ ン=バ イ シ ン遺 蹟 ・ツ ォ ク ト=ホ ン タ イ ジ 碑 文 ・岩 壁 銘 文
SiteofTsagaan・BayshinandMongohan・Tibet裂nInscriptionof1617
松 田孝 一(K6ichiMATSUI)A)
調査 場 所=ツ ァガン=バ イシン遺蹟,ッ ォク ト=ホ ンタイジ碑文は,ボ ルガ ン ・アイマ クのダシンチ レンニソム(か
ら東北,車 で45分,35㎞ の地点),北 緯48度Ol分,東 経1(耳 度21分.高 度1020～1025m.岩 壁銘 文は,北 緯48度
08分,東 経104度19分,高 度975m.ッ ァガン雷バイシンか ら車で35分,20km程,GPS測定数値に もとつ く地図上
の直線距離で約13kmの 場所.
調査 日時:1998年8月!～2日,
調査者:松 田,村 岡,宇 野,中 村,松 川,オ チル,ダ シバ トラフ,ガ ルサ ンツェレン.
調査 方法 ・作 業 内容:(拓 本各1セ ッ ト採取/写 真 ・ビデオ/瓦 ・レンガ採集/計 測)
遺蹟 の現況:城 郭 は,外 壁 にうすい ベージュ色 の しっ くいが塗 り付 けられてい る.城 郭の中心 となる方形部分は,
北西壁面53.6m,北 東壁面30.1m,南 東壁面57。7m,南 西壁面32.2mの4面 によって構成 されている.北 西壁面の線は,
北 から40度 東へず れている.北 東壁面の外側,南 角外側にそれぞれ小 さな方形の施設が付属 してお り,南 東壁面の東
角端 には城郭 と階段でつながった舞台状の方形の区画がある.
ラ ドロフのスケ ッチ(Atlas,pl.LIII-LIX,た だ しLIVは 誤ってXLIVと 丁付け されている)と 比べ ると全体 として崩壊
が進み,南 西,南 東の外壁面[南 角の高 さ6,31m,東 角(Atlas,pl。LV-1の 左端)の 残存高5m,上 部が崩落,推 定の高 さ
554m,北 角(Atlas,pl.LV-2の 左端)は 崩壊,西 角(Atlas,pl.LV-2の 右端)は 足場 な く計測不能]は まだ残 っているが,
外壁表面 に塗 られた しっ くいは,半 分 ほどはげ落ちている.北 東壁面は全体の1/3ほ どが崩れている(Atlas,pl.LV-1
の右端,LV-2の 左端).北 西 の壁面が最 も崩壊が進 んでお り,1!3を 残すのみであ る.Atlas,pl.LV-1,2に 見える塔
状の施設は最早存在 しない.Atlas,pl.LIII-2の 黒い方形部分が塔のあった場所 と考えられる.
城郭内の平地面の高 さは,城 外の地表面 より高 くなってい る.西 か ら東へ,ま た北か ら南へ下る傾斜地に城址はある
ので,城 郭外 の地表面 との高度差 は外壁の場所で異なるが,高 度差 の大 きな南東壁面の外側で5m近 くあった.城 郭内
平地面の周囲 を囲 う形 で城の外縁 にレンガの壁が積 みあがっている.城 郭 内の平地面か ら外縁壁の高 さは,南 角の方形
の付属の施設 と城壁 との接点で2.63mで あった.こ の レンガ積み部分 よ り下の基礎部分,す なわち,城 壁の外の地表面
までの土台部分は主に石で積 み上 げられている.
城郭内には,レ ンガ で積み上 げられた壁が囲う部分が4ヶ 所あるが,そ の壁は崩壊が進 み,完 全 に残ってい るものは
な く,崩 れた レンガは平:地面に うずたか く積 もっている.そ の うち北角側 と南側2ヶ 所は,広 問 となってお り,ど ち ら
も風除けのように広間 を囲んで北東面,北 西面,南 西面の三方 に(北 角側の広間では南東面 の一部 も)壁 が 囲 んで立っ
てお り,広 間の南東側は平原 を見晴 らす ように開かれている.そ の広問か ら南東方向 を向 くとその先 の南東面の レンガ
積みの外縁壁 にアーチ型 の穴が空 いている.南 広間(Adas,pl.LIV-1,2図 の一番高い壁)ヵ ・ら見える南東面の外縁壁の
アーチ型の穴(Atlas,pl.LVII-2)は 見通す ためだけの もので,外 に何 の施設 もないが,北 角側 の広間の南東面の外縁壁の
アーチ型の穴の外 には階段(最:上 段の幅2.04m:Atlas,pl.LVI-1は これを下の舞台側か ら見上 げている)が 続 いてお り,
階段(こ の階段 の下は くぐり抜 けるアーチ型の トンネルの通 り道 となっている.Atlas,pl.HX-2は そのアーチ型の トン
ネルの通 り道 を横か ら見た ものである)の 降 りきった ところには,上 記の方形の舞台(北 東面10.9m,北 西面13。9m,南
西面10.74ni)が ある.さ らにその舞台の南東のは しか ら階段(最 下段 の幅2.26m)が 地面まで続いてい る.
オチルは,上 記 の広 間は,儀 式用のオル ドを設営する ところであろ うと説明 した.ま た,ラ ドロ フのア トラスに掲載
されている城郭内部の プラ ン(Atlas,pl.LIII-2)は,全 体 としては極めて精度の高い もので はあるが,南 の広間の南東前
壁 は,南 東方向 を見通すために本来あってはならない もので,ラ ドロフの図面(Adas,pl.LIII)に 記入 されている南東前
壁 を表す線は不要 であると指摘 した.実 際に壁 らしきものはなかった.た だ,ラ ドロフの図面 からは,そ の調査当時の
壁の高さはわか らない.床 面 に低 い壁,敷 居 程度のものがあ り,現 在は崩 れた レンガの下 に埋没 してい るのか もしれな
い.
外縁壁の下部には石 で積 み上げた ところ もあるが,大 半が レンガに よって組みたて られている.そ の レンガの積 み方
(Atlas,pl.LVII-2下 左図)は,ハ ルポル=ハ ン第1城 址の レンガの積み方,石 の積み方 と共通点がある.
城外南東側の地面 に石臼(Atlas,pl.LVIII-18,20)な どの農具がい くつか放置 されている.Atlas,pl.LIX-4の 亀石(碑 文
を立てるほぞ穴がないので亀趺ではない)は 現在は見当た らず,付 近の牧 民のチ ョイ ドル氏によれば,ど こかに持ち去
られて しまったとい う.城 郭外のほぼ南37mに 窯跡があ り,窯 跡の内外 に,窯 壁の破片の固ま りが残 されている.釉
薬 がこび りついた破片 もあ り,中 には緑釉 が こび りついた もの もある.焼 成 した緑釉瓦 もあるが,そ れ らは元代の緑釉
瓦 とは色が異なる.
ツォク ト=ホ ンタイジの碑文 は,ッ ァガン=バ イシンか ら西へ25444mの ところの小高 くなったマ ウン ドの上 に立つ.
マ ウン ドの形状 は,碑 文か ら北へ30m,南 へ46m,西 へ27.5m,東 は,ゲ ルの方 向へ緩 やか な下 り坂.亀 趺 はな く,方 形
の台座の上に立つ.碑 石の高 さ229cm,西 面の底部の幅93cm,上 部 ・底部 とも厚 さ25～26cm.台 座は,東 よ り時計周 り
(276)
ツ ァ ガ ン=バ イ シ ン遺 蹟 ・ツ ォ ク ト=ホ ン タ イ ジ碑 文 ・岸 壁 銘 文
に167cm,107cm,144cm,107cm,高さll8.5cm.碑 文周 囲に長方形の形 に列石(7.05×7.90m).西 面が真西 より12度 南
に傾いている.東 面 にチベッ ト文46行,西 面にモンゴル文23行,上 部 にチベッ ト文4行.丁 巳(1617)年,Sedkis浦gei
こindamanis恤eを 始め とす る六寺 の建立落成 を記念する内容である.ラ ドロフのア トラスには,碑 文の拓本写真が採録
されている(Atlas,pls.LX-1,2).こ の ラ ドロフの拓本写真 に依拠 して ブー トが研 究を行い(Huth1894),ポ ズ ドニエーブは
碑文の別の写 しか らさらに複写 をとって研究 した(Ho3朋eeBI896,pp.468-469;Pozdneyevl971,pp.309-310).また,翻 訳
については,ブ ー ト,ポ ズ ドニエーブの ものがある(Huth1894;no3朋eeBl896,pp.469-472;Pozdneyev1971,pp.310-312).
その後,1926年 にはポ ッペ と助手のバ ンバーエフが この遺蹟 を調査 し,Atlas採 録 の碑 文の不鮮明個所の良好な拓本 を
採取 して研究 してい る(ポ ッペ1942,pp.217-223;バ ンバ ーエフ1941,pp.71-72).ま た,岡 田英弘が1968年 にツ ォク ト
=ホ ンタイジに関する諸史料 を整理,分 析 した.そ の際にブー トの録文(Huth1894)を 引用 し,ま た ドルジス レン(T,
Do功isuren)の 遺蹟 ・碑文に関する現状 と1930年 と1949年 の発掘に関する報告の全文 も再録 している(岡 田1968,pp.
114-115).
岩壁銘文 については,行 動記録参照.碑 文 ・岩壁銘文の内容 はポ ッペの述べる通 り.上 記2碑 文は17世 紀の もので,
モ ンゴル時代 を分担する 日本側 の研 究の対象 とは していない.
遺 蹟の景観:行 動記録参照.
考 察:ッ ァガン=バ イシンには,1889年 にヤ ドリンッェフ,1891年 にクレメ ンツが訪れ,1933～1934年 にブキニ
チが少 し発掘 した.そ れ らをペル レーは次の ように要約 している.建 物の外見 はお堂の形で,中 国の屋根瓦で葺いてあっ
た.城 塞の周囲 に建物址がた くさんあり,か な りの人口があった.ク レメ ンツによれば,城 塞 は古 い建 物の上 に建 てら
れている.大 きさは南西119フ ィー ト,南 東208フ ィー ト,北 東109フ ィー ト,南 西203フ ィー ト(こ れ らの数値は我々
の簡易 なデジタル=メ ジャーの計測値 と若干差異がある)で,1627年 か ら1630年 の問 に戦火 を受けて荒廃 した(113p皿33
1961,pp.12ト122).
岡田1968が 再録するDo茆soren,R伽 ∫qズκ勧η87h酬Cα ∫"εの,こ の城塞 についての解説の要点は以下の通 りである.
1581年 に生 まれたツォク ト=タ イジは,仏 教がモ ンゴルに広 まった当時の強力 な推進者で,貴 重書 を収集 し,読 書家で,
かつ1601年 か ら17年 間かけて6寺 院 と城 を建設 した.そ のひとつが トラ河沿いのタンソグ谷(Tansogtal)の ハ ロンロズ
ルフ(X跏yyH3ypx)山 脈 の南麓にあるSitgeshguiChindmana寺 である.ツ ォク ト篇タイジは,そ こに城 を有 し,「 ッォク
ト=タ イジの白い館」 として知 られている.4mの 高 さの壁があ り,約6mの 高 さの塔があ り,40m以 上の長 さがある.
1930年 の発掘で,芸 術的 な装飾 をもつ非常に多数の住居 と宗教的建築物廃虚があった ことが示 され,龍 や花の形の よ
うな建築装飾な どがあ り,農 業 を示す石 臼,潅 漑溝跡 が発見された.城 南(マ マ)で 亀趺上のテ ィベ ッ ト ・モンゴル語
碑文が専門家に よって解読 された.
碑文の亀趺 と位置は,ラ ドロフのAtlasも 我々の調査 も同じで,こ の ドルジスレンの記述 は誤解か.1930年 の発掘 と
いうのは,ブ キニチ による1933年 の発掘 を指す ものであろ うか.岡 田は,ド ルジスレンの記述か ら,モ ンゴルの居城
と農園の経営 をモンゴルのバ イシンの特徴 と して注 目している.
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イフ=ハ ヌイ=ノ ール遺蹟平面図(大 澤)
イフ=ハ ヌイ=ノ ール遺蹟推定復元図(大 澤)

















































ム ハ ル 遺 蹟 平 面 図(Bo㎞B1996よ り引 用)PlanoftheSiteofMu㎞ar(BotiToBl996,p.41)
キ ョ ル=テ ギ ン亀 趺 銘 文(片 山)Tortoise-ShapedSocleofK61-TeginInscription(KATAYAMA)
イ フ==ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 平 面 図(大 澤)PlanoftheSiteofIkh.Khoshoot(◎sAwA)
イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 の 石 人(大 澤)StoneStatuesofMen,1㎞一Khoshoot(OsAwA)
イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 の 石 人(大 澤)・StoneStatuesofMen,Ikh-Khoshoot(6sAwA)
イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 の 石 獅 子 断 片(大 澤)FragmentsofStoneStatuesofLions,Ikh-Khoshoot(6sAwA)
イ フ=ホ シ ョー ト ゥ遺 蹟 の 石 羊 ・円 錐 形 石 片(大 澤)
StOneStatuesofSheepandUnidentifiedCone-ShapedStone,1㎞一K oshoo (OsAwA)
イ フ=ホ シ ョー ト ゥ遺 蹟 の 石 槨 断 片(大 澤)FragmentoftheStoneCoffin,1㎞一Khoshoot(◎sAwA)
イ フ=ホ シ ョー ト ゥ遺 蹟 の マ ウ ン ド中 央 よ り採 取 し た 瓦 ・磚(大 澤)
TilesfrorritheMound,1㎞ 一Kkoshoot(OsAwA)
テ ス 碑 文 計 測 図(大 澤)MeasurementSofTeslnscription(◎sAwA)
テ ス 碑 文 筆 写 コ ピ ー(大 澤)Eye-copyofTesEpitaph(6sAwA)
シ ネ ウ ス 遺 蹟 幸 面 図(MSSP,p。59の 図 面 に増 補)ソ
PIanoftheSiteofSine-Usu(MSSP,p.59,reprOducedwithadditionalinforrnation)
シ ネ ウ ス碑 文 と 亀 趺(森 安 ・片 山)ソ
Sine-UsuInscriptionandtheTo靤oise-ShapedS㏄1e(MoRIYAsu&KATAYAMA)
シ ネ ウ ス 碑 文 の 亀 趺(EAAp)Tortoise-ShapedSocleof§ine-UsuInscription(BAヌP)
シ ネ ウ ス碑 文 の 計 測 図(森 安 ・片 山)Measurementsof§ine-Usuinscription(MoRIYAsu&KATAYAMA)
シ ネ ウ ス碑 文 の 行 の 進 み 方(森 安)LineArrangementontheFourFacesof§ine-Usulnscription(MoRlyAsu>
バ イバ リ ク遺 蹟 全 体 平 面 図(白 石)MapShowingBay-BaliqArea(SHIRAIsM)
バ イバ リ ク選 蹟 第 一 城 址 平 面 図(白 石)PlanoftheFortressNo.1,Bay,Baliq(S刪s田)
バ イ バ リ ク遺 蹟 第 一 城 址 平 面 図(林)PlanoftheFortressNo,1,Bay-Bahq(HAYAsm)
バ イバ リ ク 遺 蹟 の 石 獅 子(BAAp)StoneStatueofaLion,Bay-Bal幻(BAAP)


































カ ラ=バ ル ガ ス ン宮 城 遺 蹟PlanofthePalaceofQara-Balgasun
カ ラ=バ ル ガ ス ン宮 城 の 平 面 図(Adas,p1、XXVII-2に 増 補)
PlanofthePalaceofQara-Balgasun(Atlas,pl.XXVII-2,reproducedwithadditionalinfbmlation)1
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文 計 測 値 及 び 模 式 図Measuleme榔oftheQara-BalgasunInscriptionasReconstructed
カ ラ ニバ ル ガ ス ン碑 文 断 片 残 存 状 況,漢 文 ・ソ グ ド面
PlacementoftheSurvivedFragmentsofSino-SogdianFace,Qara-Baigas㎜Inscription
カ ラ ニバ ル ガ ス ン碑 文 断 片 残 存 状 況,ル ー ン 文 字 面
PlacementoftheSurvivedFragmentsofRunicFa㏄,Qara-BalgasunInscripdon
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,Atlas拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面
PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInscription(Pu1)lishedintheA'1α5)
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,Atlas拓 本 ル ー ン文 字 面
PlacementofRubbingsofRullicFaceofQara。Balgasunhlscription(PublishedintheA"α∫)
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,ビ チ ェ ー ス 拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面
PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInscription(byBichees-Expeditions)
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,ビ チ ェ ー ス 拓 本 ル ー ン 文 字 面
PlacementofRubbingsofRunicFaceofQara-BalgasunInscription(byBichees-Expeditions)
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,京 大 ・立 命 拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面
PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInscription(HousedatKYoToUNIvERsrrY.and
RrTsuMEIKANUNwERsrTY)
カ ラニバ ル ガ ス ン 碑 文,京 大 ・立 命 拓 本 ル ー ン 文 字 面
PlacementofRubbingsofRunicFaceofQara-BalgasunInscription(HousedatKYoToUNIvERsrrYandRrrsuMEIKAN
UNIVERsrrY)
カ ラニバ ル ガ ス ン碑 文,北 京 図 書 館 拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面
PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInsc!jption(HousedatBEmNGNAT工oNAL
hBRARY)
カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文,北 京 図 書 館 拓 本 ル ー ン 文 字 面
PlacementofRubbingsofRunicFaceofQara-BalgasunInscription(HousedatBEulNGNATIoNALhBRARY)
カ ラニバ ル ガ ス ン碑 文,碑 額(片 山 ・吉 田)FrontispieceofQara-Balgasunlnscdption(KATAY曲&YosHn〕A)
カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文,碑 頭 計 測 値 及 び 模 式 図(片 山 ・吉 田)
Measu祀mentsoftheDragon-ShapedHeadofQara-BalgasunhscriptionasReconsmcted(KATAYAMA&YosHIDA)
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,碑 頭 ソ ケ ッ ト部(片 山 ・吉 田)
MorticefピomtheDragon-ShapedHeadofQara-BalgasunInscription(KATAYAMA&YosHIDA)
カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,断 片 復 元 図(片 山 ・吉 田)
JoiningTwoFragmentsofQara-B4gasunInscription(KATAYAMA&YosHIDA)
カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文 ・碑 頭(BAHP)Dragon-shapedHeadofQara-BalgasunInscdption(BA∬P)
カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文 礎 石 断 片(片 山)
FragmentsoftheTortoise-ShapedSocleofQara-BalgasunInsc卓ption(KATAYAMA)
セ ブ レ イ 碑 文(吉 田 ・片 山)Sev爬ylnscdption(YosHIDA&KATAYAMA).
セ ブ レ イ 碑 文 の 行 の 進 み 方(吉 田 ・片 山)LineA㎜gementofSev【eyInscdption(YosHn)A&KATAY帥仏)
ホ シ ョー;ツ ァ イ ダ ム4遺 蹟 の バ ル バ ル列(森 安 ・松 川)
QueuesofBaibalsBelongingtoIheFourSitesofKhoshoo-Tsaidam(MoR【YAsu&MATsuKAwA)
釈 迦 院 遺 蹟 ・釈 迦 院 碑 記SiteofSakya-Templea歴dtheIns磁pdoninHo皿orofM6ngkeQaγan
宣 威 軍 第1城 址 平 面 図(松 井)PlanoftheFort㈹ssNo.10fXuanweiCommandery(MATsm)
宣 威 軍 第2城 址 平 面 図(松 井)P豆anoftheFor廿essNo.20fXuanweiCommandery(MATsuI)
宣 威 軍 第3城 址 平 面 図(松 井)PlanoftheFor駐essNo.30fXuanweiCommandery(MATs田)
宣 威 軍 第3城 址 平 面 図(BA月p)PlanoftheFortressNo.30fXuanweiCommandery(BAヌP)
宣 威 軍 碑(村 岡)InscdptionontheEstablishmentofXuanweiCommandery(MuRAoKA)
ハ ル ポ ル=ハ ン城 址 全 体 平 面 図MapShowingKhar㎞ul-KhanArea
ハ ル ホ ル=ハ ン城 址,第1～ 第9遺 蹟 平 面 図PlanofdleFo血essesNos.1-90fKhar㎞u1-Khan
ハ ル ポ ル=ハ ・ン城 址,遺 蹟A～C平 面 図PlanoftheFortressesA-CofKhar㎞ul-Kh㎝
シ ャ ー ザ ン=ホ ト遺 蹟 全 体 平 面 図(白 石)MapShowingShaazan-KhotA噂(SHIRAIsHI)
シ ャ ー ザ ン=ホ ト遺 蹟 平 面 図PlanoftheSiteofShaazan-Khot
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↑穴1の 北西隅出土の石槨断片(文 様あり)











約50cmと する 約51cmと する
石 人No.3石 人No.4石 人No.5
ぐ 一 恥 レ く_一 厘L一 レー
燵 蟻 ・"孵
亟 〕 舳1}
厚 さ47㎝Bo㎞Bl989は 高 さ をBo㎞Bi989は 幅 を
Bo銃mBl989は 高 さを 約45～50㎝ とす る 約45cmと す る
約70㎝ とす る
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Plate4cイ フ=ハ ヌ イ=ノ ー ル 遺 蹟 ・遺 物(大 澤)
・53cm(BoilToBは56cmとする)
H
しロ ロ ロ ロし






















腰 の幅53cm 腰 の幅30cm
一 一一.218cm一 一 一 一一一巨 ※石槨は全て灰色頁岩製
※B萌TOBは この板を本来横5m,高 さ3mほ どの供犠用石棺の覆
.2£ いとみなしている.ぎ
L鮭 蔓,謹 欝 　 　 黼191●
↓Bo雌ToB1986,P.83
P竃c。6.1一 翼3■纔竃塞膩● 雲弓2一 竃88a」1コ国【●3;3一 竃3】幽L組 ■【04;4-06轟o一
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ハ 乱 ・丶 ¶
1丶 い..ノ






































Hateggイ フ=ホ シ ョー トゥ遺蹟 のマ ウ ン ド中央 よ り採取 した瓦 ・磚(大 澤)
丸瓦 ン　4/禦:㎞ 翁 ∵
軒丸瓦(バ ヤル採取)
2.5。m!:r:」 丶 、幽
、 蒙講 野 ,贐＼





一・・ル 〆 丶 ノ∵
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`一『冷.一 一 一一一..一 一
5～5.2cm囓
一一 .


































,r_.立5～52cm不 一御 煦 甲
5酎5,2cm













































ユ幽棚 脚 〉。窃獅 物 伽 鰯。匿∫人,個 爆'終増 聯 》》嫉)"
:1捌 己1⑤:月Ψ"3射 洲:Y挫 Ω






P置atellaシ ネ ウ ス 遺 跡(MSSP,p.59の 図 面 に増 補)
51m
ト ー 一52.5m一 一一___一_H>
り
















































1,II,IIIの 碑 石 と亀 趺 の 現 在 地 は 少 しず れ て い る.
IV.積 石 塚 の 盗 掘 跡 の 穴 の 深 さ:1.9m前 後
こ の 穴 の 中 央 にてGPS測 定:48。32'lN,102。12"E,海抜1555m
VI.Wallgraben(周 溝)の 幅:2～2.5m
















































ノへ へ 　 ノ
/'
＼ 昏 後ろ足
首 の 部 分 の 高 さ41、 甲 羅 の 厚 さ7-8、 後 部 の 高 さ43





森 安 、作 図 ・片 山)
P置罐 且璽cシ ネ ウス碑 文 の亀 趺(BA∬P)
丿脾 脚 嚠1瀕
ヒ











































































































計測:森 安,作 図:片 山
単位:cm(フ ィンラン ド隊 の数憊 と一部異なる箇所があ るがその まま とした.Cf.MSSP,p.60)
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Pla重e12bバ イバ リク遺 蹟第 一城址 平面 図(白 石)















=ミ ミ 心申`サ ヘ コロ ヘ サ へ
……ミ 冫川"
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P量aIe12cバ イバ リク遺 蹟第 一 城址 平 面図(林)
β5'一3・'稽 』側 ・比 。`亡γ ・`弄・





















































































カ ラ=バ ル ガス ン城塞(南 東 か らの推 定傭 瞰 図)
(Xy爪9KOB1982,fig.1)
Phte13bカ ラ ニバ ル ガ ス ン宮 城 の 平 面 図(Atlas,P1.XXVII-2に 増 補)
AtlasI,p1.XXVII-2に 数値 を記入,
ビチ ェース隊の数:値が小 さいの は,
城 塞の四隅 の一番 高い部分 を基点 と





・』一 戦 サージェン(1サ ージェン≒Zl34m)
媼
南壁:ビ チ ェ ー ス413m
えよ思墜鸚1
◎
西 壁:ビ チ ェー ス335m
ラ ドロ フ 隊350m






























北 壁:ビ チ ェー ス424m
ラ ドロ フ隊448m
(210サ ー ジ ェ ン)
ρ 東 壁:ビ チ ェ ー ス337m
ラ ドロ フ隊34亘m
(160サ ー ジ ェ ン)
晦
圏 』… 胴㎞ ・騨 剛 … 一 一 城 癌(鶚 線 頃 ・、5ゲー 遊 冶 丿
口=鋤 勧黝 舗 潮緲虞5ぬ細剛 力めての城 矯 の遣携(〃 丿
畠 蠶:二7嬲 脚　 糠 ワの壁と建物・鰍 残・・硫柵
『 伽一"一 幀 かつての壕 の徴 候 蝋 」』聊r胸 硝



























































騒'難 …驪 、韈 蠍鑼轗讖.糧野
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P】ate14eカ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,
ソグ ド断面


















他 に ㎜V-5,7,8,9,10,11,12,<13>があ る が 位 置 不 明









































































































































立 命1(=No.5)の 漢 文 が 位 置 不 明












丶 転^臼 ρ 凸 一 ノ
幽
立 命5(=XXXV-9),立 命6(=XXXV-8)の 漢 文 が 位 置 不 明

































































← 「 一「一60㎝ 一 →
51inesremahL(91inescouldhaveexisted.)
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贈a睫 且鯛 カラ=バ ルガスン碑文礎石断片(片 山)





Radloff'sん!α ∫,XXX-2,7 断 片No.l
Heikell892,pL63と 今 回 の 写 真

























写 真(右)に よる模 写(左)吉 田作成 、片 山整理
P旦a睫且働 セ ブ レイ碑 文 の行 の進 み 方(吉 田 ・片 山)
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PEate96ホ シ ョ 一ー=ッ ァ イ ダ ム4遺 蹟 の バ ル バ ル 列(森 安 ・松 川)
　 鑼欝覊蘿轟 驫皺
淞.
　 だ ぶ し モ コ　ヒヒ
　 ゴリ トロ 　ロロヒ
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⑳ll5。 ・ 認1・1。 ・12。 ・ 3。 ・ 珊 ・5。 ・ 品;・1。 ・ 2。 ・3。ll4。 ・5。 ・・ 器:・1。 ・2。 ・
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↑釈 迦 院遺蹟 ビチェース隊計測データに依拠,一 部マウンドのみの略測図(作 図 武田和哉)
釈迦 院碑 記(宇 野)
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Plate18b宣 威 軍 第2城 址 平 面 図(松 井)
_一 一一一一一430m一 一一一一一一一一一一一一一一一レ




















































































































































































































































































































一關■馳 ■闘脚 一■岬」 ●隔■顧齢 ●■r■ 一6一 鳳 一 一
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91cm
ル ホル=ハ ン城址 全体 平 面 図
モンゴル国国土地理院航空写真に依拠(作 図:オ フィス=エ ムズ企画)
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下 のHθp刀eθ1961の 図面,最 北の斜線部分 に相当す る
0 50m
↓シャー ザ ン=ホ ト遺 蹟 平 面 図(Hg即3θ1961,p.111に補足)


































森 安 孝 夫 ・ オ チ ル
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